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ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




イラスト　異識　　





　もくじ







出会いは常に過激


常識とはしがみつくものなり


明日のために戦うとしても相手は誰なのか


厄介ごとは来て欲しくないときに着払いで来る


人は石垣、あとは変人と人外


あとがき
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　　　その１




　転校生！


　なんと美しい響ひびきだろうか。洗せん濯たくのしすぎで色がまだらになったシャツを脱ぬぎ捨すてて、ブランドものの服に袖そでを通したような気がする。新しん鮮せんで、心が浮うき立たつようだ。


　もっとも上うえ野のちひろは、ブランドの服を買ったことがなかった。服はたいてい近所の大型スーパーか、安売りの店ですませている。それにふさわしい年ねん齢れいになったら身につけたいというのが理由であった。


　ブランドはともかく、転校の方は掛かけ値ねなしの真実であった。北方から両親にくっついて、日本の中心である大都会東京にやってきたのだ。多少気分がよくなったところでバチはあたらないというものだ。


　この転校に際し、ちひろは心の中で密かに決意したことがある。それは「正しく青春すること」であった。


　青春と言ってしまうと恥はずかしいが、ようは「楽しく学校生活を送りましょう。友達を作りましょう」ということだ。クラスメートと一いつ緒しよに休み時間にお喋しやべりしたり、買い食いしたり、かっこいい男の子と……色々。


　以前の学校では、とにかく勉強が第一で、脇わき目めもふらずに机に向かっていた。おまけに校則はキツキツで、肉親、教師以外の男性と口をきいてはいけない、授業開始五分前には目をつむって黙もく禱とうをしているというのが、当たり前のようにまかり通っていた。


　わりと転校が多く、他の学校も知っているちひろは悲鳴を上げてしまった。規則にガタガタ言うつもりはないが、いくらなんでも息が詰つまる。なので両親が転勤すると知るや否や、六月という中ちゆう途と半はん端ぱな時期にも拘かかわらず、「あたしも行く！」と手を上げたのだった。


　これで、ややこしく監かん獄ごくみたいな規則にまみれた学校とはおさらばである。新しい学校への登校初日、「行ってきます！」と母親に告げて玄げん関かんを出たときの足取りといったら、それはそれは軽やかなものであった。


　ちひろはガードレールで区切られた歩道を歩く。このあたりは緑が多い。公園として整備されたものではなく、昔の林がそのまま残っていたりもするから、イメージしていた東京らしくなかった。


　道路を挟はさんで反対側にその林がある。奥には小さな鳥居が見えた。どうやら神社らしい。


（……そうだ）


　どうせならお参りをしていこうと、彼女は考えた。幸い時間には余裕がある。転校初日に神様にお願いするのも、なかなか悪くない。仲よくなれるクラスメートでありますように。楽しい学校生活でありますように。


　そんなことを思いながら横断歩道を渡わたろうとした途と端たん。


　ちひろはトラックにはねられた。





　あたしは死んだとちひろは思った。意識ははっきりしているがこれは走そう馬ま灯とうというやつで、今までの記き憶おくがフラッシュバックしているのにすぎない。その証しよう拠こに赤あかん坊ぼうのころから流れるように……いや、なんか鳥居と社やしろが見える。はて、どこかで見たような風景。ひょっとしたら行こうとしていた神社？


　いやなんか変だ。どうも足下がふわふわしておぼつかない。ひょっとしたら、死後の世界なのだろうか。


「すぐに客人ってなかなかね」


　いきなり眼前に、若い女性が出現した。


　白と赤色の、やけにひらひらした服を着ている。髪かみは長そうだが、いまどき見ないような髪かみ型がたに結っていた。


「あなたの年で朝っぱらからお参りなんて珍めずらしいわ。退たい屈くつしてたから驚おどろいた」


　妙みように偉えらそうでもあった。とりあえず落ち着こうと、ちひろは自らの状じよう況きようを把は握あくしようとした。


「すみません、どなたでしょう」


「この神社の神様」


　女性は社を指さす。


「え、女性が？」


「あんた現代人のくせに性差別すんの。最低ね。家にジェンダーフリーの市民団体送り込むわよ」


　女性はいかにも偉そうな口ぶりだった。ちひろは戸と惑まどう。


「だって若い女性が神様なんて……」


「イザナミだってアマテラスオオミカミだってツキサカキイツミタマアマサカルムカツヒメだって女神なのよ？」


「若くて軽そうな人が神様って御ご利り益やくが……いいですけど」


　ちひろはぶつぶつ呟つぶやいた。神には重厚さが必要だと思うのだが、いくら小さな神社とはいえ、こんなのが主神でいいのだろうか。


「えーと、あたしは死んだんですか」


「そりゃトラックにはねられたからねえ」


　腕組みをし、しみじみと女性は言う。ちひろはがっかりして頭を抱かかえた。


「ああ……せっかく新しい学校で友達を作ろうとしたのに、早くもパーなんて」


「おやま、友達作るつもりだったの」


「ええまあ」


「なのに死ぬなんてはかないわね」


「言わないでください。普ふ通つう、転校初日に死ぬなんて思わないじゃないですか」


「こっちは好都合ねえ」


「なんですか」


「願いを叶かなえてもいいってこと」


　ちひろは顔を上げた。


「へ？　あたし死んでますよ？」


「こう見えても神様よ。ついでに生き返らせることくらい朝飯前」


「神様にも朝ご飯って概がい念ねんがあるんですか」


「慣用句にケチつけないの。でまあ、ちょっと専門から外れるんだけど、なんかの縁えんだからその願いを叶えようじゃない」


　女性は「どうよ」という表情をする。


「はあ。で、専門はなんなんですか」


「交通安全」


「…………」


　胡う散さん臭くさげにちひろは女性を眺ながめる。女性はからから笑った。


「なあに、気にしない気にしない。友達たくさん作るんでしょう。細かいことに囚とらわれていたら嫌われるわよ」


「正論ですけどごまかされたような」


「神様は常に正しいのよ。で、どれだけ友達が欲しいの？　十万、二十万？」


「それは多すぎます」


「質の差を数でなんとかするのよ」


「年賀状とか出すのが大変です」


「現代っ子ね。じゃあ四十人でいいかしら。だいたい一クラス分」


「それなら」


　ちひろは納得した。数十万単位はもはや「いっぱい」としか言いようがなかったが、一クラス分ならちょうどいい。そもそもクラスの人たちと仲よくなりたかったのだ。


　女性は巻物を取り出した。筆でなにやら書き連ねている。


「希望するなら、カメムシとかゲジゲジも友達にできるけど？」


「人間がいいです」


　ちひろは慌あわてて頭をふる。


「普通の友達が欲しいので」


「遠えん慮りよしなくていいのに……じゃあ普通の友達、と。携けい帯たい電でん話わ持ってる？」


　ちひろは戸惑った。


「え？」


「携帯電話よ。あんた高校生なのに持ってないの？」


「ありますけど……そうじゃなくて、神様がケータイなんて言うのに驚いたんです」


「人間のテクノロジーを知るのも神の役目よ」


　ちひろはバッグの中から赤色の携帯電話を出す。いきなり手からすっぽ抜ぬけ、宙に浮いた。


「あ……！」


　携帯電話は空中でくるくる回る。一いつ瞬しゆんだけ光ると、まったく別の色と形に変化した。


　ちひろの手元に、薄うすいピンク色になった携帯電話が戻もどされた。


「今日からそれ使ってねえ」


「ええっ……あたしの『旋せん風ぷう轟ごう雷らい両断斬IV型』は!?」


「なにそれ」


「ケータイの名前です！」


「……どんな名をつけようと自由だけど、その電話じゃないと友達作っても意味ないから。カウンターつき」


「なんですかそれ」


「うふふ」


　女性は含ふくみ笑わらいをする。答えてくれそうにないので、ちひろは手元の携帯電話を眺めた。一見ただの二つ折り式のもので、じっくり見てもやはりただの二つ折り式だ。ただし、どこのショップでも見たことがない。


「なんかカッコ悪い」


「外見には目をつむるように」


「このケータイ……名前つけていいですか」


「いいわよ」


「『ファイナルラグナロクアタックＩ型』にします」


「……センスに文句つけてもしょうがないけど、あんた変わってるわね」


「放っておいてください」


　彼女は携帯電話をバッグにしまった。女性が指を一本立てる。


「これであんたに友達がたくさんできることになったけど、ちょっとだけ条件があるの」


「なんでしょう」


「卒業までに四十人、友達にならないと即そく死しだから」


　ちひろは、女性の台詞せりふの意味が分からず首を傾かしげる。


「は……？」


「死ぬから」


「もう一度お願いします」


「だから、あんたは元々トラックにはねられて死ぬはずだったんだから。友達ができないとやっぱり死んじゃうのよ」


「そんな！」


「ちひろは仰天した」


「四十人作ればいいじゃない。死ぬ気でやればなんだってできるわよ」


「そうじゃなくて、友達が『できる』って言ってたじゃないですか！　あたしが『作る』んですか!?」


　女性が口をつぐみ、瞬まばたきをする。やがてぽんと手を叩たたいた。


「そういえばそうね」


「ちょっとー!!」


「似たようなものだから、がんばんなさい。携帯電話のこと、忘れないでね」


「こらー!!」


　女性は手をひらひらさせると、空中で一回転。小さな煙けむりを残して、姿は消えた。


　同時にちひろの足下に砂じや利りの感覚。不安定な空間が消失し、神社の境内に出現していた。


　彼女は手で我が身を確認。実体がある。死んでいるのではなく、生きていた。痛みもなければ怪け我がもなかった。


　しかし、だ。


　友達が一クラス分、できないとやっぱり死んでしまうのだ。確かに友達を作ろうと願がん掛かけに立ち寄ったのだが、なんか思っていたのと違ちがう。やはり年若い神様に期待したのが間ま違ちがっていたのだろうか。神は老人で髭ひげを生やしているべきだ。


（どうしよう……）


　頭を抱えてうずくまるちひろ。こんな運命、受け入れるべきだろうか。いや、受け入れるもなにも、こうやって交通事故にも拘わらず甦っており、場合によっては死ぬ。


　と、彼女の眼前に、一枚のカードがひらひら落ちてきた。


　拾い上げる。学生証だった。ちひろの顔写真と、校名が明朝体で記されている。ただ、転校するはずの川西高校ではない。


　学生証には黒々と、「私立鈴すず木き大学付属鈴木高校」と書かれていた。





　　　その２




　渋しぶ谷やいづみは、身なりを整えた、はずだった。


　いや格好はきちんとしていた。本日は転校初日。いきなり着き崩くずすのもあれだと思ったので、ネクタイをきちんと喉のど元もとまで上げ、ボタンも留めた。髪も寝ね癖ぐせなんかつかないようにしたし、ソックスも高さを揃そろえた。


　他人との接せつ触しよくは第一印象からはじまる。初日にミスを犯すわけにはいかないのだ。心に秘めた、自らの大望のためにも。


　だというのに、いづみは今、ふわふわする空間の中で、時代がかった格好をした女性の前にいる。


「短時間に複数っていうのは、さすがに多いっていうか珍めずらしいわねえ」


　女性が感心したような声を発する。いづみは周囲を見回した。


「あの」


「なあに」


「私はどうしてここに」


「自分でも分かってるんじゃない？」


「ひょっとして……死んだのですか」


　女性はにっこりとして「そういうこと」と答えた。


　いづみは気が遠くなった。思った通りだった。登校途と中ちゆう、林の近くを通りかかったら神社を見かけたので、ちょっとだけ立ち寄ろうとし、いきなりバスにはねられたのである。


　バスはダブルデッカーの観光バスで、魚みたいな目つきをした運転手がハンドルを握っていた。そんなどうでもいいことが、彼女の最後の記憶だった。


「とすると……ここは死後の世界ですか……」


「ちょっと違うわねー。まあ細かいことはいいじゃない」


　女性は手をひらひらさせる。


「あたしが神様なんだけど」


「軽いですね」


「いいから。そんであんたの願い事はなんなの？」


「どうして……」


「だって神ウ社チに来ようとしてたでしょう。願掛けがなきゃ朝っぱらから参拝しようとして、バスにはねられたりしないじゃない」


「見てたんですか」


「そりゃ玄げん関かん先さきの事故だしねえ」


「見てただけですか。なにが専門の神様なんです？」


「交通安全」


「…………」


　いづみの視線に気づいたか、女性はこほんと咳せき払ばらい。


「さっきも同じような反応をした娘こがいたわ……まあとにかく、願いを言ってみなさいよ。ミニチュアダックスが飼いたい？　それとも化け粧しよう映えのする肌はだになりたい？」


「私の願い事は一つしかありません」


　いづみはきりっとなると、ためらうことなく胸に秘していた願望を口にした。


「手下が欲しいです」


「手下？」


「はい」


「友達じゃなくて？」


「手下です」


　聞いていた女性は、巻物に書き込もうとしていた手を止めた。


「なんで手下なの？」


「私の野望を成就させるのに必要です。具体的には話し相手になってくれて悩なやみ事ごととかも相談できて、たまには喧けん嘩かもしたりして……」


「それは友達の気がするけど」


「手下なんです」


「まあいいわ」


　女性は巻物に書き込む。


「じゃ、願いは叶えておくから。四十人もいればいいわね」


「はい。楽でいいですね」


「そうしないと、賽さい銭せん入れてくれないからねー。最近は初はつ詣もうで客も減ってるし。ちょっとくらい遠くても、大きくて古い神社に行っちゃうのよ。やっぱあれね、不景気だと少しでも現世利益に恵めぐまれそうな場所を目指すのね」


　いづみには当世神社事情は分からない。女性が一人納得してうなずくのを見ているしかなかった。


　書き終わるのを待ってから、恐おそる恐る訊きく。


「願いが叶ったということは……私は生き返るんですか」


「そうよ」


　女性があっさり首しゆ肯こうしたので、いづみは拍ひよう子し抜ぬけした。


「これも楽ですね」


「まあね。お金もいらないわよ。その代わり、学校で手下を作らないと死ぬから」


「……え？」


　きょとんとするいづみ。女性は巻物を懐ふところにしまう。


「手下を作らないと死んじゃうの。卒業までにね」


「ま……待ってください！　本気ですか!?」


「こう見えても神様よ。本気に決まってるじゃない」


「なっ、なんで死……」


「さっきの娘にも同じこと言ったけど、本当はバスにはねられたところで死んでたの。だから手下を作ることと引ひき替かえにしたのね」


「できるんじゃなくて、作るんですか!?」


「本当に同じこと言うのねー」


　感心する女性。対照的にいづみは混乱しつつあった。なにしろ手下を作らないと死んでしまうのだから。


「学校も別なとこにするわね。はい、これが制服」


　空中からボストンバッグが頭の上に落ちてきて、いづみは「わふっ」と空気の抜ぬけたような声を出した。


「さっさと着き替がえるといいわよ。遅ち刻こくするから」


　いい加減な神様に抗こう議ぎしたかったが、そう言われると従わざるをえない。


　制服はあつらえたようにぴったりだった。ブルーを基調にしたブレザーだ。紺こん色いろのネクタイはなかなか似合っており、いづみは少しだけ「いいかも」と思った。


「似合うじゃない。さっきの娘も、文句言いながら制服見てにやけてたわよ」


「その、さっきの娘ってなんです？」


「あとで分かるから。ああ、学生証はポケットに入れといたわよ。あと携けい帯たい電でん話わもね」


「もう説明終わりですか!?　携帯電話って……」


「じゃねー」


　女性は「いやー、今日は働いたわ」と言いながら消えていった。


　周囲の風景が変わり、いづみは神社の境内に出現する。彼女は知らなかったが、そこはちひろのときとまったく同じ場所であった。


　いづみはしばらくぼんやりしていたが、急いで全身を確認する。制服が替わった以外は、なんの変化もなかった。


　ふと、ポケットを探る。あまり可愛かわいいとはいえない形をした携帯電話と、一枚のカードが出てきた。


　いづみはゆっくりと、カードの表を確認する。


　そこには自分の顔写真、名前と、「私立鈴木大学付属鈴木高校」の文字が書かれていた。





　　　その３




　学生証に書いてあった住所と、いつの間にかポケットに入れられていた地図を頼たよりに、ちひろは学校にたどり着いた。


　眼前には煉れん瓦が造りの立派な校門があった。青銅板には「私立鈴木大学付属鈴木高校」との文字が浮うき彫ぼりにされている。


　その向こうには、羽を広げた鶴つるのような形をした校舎が待っている。鈴木が二回も出てくるちょっと変わった名前の学校は、諸もろ手てを挙げて彼女を歓かん迎げいしているように見えなくもない。


　しかし彼女の胸中は、「なんだかよく分からない」という感情でいっぱいだった。


　登校しようと思ったらいきなりトラックにはねられて、あげく神様に遭そう遇ぐうして「友達を作らないと死ぬ」と言われたのである。高校生女子には激動すぎるオープニングだ。


（えーっと……とりあえず中に）


　ここで回れ右をして逃にげ出すのもありかもしれないが、そうするにはちひろは真ま面じ目めすぎた。というか、死にたくなかった。


　とりあえず校門から中に入った。校舎までの距きよ離りが割とあることを除けば、一いつ般ぱん的な学校と変わるところがない。


「きゃっ」


　とん、と軽い衝しよう撃げきがあり、ちひろは小さく悲鳴を上げた。


　前を歩いていた女の子にぶつかったのである。同じ制服を着ているから、この学校の生徒だ。


「ご、ごめんなさい」


　反射的に頭を下げる。後ろから当たったので、悪いのは自分だろう。相手の少女が、若干ゆっくり歩いていたようではあったが。


　その少女が振ふり返かえった。


　ショートボブの、背の低い娘だった。少々地味だが顔立ちははっきりしていて、美少女と言っても十分通用する。ただ、実用一点張りの眼鏡めがねが、残念といえば残念だった。


　ちひろは、もう一度謝った。


「ごめんなさい、痛かった？」


「……」


「あの……」


「……」


　少女は無言だったが、不意に口を開いた。


「支配者に、痛いという言葉は存在しません」


　一いつ瞬しゆん、ちひろの周囲で時が止まった。


　確かに空気が動かなくなる瞬しゆん間かんを感じたのだ。現実にはあり得ないと言われそうだが、体験したのだから仕方がない。


　ちひろは思わず、まじまじと眼前の少女を見つめた。支配者とか、なにを言ってるのだろうか。


　それが気に入らなかったのか、少女はあまり機き嫌げんがよさそうではなかった。
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「支配者を睨にらむとはいい度胸ですね」


「え、いや……そういうわけじゃ」


「世界を手に入れたら、一番最初の手下にしてあげます。というか、手下にしないと命に関わるので」


「はい？」


「聞き流してください」


　そう言い放つと、少女は前に向き直る。歩き去ろうとしていた。ちひろは反射的に呼び止めた。


「あ……待って」


「なんですか？」


「あの、えーと、その」


　つい呼んでしまったのだが、はてさてこの少女になんと言ったらいいだろう。正気ですかと訊くのは失礼だし、あたしも支配者になると、便乗するのはなにか違ちがう。


　慌あわてた末、先ほどまで考えていたことを口にした。


「あ、あたし、転校してきたばかりなんだけど」


「そうですか。私もです」


「よ、よかった」


　なにがよかったのか微び妙みようだが、同じ転校生という身分に、なんだかほっとさせられるものがあった。


「あのね。あたしいきなり連れてこられてなにも分かんないの。よければその」


　軽く息を吸った。


「これから友達に……」


　ちひろは自分でも「なんでこんな恥はずかしいことを」と後こう悔かいした。しかし友達を作らないと死んでしまうのだ。せめて最初の一人くらい。


　少女は笑わなかった。ただし承しよう諾だくもしない。


「……支配者は常に孤こ独どくなのです」


「へ？」


「孤独を愛してこそ、一人前の支配者です。必要なのは手下です。友人ではなく」


　なんだそりゃと思う間もなく、彼女は行ってしまった。


　もしかしたら悪印象でも与あたえてしまったのだろうか。あるいは人と話さない願でもかけているとか。そもそも支配者というのは、わりと仲間がいるものだと思うのだが。あと高笑い。


　そこまで考えてから、ちひろは頭を振った。いけないいけない、さすがに失礼だ。相手にも事情があるのだろう。


　気を取り直してから、校舎に向かう。件くだんの少女は下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえようとしていた。


「きゃっ！」


　少女がいきなり小さな悲鳴を上げて転てん倒とうする。靴の履き替えでミスをするとは、なかなか珍めずらしい。


　彼女はすぐに起きあがると、周囲を確認している。ちひろと目が合った。


「……う」


　瞬しゆん時じに顔を赤くし、走り去っていった。


　ちひろは茫ぼう然ぜんとしていた。恐らく少女は、転んだところを誰だれにも知られたくなかったのに、目もく撃げき者しやがいたので赤面したのだろう。すぐにいなくなったので、よほど恥ずかしかったと見える。


　それよりも。


「支配者って、本当に痛いって言わないんだ……」


　などと、ちひろは妙みような感心をしていた。





　　　その４




　教室。その名も二年ゐ組。


　ちひろは黒板の前で、緊きん張ちようして立っていた。


　校舎に入ってからすぐ、彼女は担任教師と会った。委細承知しているらしく、教師はなんら疑問に思わずクラスに連れてきた。そしてこうやって、生徒の前に姿を晒さらしているわけだ。


　クラスメートになる生徒たちは全員が着席している。それは当たり前。ただ彼女には、なにやら多少の違い和わ感がつきまとっていた。


　まずクラスがあり得ない。「ゐ組」と書いて「いぐみ」と発音する。これは読めないだろう。その昔、外国のミュージシャンが改名した際に記号を使って混乱を招いたそうだが、そんな感じ。


　クラスにいるのは全員が女子であった。男女共学と聞いてはいたが男子の姿がない。聞くところによると、共学ではあるのだが男子は別のクラスにいるとのこと。


　さらに自分の隣となりには、今朝ぶつかったあの少女が立っているのだった。


　どうもこの少女も同じクラスだったようだ。だが出会いがあまりよろしくない。もしかしたら「いきなり人に激げき突とつする女」として認識されてしまったかも。「まっすぐ進んだら止まれないミニ四よん駆くみたいな女」とか。


　ちひろはそっと横目でうかがった。少女の横顔は、今朝と同じように無表情であった。


　教きよう壇だんでは担任の女教師が、説明を続けていた。


「え、えっと……では、て、転校生の二人に、自己紹しよう介かいをしてもらいます」


　彼女ははかなげで優しそうであり、どぎつくならないように長ちよう髪はつを染めたよきお姉さんといった風情の教師なのだが、妙にたどたどしい。校舎の入り口で挨あい拶さつしたときもガチガチに緊張しており、ようやく「あ……東あずま京きよう子こです」と名乗っていた。これはあとで知ったのだが、担任になるのがはじめてであり、しかも気弱であるとのこと。


　京子はぎくしゃくした動きで教きよう卓たくから離はなれると、二人を指し示した。


「上野さんから、どっ、どうぞ」


　転校に慣れているちひろは特に緊張することもなく、教卓の前に立つ。


「転校生の上野ちひろです。東京に住むのははじめてなので、色々教えてください。よろしくお願いします」


　ぺこりと礼をする。こういうのは妙に受けを狙ねらわない方がいいのだ。変に「盛り上げ係」とか喋しやべり、すべったらえらいことだ。彼女は元の位置に戻もどる。


　クラスの反応は特にない。静かに聞いてくれていた。


　挨拶があっさり終わってしまったことを知り、京子が慌てた。


「こ、これだけなのね……えーとそれでは、あの……し、渋谷さん」


　例の少女が教卓の前に移動する。頭は下げない。


「渋谷いづみです」


　そういえばはじめて名前を聞いたなと、ちひろは思った。だがそんなことよりも、問題は次の台詞せりふだ。もしかして、言うのだろうか。


　いづみは一いつ拍ぱくおくと、続けて喋った。


「目標は世界征せい服ふくです」


　そして元の位置へ。


　ちひろは目を丸くした。同時に「うわー」と頭の中で悲鳴を上げた。


　なるほど、支配者と言い放ったのも道理である。世界を征服するのだから、頂点に立つ人物は支配者なのだろう。


　だいたい世界征服なんて単語は特とく撮さつ番組以外ではじめて聞いた。妹が変身ヒーローもののファンで、小さいころは一いつ緒しよになって観ていたのだ。それが高校生になって現実に耳にすることがあるとは。


　ひょっとしたら幻げん聴ちようではと思ったが、京子も一緒になって驚おどろいている。どうやら現実らしい。肝かん心じんのいづみはというと、どこか薄うすら笑わらいを浮うかべているようでもあった。


　クラスの生徒たちは黙だまって聞いていた。ちひろは「これはドン引きだ」と直感した。いくらなんでも世界征服を広言する女子生徒を受け入れるほど、懐ふところは広くあるまい。これで隣の少女の学校生活は決まった。


　しかし次の瞬間。


「なんかかっこいい！」


　元気そうな少女がそう発言した。続けて「いい感じね」「そう来なくっちゃ」「久しぶりに生きのいいのが来たね」と声が上がった。


　クラス中が歓かん迎げいしているのである。どれも楽しそうで、馬ば鹿かにしたものは一つもない。本気で喜んでいた。


　その反応に戸と惑まどいつつも、ちひろの脳の一部は冷静に回転していた。かっこいいってなんだ。「病院行け」が普ふ通つうの反応ではないのだろうか。もしかしたらこんなのが他にもいるのだろうか。


　ざわめきがクラス中に広がっている。どれもさきほどのいづみの台詞を好意的に受け取ったものだ。


「あの、静かに。静かにしなさーい」


　京子が注意するが、あまり効果がない。混乱状態はある意味都合がいいので、ちひろは彼女に近寄った。


「先生」


　びくっとする京子。


「な、なに……？」


「怯おびえないでください。これ、なんですか？」


「なにって……」


「世界征服とか喋った人間がいるのに、クラスの人が嬉うれしそうですよ？」


　京子はびくびくしながら返事をする。


「だって、そういうクラスだから……」


「は？」


「そういう人たちのクラスなの」


　京子の瞳ひとみは「でも、あなたは違ちがうわよね」と訴うつたえていた。


　ちひろの頭の中では「理解不能」と書かれた看板が点てん滅めつし、おまけにくるくる回っていた。世界征服を企たくらむ転校生に、はやし立てるクラスメート。そして自分。


　東京の高校はこういうところなのだろうか。クラスメートは皆みんな、悪い人ではなさそうなのだが少しずれている。青春がしたくて転校したのに、なにかちょっと違うような気がしてきた。


　その間に、京子がなんとかざわめきを沈しずめていた。


「え、そ、それでは……二人の席を……」


「あずせんせー、あたしの隣が空いてまーす」


　一人が手を上げる。「あず先生」というのが京子のあだ名なのだろう。続けざまに幾いく人にんかが挙手をした。


「私の前も」


「わたしのところもー」


　なんとか転校生を自分の近くにしようとしているのだ。これも普通とはやはり違う。


　何本も手が上がったので、京子は決められなかった。


「じ、じゃあ、そうね……適当に……」


　適当と言われたので、二人は思い思いに着席した。


　ちひろは椅い子すの冷たさを確認しつつ、何度か瞬まばたきをする。


　世界征服とうそぶく転校生に気弱な担任、そして今にも万歳しそうなクラスメート。しかも京子は「そういうクラス」と告げていた。


　どうしよう。ひょっとしたらあの女性にハメられたのでは。いやひょっとしなくても、とてつもない陰いん謀ぼうに巻き込まれたのでは。どんな陰謀だかまったく不明だが。


（な、なにこれ……）


　彼女はぐらつく精神の柱を、心の金庫にしまって鍵かぎをかけた。


（死にたくないのに……青春しに来たのに……友達を作りたいだけなのに……！）


　そう呟つぶやき、何度も何度も自分を叱しつ咤たする。


　くじけてはいけない。大人になったときに「暗黒の学校生活」と思うことのないように、精せい一いつ杯ぱい青春するのだ。たとえ変人揃ぞろいのクラスメートだとしても。なにより死なないために。


　同じく転校生のいづみは無表情のままだ。こうして二人の学生生活は、いささか変わったスタートとなった。





　　　その５




　ホームルームが終わり、次の授業に移るまでのつかの間の休きゆう憩けい時間。


（ふふふ。これで摑つかみはばっちりよ）


　いづみは心の中でそう呟いた。


　一見無口な少女に見える彼女だが、実は口数が多いのである。ただし心の中で。


　いづみは小さいころから「野望」「征服」などの単語が大好きであった。当初は広言していたものの、年ねん齢れいが上がるにつれて大人たちの目が厳しくなってきたので、独り言に変化していったのだ。おかげで「寡か黙もくで大人しい少女」と見られるようになっていたが、心の中は南米の革命家顔負けの野望が渦うず巻まいていたのである。


　そして高校生になり、引越によって以前からのしがらみを断ち切った彼女は、再び宣言することを決意したのであった。


（あの挨拶のおかげで、クラスの人間どもは一目置くようになったはずよ。分かる人間は分かるでしょうし、愚ぐ民みんだとしたらそもそも理解できないはずね。まあ……なんか嬉しそうだったけど）


　ありがちな話だが、きっと未来の女じよ帝ていを前に賞賛の心を隠かくしきれなかったのだろう。悲しい愚民共だ。


（世界征服の前にはまず学園支配。その前段階として、まずこのクラスの制圧……。なにより、手下が必要よ。そうしないと死んじゃうし）


　支配者のわりには、別要素によって強制されている気もするのだが、それはそれ。


　いづみは自分の席から、ゆっくりと周囲を見み渡わたす。どの生徒も薄ぼんやりとして、呑のん気きそうに（彼女からは）見えた。自分の野望がひとたび火を吹ふけば、風に吹かれるススキよりもたやすく、なびいてくるに違いない。


　隣に目をやる。座っているのは一緒に転校してきた上野ちひろという生徒だ。なんの因果か校門でぶつかり同じクラスになり、こうして隣の席となっている。おかげで名前を覚えてしまった。


（支配者に覚えられるとは幸運な女。学園を征服した暁あかつきには一番の手下に……）


　考えていたらちひろと目があった。相手は何度か目をしばたたかせてから、ぺこりと頭を下げる。それが自然な仕草だったのでいづみも反射的に礼をし、心の中で頭を抱かかえた。


（し、しまった……これでは私が軽く見られてしまう）


　失態を取とり戻すべく睨にらみつけた。が、ちひろはにこっとしている。


（この女……私の眼力への耐たい性せいが……）


「わっ！」


「きゃーっ！」


　いきなり大声を出され、いづみは椅子ごと跳とび上がった。驚いて振ふり返かえる。


　そこでは背の低い少女がけらけら笑っていた。


「怖こわがりだねー」


「し、支配者が無ぶ様ざまな姿を……」


「ん？」


「な、なんでもありません……」


　いづみは首を振る。未来の独裁者は、弱みを見せてはいけないのだ。


　彼女は気を取り直そうとした。


「えーと、あの」


「あたしは神かん田だマツリ。マツリでいいよ」


　確かいづみが自己紹しよう介かいをしたときに「かっこいい」と言った少女である。しみじみ観察すると、背は低いが仕草は大きく、どこまでもテンションを上げそうであった。
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「渋谷いづみです」


　つい丁てい寧ねい語ごを使ってしまう。さっきもそうだが、彼女は相手が名乗ったり礼をすると、反射的に返礼してしまう癖くせがあるのだ。


「いづみちゃんとちひろちゃんだね」


　マツリはちひろに「こっち来て」と呼び寄せた。そもそも近いため、ちひろは椅子の位置を少しだけずらした。


「ねえ、いづみちゃんとちひろちゃん」


　いきなりちゃんづけするのはどうなんだろうと、思わないでもない。いづみは慎しん重ちように訊きく。


「……なんでしょう」


「友達になろう！」


　彼女は虚きよを突つかれた。友人というのは、こういうことで増やすものだっただろうか。悪い手段ではないかもしれないが、転校初日に声をかけてくるものなのか。しかし、さっきも同じ目にあったような。


　ちひろも驚いていた。そこでいづみは思い出した。さっき彼女にも同じことを言われたのだ。


（へ、変な娘こたち……。この町独特のやり方なのかしら……いや、こういう単純な奴やつこそ、手て駒ごまに相応ふさわしいかも……）


　いづみはそう考えた。征せい服ふくのためにはこつこつと、地味ながらも確実な手段で影えい響きよう力を増していく必要がある。そのためには、交友を結ぶのも悪くはない。


　彼女は笑顔を作った。


「いいですよ」


「やった、友達！」


　マツリが両手を振り回す。まるで扇せん風ぷう機きのようであった。


「ちひろちゃんもね！」


「う、うん」


　小こ柄がらな少女のテンションに圧あつ倒とうされながら、ちひろはうなずいていた。


「なんでも訊いてなんでも訊いて。お昼休みとか放課後とか、学校を案内してあげるよ」


　ちひろが聞き返す。


「え、いいの？」


「もちろん！　学校のことだけじゃなくて、禁制品の持ち込みとか爆ばく発はつ物ぶつの調合とか二十一世紀を生いき抜ぬくサバイバル技術とか」


「……？」


「あとね、あとね。政府を転てん覆ぷくさせるために命知らずの傭よう兵へいを雇やとうコネクションとか、レット人狙そ撃げき兵へいに言うことを聞かせる方法とか」


　妙みようなことを言い出す。ちひろが戸と惑まどっていた。もちろんいづみも。この娘はなんの話をしているのだろうか。


　そのとき、会話を聞きつけた別の女子生徒がやってきた。


　わざわざ反対側から来たらしい。若干お姉さんっぽい雰ふん囲い気きのある生徒で、背が高く髪かみも長い。「困ったものだ」という表情をしていた。


　彼女はマツリの襟えり首くびをくいと引っ張った。


「マツリ、あんた転校生に迷めい惑わくかけんじゃないの」


「えー、かけてないよー」


　マツリが口を尖とがらせた。


「ショーコは心配しすぎだよー」


「あんたがいつも心配かけるようなことばかりするからでしょうが」


　やってきた少女は、それから自己紹介をした。彼女の名は鶯うぐいす谷だに唱しよう子こ。マツリはショーコと呼んでいた。


「ショーコはあたしの親友なんだよ」


　とマツリ。


「いつもあたしに文句ばかり言うけど」


「そりゃそうよ。わたしはあんたの医者みたいなものなんだから」


「主治医だよね」


「まーね」


　唱子が笑いもせずに言う。


「親友なのは確かだけど」


「これからはいづみちゃんとちひろちゃんも友達だよ」


　マツリが目を輝かがやかせて言った。


　対照的にいづみは目を白黒させていた。ゆっくり学校支配について計画を練ろうとしたら、いきなり友人が増えたのである。手駒を増やすという意味では順調なのだが、こんなことで大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。


　いづみは頭かぶりを振って、気を取り直す。マツリはちひろに話しかけていた。


「ちひろちゃんはこの学校でなにをするつもりなの？」


「えーと、学校生活を楽しみたいっていうか、友達増やして青春しようかって。じゃないと死ぬから」


「ほへ？」


「聞き流して」


「普ふ通つうだね。でも技能はあるんでしょ」


「……技能？」


「うん。特とく殊しゆ技能」


　ちひろが困こん惑わくしている。なんと答えたものやら、といった様相だ。


「……資格とか、ないけど」


「本当に普通なんだー」


　マツリはやけに感心していた。ちひろはやや不服そう。


「……そういうもんでしょ」


「ここじゃ珍めずらしいよ。ね」


　マツリが唱子を見る。唱子もうなずいていた。


　小柄な少女は、いづみに向き直った。


「いづみちゃんはどうしてこの学校に来たの？」


「それは……」


　これこそ待っていた質問だ。さっき「世界征服」と言ったが、どうやら浸しん透とうしていない模様。この少女も「かっこいい」と言っていたわりには呑気すぎる。あれは冗じよう談だんでもなんでもないのだ。もの覚えの悪い手駒にもう一度告げて、自覚させるのも悪いことではなかった。


「学校の支配者」


「シハイシャ？」


「鈴木高校で一番の権力者になろうと思ってるんです」


「あはは」


　マツリが笑った。冗談だと受け止めたのだろうか。だとしたら、きちんと分かるようにしなければ。


「真ま面じ目めに考えているんです。鈴木高校を支配下に置いて、世間的には中程度の学力を、関東地方でもトップの学校に鍛きたえ上げるつもりです。学力によって覇はを唱えるのが、他の支配者と違ちがってオリジナリティがあって……」


「へー、受験産業が聞いたら泣いて喜びそうな計画だね。真面目だ」


「真面目ですから」


「いいねいいね。このクラスにぴったり」


　そしてマツリは、両手を腰こしに当てた。


「じゃああたしが、野望の手助けをするよ」


「……え？」


　マツリの言葉に、いづみは耳を疑った。確かにこれでいいのだが、あまりにも素直な返答に驚おどろいたのである。


「はい、これ」


　元気少女が懐ふところからなにやら取り出した。ごとりと音がして、黒光りするものが机の上に置かれた。


　いづみは口をＯの字に開いた。


「あのっ、こっ、これは……!?」


「拳けん銃じゆうだよ」


　マツリが持っていたのは、オートマチック式の拳銃だったのだ。引き金を引くと弾たまが出るあれ。


　当初は偽にせ物ものだと思ったが、質感が実にリアルでおもちゃには見えない。


「もちろん本物。友達になった記念にあげる」


「えっ、いや、でも、えっ」


「でもパクられたら困るか。じゃああたしが預かっておくから、必要になったら言ってね」


「そ、そうじゃなくてですね！」


　ようやくいづみはまともな言葉を発することができた。隣となりのちひろは目を丸くしたまま。


「なんで拳銃があるんですか!?」


「だって伝説の傭兵だもん」


　マツリが胸を張る。


「こう見えたって、ＣＩＡとＦＳＢの特別秘密リストに名を残したんだから、やっぱり友達の野望も手伝わないとね」


「な、なんですかそれは」


　マツリはいづみの質問に答えない。ただ目を輝かせていた。


「どんな方法で支配するのがいい？　爆ばく弾だんテロ？　武装革命？　戦せん闘とうには自信があるから任せて」


「はい？」


「あー、でもねー。一度戦いはじめちゃうと、あたしも見境なくなっちゃうから、そこら中が血の海になるかも。いづみちゃんも腕うでの一本や二本、覚かく悟ごしてもらって……」


「はいはい、そこまで」


　唱子がマツリの口を塞ふさいだ。「むぐむぐ」とうめき声だけがする。


　いづみは混乱した。テンションこそ高いとはいえ、可愛らしい少女が戦闘だなんだと言い出したのである。しかも伝説の傭よう兵へいとか。もしかしたら妄もう想そうの世界に傾かたむいている人種なのだろうか。それにしてはあっけらかんとしている。


　困ってしまい、唱子の方を向く。マツリの親友は肩かたをすくめていた。


「この子、自分で言ってるとおり、伝説の元傭兵なのよねえ」


　きょとんとするいづみ。


「……は？」


「だから傭兵。小さいころからアフリカや南米で戦ってきたのよ。あんまり戦いすぎたもんだから、なんでも戦闘に結びつけるようになっちゃったのよね。シェルショックや戦せん闘とう恐きよう怖ふ症しようの逆なんだけど」


　いづみは言葉を失いかけた。傭兵とか戦闘とか、そんなアリステア・マクリーンの小説に出てきそうな単語を聞くなんて。


　恐おそる恐る聞き返す。


「すみません……それ、本当ですか？」


「どこが？」


「傭兵ってところです」


「本当だけど？」


　はっきりとした返答だった。だがいづみはますます混乱した。


「で、でも、鶯谷さんは神田さんと友達なんですよね!?」


「唱子でいいよ」


「唱子さんはなんで神田さんと？」


　ごく普通に、返事をした。


「だって主治医だから」


「……はい？」


「さっきこの娘こが言った通りよ。わたし、マツリの主治医。戦闘マニアを治すためにいるの」


「……本当に？」


「本当に」


　いづみは唱子を眺ながめ、それからマツリに目を移す。その動作を何度も繰くり返かえし、最後には首が痛くなった。


　どういうことなのだろうか。支配者として君臨するはずが、いきなり傭兵とお友達なのである。もしかしたら文字通り寝ね首くびを搔かかれるのか。そもそも目の前の会話は事実なのか。いや、支配者になるべくして生まれた自分がいるのだから、戦闘機械がいてもおかしくないような。


　マツリが唱子の手を振ふりほどいていた。そしていづみの手を握にぎった。


「武力支配をがんばろーね！」


「え、えと……」


「ようやく目標が一いつ緒しよの友達ができたよ」


　そして彼女は「じゃあ今度、アルジェリアでＡＫ－47に撃うたれたときの傷を見せてあげるね」と言って自分の席に戻もどっていった。


　いづみは頭がくらくらしていた。武力とか支配とか、いやそのこと自体は自分が望んでいるのだが、一体なんなのだろうか。


　隣のちひろが立ち上がった。彼女はそのまま、小走りに教室から出て行こうとしている。


　いづみはついていくことにした。ちひろがなにをしようとしているのか、だいたいの見当がついていた。





　　　その６




「先生！」


「ひゃっ！」


　ちひろの声に、京子はおよそ教師らしくない声を上げていた。びくびくしながら後ろを向こうとしている。


「な……なに……？」


「怯おびえないでください。訊ききたいことがあるんですけど」


　ちひろは言った。場所は教室から少し離はなれた廊ろう下か。職員室まで行って京子を捕つかまえようと考えていたのだが、わりと近くにいた。


「なんかうちのクラス、変な人ばかりいるんですけど？」


「そ、そうよ」


「なんでですか？」


「だって二年ゐ組は、そういうクラスなんだもの」


　このころになって、ようやくいづみが追いついてきた。二人で担当教師から話を聞くことになった。


「さっき、神田さん……マツリちゃんと鶯谷さんと話をしたんですけど、元傭兵と主治医だって言ってました」


「間ま違ちがってないの……」


「高校生なのに医者って」


「無む免めん許きよだから……。二のゐはね、経歴に難のある生徒を集めたとこなの」


　ただ話をしているだけなのに、京子の目の下にはどんどん隈くまが発生していった。


「元傭兵、無免許医、他にも密売人とか詐さ欺ぎ師しとかシリアルキラーとか色々。高校生なのに風変わりな人間ばかりなの。こういう人間って、まともな学校生活を送るのが難しいから、国がここに集めて、常識を教え込んで社会復帰させようとしてるのよ」


「それ……本当なんですか」


「噓うそだったらどんなに楽か……」


　京子が下腹部を押さえる。胃が痛いらしい。


　ちひろは目を回して倒たおれそうになった。死なないためにも友達を作り、精せい一いつ杯ぱい学校生活を満まん喫きつするはずだったのに、なんでこんなクラスに編入されたのか。ひょっとしたら初はつ詣もうでで賽さい銭せんをけちったのが、神様の間で問題視されたのかもしれない。青春というのが、かくもハードルが高いものだったとは。


　隣のいづみも、頭を抱かかえそうになっている。なんとか踏ふみとどまっているのは支配者としての面子メンツというより、そんなところまで気が回っていないのだろう。


「せ、世界征せい服ふくの一歩が……」


「みんな協力的だったでしょう……ああいうの大好きだから」


　京子が呟つぶやく。


　黙だまりこくったいづみと対照的に、ちひろは声を張り上げた。


「あ……あたし、そんな変な経歴なんてないですけど!?　なのにいきなりこんなクラスで……」


「事情があるの」


　京子が目を伏ふせた。


「実は先生ね、学校に来る途と中ちゆうで交通事故にあって」


「…………」


「…………」


　二人は無言になる。京子は気づかず続けていた。


「そうしたら神社の神様が出てきて、願いを叶かなえてくれるって言うの。だからつい、クラスの子たちを普ふ通つうにする生徒が欲しいってお願いをしちゃったのよ。ただ普通なだけじゃなくて、真ま面じ目めでさらに普通な子が。少しくらい個性があってもいいけど普通すぎるくらい普通で、独り言くらいは喋しやべってもいいけど普通で、なんだかんだで根は普通な子に来て欲しかったのよ」


「……ひょっとして、普通にできなければ死ぬとか言われませんでした？」


　ちひろの問いに、京子はうなずいた。


「よく知ってるわね」


「どこかで聞いた話ですから」


「……私は？」


　いづみが質問する。京子は返答した。


「やっぱり普通の生徒って頼たのんだの。世界征服くらいなら普通だし……」


「征服事業は普通じゃないです。都内で覇はを唱えるためにも、きちんと学力を高めて綿密かつ地道な努力が必要で……」


「あなた、根は普通でしょう……」


　残ざん酷こくともとれる言葉に、いづみは崩くずれそうになる足あし腰こしを、懸けん命めいに堪こらえていた。


　京子はちひろといづみの手を握る。


「このクラスのこと、お願いね」


「へ……？」


「は……？」


「この二年ゐ組が正常になるには、あなたたちの力が必要なのよ」


　真しん剣けんすぎる視線と訴うつたえだったが、二人は泡あわを吹ふきそうだった。まさに予想を上回る懇こん願がんであった。


　ちひろは青ざめて訴えた。


「でっ、でもこういうのって先生の役目で……！」


「私には手に負えないの」


「あたしだって……！」


「上野さん……神社で携けい帯たい電でん話わもらわなかった？」


「……もらいましたけど」


　女性から渡わたされた携帯電話を取り出す。


「そこに、数字が出てるはずよ」


　確認すると、通常は時計表示となっているところが、「普通カウント」となっていた。


「普通カウント……？」


「クラスの子たちが普通になると、普通カウントがプラス１されるの」


　いづみも携帯電話を取りだしていた。「きゃ」と悲鳴を上げているところをみると、同じ現象が起こっているのだろう。


　現在の表示は「普通カウント　０」となっていた。


「どんな仕組みなんですか」


「そこが神様の凄すごいところよ。その下にも表示があると思うけど」


　ちひろは確認する。やや小さいフォントで「変友カウント　０」になっていた。


「変友ってなんですか」


「変な友達よ」


「変って……」


「いわばそこがストックで、そこから普通の友達にするのね」


　ちひろは口の中で反はん芻すうしつつ言う。


「えーと、つまり」


「友達にして、普通にすればカウントがちゃんと増えるのよ」


「しなかったら……死ぬ、と」


「卒業までにね」


　京子はどんよりしている。ちひろも同様の気分だった。


「借金の連帯保証人より悲ひ惨さんですね……」


「年寄りみたいなことを言うのね」


「あたしの『ファイナルラグナロクアタックＩ型』にこんな機能が……」


　隣となりではいづみが、やはり携帯電話を見つめている。ちひろのものとまったく同じだった。


「……私の、普通カウントじゃないんですけど……手下カウントになってます」


「それでいいの。そこから普通の手下を増やして」


「は……」


「上野さん……友達を作るのよね」


　京子がすがりつくような目で見る。ちひろはついうなずいた。


「一応、死んでも死ななくてもそのつもりでした」


「それなの。あの娘こたちには普通に友達を作って普通に遊ぶっていうことが欠けているの。まともに高校生活を満喫させて欲しいのよ」


　京子は教え子二人に、深々と頭を下げた。


「お願いね。本当にお願い」


　疲ひ労ろう感満まん載さいの教師は、二人に向けて言った。


　どちらも、京子の言いたいことは理解できた。だけどその普通をおこなうにはずいぶんとハードルが高くないか。


　いやいや、とちひろは頭かぶりを振った。一番最初に誓ちかったのだ。友達を作ると。たとえ変人の集団でも高校生活を満喫するのだ。そして彼女たちを普通にする。なにしろやらないと死ぬ。


「わ、分かりました。頑がん張ばります」


「ありがとう……」


　京子の視線がいづみに動く。


「あの……」


「…………」


「……はい」


　寂さびしがりの子犬のような目に勝てる女子高生はそうそういない。たとえそれが教師であろうと。支配者たるいづみも屈くつした。


「まずはあなたたちが友達同士よ。多分カウントされてるわ」


「あたしたち普通ですもんね……」


　ちひろが呟く。


　京子は何度も頭を下げ、「お願いね」を連呼して去っていった。


　廊下に生徒が二人、取り残される。


　どちらからともなく身体からだが動く。二人の目があった。


「友達だね……これからよろしく」


　ちひろの力ない言葉に、いづみはただうなずくことしかできなかった。







　　　上野ちひろの普通カウント　１




　　　（＋１　渋谷いづみ）




　　　変友カウント　１




　　　（＋１　神田マツリ）









　　　渋谷いづみの手下カウント　１




　　　（＋１　上野ちひろ）




　　　変友カウント　１




　　　（＋１　神田マツリ）
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　　　その１




　昼休み。


　特とく徴ちようのあるクラスといえば聞こえはいいが、私立鈴すず木き大学付属鈴木高校二年ゐ組は「おかしな人の集まり」なんじゃなかろうかと、上うえ野のちひろは思っていた。「キ×ガイの集団」と呼んでもいいが、花も恥はじらう女子高生としては、ストレートすぎる言い方に抵てい抗こうがある。


　そもそも「ゐ組」というのがおかしい。当初は「ぬぐみ」かと思ったくらいだ。数字かアルファベットでいいと思うのだが、創設者の趣しゆ味みなのだろうか。


　ともあれこの学校で「友達を作ってきちんと学校生活を楽しむ」ことを目標に定めた身としては、どこかで妥だ協きようしなければならない。いや、青春せねばならぬ。なにしろ友達を作らないと死んでしまうのだ。


　そっと携帯電話をチェックする。普通カウントが神こう々ごうしく「１」と輝かがやいていた。


（これ、増やすんだ……）


　友達数をデジタル化するなんて、なんだか間ま違ちがっているような。


　とりあえず、ちひろはカバンから弁当を出した。中身はご飯にミートボール。ちなみに上野家では、彼女が弁当の用意をする。


　さて食べるかと思って、考えた。さすがに一人では寂さびしい。せっかくなのだから、親交を深めないと。なにせ友達を作って、普ふ通つうにしなければならないのだ。


　どんな人がいいだろう。殺し屋とかそんなキャラが立ちすぎている人よりは、もっとこう柔やわらかい人の方が。


「ちひろちゃん！」


「わ！」


　真後ろで叫さけばれ、ちひろは仰ぎよう天てんした。急いで振ふり返かえると、そこには神かん田だマツリがいた。


「ご飯食べよう、ご飯！」


　相変らず無む駄だに元気そうである。どちらかといえば無む邪じや気きで、当人が主張しているような傭よう兵へいとは思えない。


「マツリちゃん、機き嫌げんよさそうだね」


「うん、傭兵仲間がコンゴのタングステン鉱山奪だつ取しゆに成功したから！　鉱物メジャーに採さい掘くつ権売り渡せば、金持ちになれるよ！」


「…………」


　聞こえない聞こえない。でもなんとかして普通の友達関係にならないといけないのだ。


　とりあえず一いつ緒しよに食べることにして、あともっと、我がクラスの支配者（予定）にも声をかけよう。


「いづみちゃん、お昼食べない？」


　眼鏡めがねの少女は顔だけをこちらに向けた。


「食べますが」


「……そうじゃなくて、一緒にどう？」


「支配者たるもの、下のものとは気安く……」


「食べよう食べよう、いづみちゃんもお昼！」


　マツリが騒さわぐと、椅い子すごといづみを引っ張ってきた。こういうとき、空気の読めない強引さは便利である。


　ちひろは左後ろの女子生徒にも声をかけた。


「えーと、大おお崎さきさんも、よかったらどう？」


　言われた生徒は、しばらくしてうなずく。机を移動させてくっつけた。


　この女子生徒は大崎那な波なみという。腰こしまでありそうな長い髪かみの毛けが特徴。寡か黙もくであり、あまり表情も動かない。実はちひろはほとんど喋しやべったことがなく、「綺き麗れいな娘だなあ」くらいしか印象になかった。


　四人は弁当を広げる。那波はカレーピラフだった。ちひろは自宅から持ってきた小型のボトルを開け、お茶を注ぐ。自じ動どう販はん売ばい機きですませないあたりにこだわりがある。


　食事がはじまったが話題がない。那波は無言のままだ。ちひろはなにを話そうかと、脳を回転させた。


「そういえば、鶯うぐいす谷だにさんはどうしてるの？」


「ショーコなら、ちょっと遠くに行った」


　マツリが口をもぐもぐさせながら答えた。


「学校終わってないのに？」


「うん。無む免めん許きよ医いだから、時々警察に追われるの」


「…………」


「いつものことだから、すぐに帰ってくるよ。あと鶯谷さんじゃなくて、ショーコって呼んだ方が喜ぶよ」


「ふうん」


「ショーコは無免許だからね」


　無免許は関係あるのだろうか、とちひろは考えていた。


　この会話の最中も、那波は規則正しく食事を続けていた。きっかり二秒に一回、箸はしで食物を口に運んでいる。産業ロボット並みの正確さであった。


　ちひろの右みぎ隣どなりにはいづみが座っていた。時々視線が交こう錯さくする。特に逸そらしたりせず、十年来の親友のように振る舞まえるのは、共に「一度死んだ身」だからだろうか。


「いづみちゃん」


「なんですか市民」


「……市民？」


「私が支配者になる以上、あなた方は市民です。『はい支配者様』と返事をしてくれると、私が喜びます」


「それはちょっと」


「ではやはり手下で」


「……まあいいんだけど、あのね」


　ここでちひろは小声になった。


（どうしよう）


　いきなり声を潜ひそめたため、いづみは怪け訝げんな顔になったが返事はした。


（なにがですか）


（友達のことだってば。ほら、あたしたち友達作って普通にしないと死んじゃうじゃん）


　この台詞せりふにいづみもかすかにうなずいた。


（私もどうしようかと思っていたところです。死んでしまっては世界征せい服ふくもままなりません）


（友達ってそうやって作るものだったっけ）


（私の場合は手下ですが）


（どっちでもいいよ。手分けして作る？）


（それこそ変な話です。料理の買い出しではないのですから）


（だって死んじゃうじゃん。友達を作るのは賛成っていうか、元々そのつもりなんだけど）


（私もです）


　友人と手下の違ちがいはあるにせよ、この学校で青春の一ページである「友達と遊ぶ」ことを実行するつもりはあった。だが動機といいクラスメートといい、どうもずれている。


（とりあえず……）


　いづみはちらりと、視線を他に向けた。


（神田さんは上野さんの友達のようですが）


（えっ、マツリちゃんっていづみちゃんの友達じゃないの？）


（友達じゃないと言い張るのですか。ひどい人ですね）


（じゃなくて、傭兵で物ぶつ騒そうなことばかり言ってるから、いづみちゃんと仲いいのかなって）


（物騒だから私ってなんですか。手下にはもう少しマイルドな方が好みです）


（そっちのがひどいじゃん、マツリちゃんいい娘こだよ。多分）


（上野さんの方がよっぽどひどいです）


　小声で言い合う二人を、当のマツリはにこにこしながら眺ながめていた。


「転校生同士仲いいねー」


「マツリちゃんの話をしてたのよ」


　ちひろは言った。


「マツリちゃんはいい娘だし、友達なのかなって」


「へ？　もう友達じゃん」


　きょとんとするマツリ。ちひろは慌あわてて言った。


「あたしも友達だと思ってるけど、ほら、友達にもいろいろあって、たとえるなら水族館と動物園と博物館とつぶれかけの缶かん詰づめ工場じゃ、見物するにも全然違うっていうか」


「なに言ってるのか分かんない」


　まったくだ。ちひろはそっと携けい帯たい電でん話わを確認するが、カウント数に変化はなかった。つまり友達は友達でも、「普通ではない」ということだ。


　どうしよう、とちひろは思った。とりあえずこうやって一緒に食事をしているのだが、どうやって「普通」にすればいいのか見当もつかない。


「……マツリちゃん、傭兵やってたんだよね」


「うん。今でもたまに」


「その、傭兵を辞めようなんて思ったことは」


「えー？　そんなことしたら、死んじゃうよ。呼吸を止めろって言うのと同じだもん」


　けらけら笑っている。ちひろといづみは同時に「死ぬのか……」と考えていた。死なれてはさすがに困る。まともに矯きよう正せいする手段はあるのだろうか。


　ちひろはいづみと目を合わせて慰なぐさめ合いながら、ふと思いつく。


「マツリちゃん。確かいづみちゃんと一緒に武力支配を頑がん張ばるんだよね」


「うん」


「支配が完かん了りようしたら傭兵を辞めるっていうのは」


「あー、それならありかも。戦う相手がいなくちゃねー」


「いづみちゃんが、マツリちゃんを心おきなく引退させたいから、早く世界征服したいって言ってた」


「おお」


「えっ、ちょっ……」


　隣となりのいづみがひっくり返りそうなくらい驚おどろいている。ちひろは視線をそらす。


　マツリは目を輝かせていた。


「いいねいいね、じゃあ世界征服の相談しよう！　ウクライナ出身者で固めた傭兵グループに伝つ手てがあるよ！」


「いや、私、もっと柔らかい手段が……」


「ショーコも帰ってくるから、さっそく相談だ！」


　マツリは立ち上がると、いづみの腕うでを摑つかんで引きずっていく。眼鏡めがねの少女は恨うらみがましい目でちひろを見ていた。


　マツリといづみの姿は廊ろう下かへと消えていく。ちひろは心の中で手を合わせる。すまぬ友よ。人間には向き不向きがある。バイオレンス系を矯正するのはあたしの手に余るのだ。


（よし、これで……）


　あたしはゆっくり別の友人をと考えて、気がついた。


　残っているのは自分と、自動車組み立て工場のロボットみたいに動いている少女だけだったのである。


「……あのー、大崎さん」


「……なに？」


「先ほどから同じ姿勢で同じように食べていらっしゃいますが」


「気にしないで欲しい……」


「あたしとこれから、楽しい昼のひとときを過ごそうという発想は」


「…………」


　那波はなにも言わず、飲み物を口にしている。


（こ、こっちの方が難易度高いかも……）


　ちひろは質量を持った沈ちん黙もくが、頭の上にのしかかるのを感じて思わずうなだれていた。





　　　その２




（う……話題がない）


　ちひろは頭を悩なやませていた。那波のことは近くに座っている綺麗なクラスメートという印象しかない。そもそも自分が転校して間がない上に、相手はやたらと口が重そうな少女なのである。


　那波はまだ食事を終えていなかった。食べるのが遅おそいというより、弁当の量が多いのである。細い身体からだのどこに消えているのか、謎なぞもいいとこだ。


　もっとも、ちひろもまだ食べ終わっていなかった。会話ばかりしていたせいもある。


　必死に話題を探す。


「あの、大崎さん」


「…………」


　返答はないが、なんとかして話に食いつかせ、友達にならねばならぬ。


「えーとえーと、その、ファッションのこと……というよりは衆議院選挙における一票の格差について……じゃなくて、ギリシャの財政危機についてじゃなくて、フェルマーの大定理とモーデル予想じゃなくて、少子化がもたらす学校経営の問題についてじゃなく……そうだ、学校！」


　ようやく彼女はとっかかりを見つけた。


「う、うちって鈴木高校っていうよね」


「…………」


　沈黙がやってきたが、相づちと同義だろうと思うようにした。


「確か校長の名前も鈴木なんだよね。転校するとき読んだパンフに書いてあったよ」


　那波は聞いているのかいないのか、よく分からない。しくじったかとちひろは考えたが、続けるしかない。


「大学も鈴木って学長みたい」


「…………」


「初代の校長も鈴木なのかな」


「…………」


「鈴木ばっかりだ」


「…………」


　そこで会話は止まった。


　ちひろの背中から汗あせが噴ふき出す。これは失敗だったのだろうか。クラスメートとの仲が遠ざかったっぽい。これは下手すると、いきなり携帯電話が爆ばく発はつして死ぬのだろうか。


　ふと見ると、那波の動きが止まっていた。視線がちひろの弁当箱に注がれている。


「えーと、なに？」


「それ……」


　ようやく喋しやべってくれたと思いつつ、さっそく返事。


「ミートボールのこと？」


　那波がうなずく。


「……作ったの？」


「そうだよ」


　ちひろはご飯を口に運びつつ答える。


「売ってる冷れい凍とうのものって楽だけど、あまり好きじゃないから。前の日に下ごしらえだけしておくの」


「…………」


　那波の視線はミートボールから動かない。全身も微び動どうだにせず、瞬まばたきをしているかどうかすら分からなかった。


　ちひろは箸はしでミートボールを差した。


「食べる？」


「……いや」


　那波は首を振ふる。やはり機械みたいな動きだった。


　それからまた、彼女は自分の弁当を食べはじめた。もうミートボールには目もくれない。


「……上野さんは」


　わ、話してくれたと思ったが、さすがに失礼なので口には出さない。


「なに？」


「上野さんは、友達が欲しい……？」


　那波の瞳が、真っ正面からちひろを捉とらえる。たいそう綺き麗れいな娘なので、彼女はわけもなくどぎまぎした。


「う、うん。やっぱり転校したばかりだし、それに理由もあって」


「どんな、友達……？」


「いや別に友達に好みがあるわけじゃないんだけど、普ふ通つうにしないといけないっていうか」


「なら……いい方法が……」


「？」


「彼を、作る……」


　機械みたいな少女から意外な言葉が出てきたので、ちひろはきょとんとした。そして意味を理解し、顔を赤らめた。


「え、いや、彼っていうのはちょっと。欲しくないんじゃなくて、ここって女子クラスじゃない。だからあんまり意識できない……」


　那波は首を傾かたむけた。


「いらない……？」


「どっちかというと今は友達が」


「彼の方が早い……」


「別に早くなくてもいいんだけど」


　眼前の少女が首を振る。


「その方が上野さんのためになる……友達が必要なはずだから……」


「え？　……大崎さん、なに知ってるの？」


　那波は答えない。動きが止まり、ちひろの弁当箱をじっと見つめだした。と、その時。


「話が終わった！」


　神田マツリが二人の横に来ており、両手を天に突つき出だして自己主張をしていた。


「わっ」


　ちひろはたじろいだ。マツリのテンションは予想を上回る。あしらい方ははたして身につくのだろうか。


「ちひろちゃん遊ぼう！」


「まだ食べてるんだけど」


「早く食べて。五秒で」


「無茶言わないでよ。気になる話が」


「なに？　ご飯より重要なの？」


「友達の話なんだって」


「友達って言えばね、さっきいづみちゃんと話していたらウクライナ人とは言葉が通じないから雇やとうのはやめるんだって。だったらコロンビア人のマフィア上がりなら『殺せ』って命令すれば全部やるって勧すすめたんだけどなんか嫌いやみたいで」


「当たり前でしょう」


　いくらいづみが世界征せい服ふくを企たくらんでいるとはいえ、刺し激げきが強すぎる。こっちは普通の人間なのだ。


　ちひろはマツリにコップを差し出した。マツリは喜んで受け取って、中身を飲み干した。


「ぷは。ちひろちゃん手製のお茶はおいしいね」


「静しず岡おかのお茶農家に感謝しないとね。で、遊ぶの？」


「うん。サラエボのスナイパー合戦かトルコ軍情報部の尋じん問もんごっこ」


「なにそれ」


「中央アフリカのダイヤモンド盗とう掘くつごっこでもいいよ」


「さっぱり分からないんだけど」


　さすが自じ称しよう傭よう兵へい。ちひろにはその真しん偽ぎも分からなければ、言ってることの意味も不明だ。こういう話に付き合っていたのかと、彼女はいづみに同情した。


「じゃあ高校生っぽくカラオケ」


「昼休みで時間なんかないわよ」


「ショーコはやるって言ってた」


「巻き込むのは止やめなさいよ」


　鶯谷唱しよう子こはマツリの暴走を止める役だ。ほぼ間ま違ちがいなく言ってないはずだとちひろは思っていた。


　マツリは手足をばたばたさせる。


「遊ぼう遊ぼう。なんでもいいから」


「こっちはこっちで忙いそがしいんだって」


　気になることがまだあるのだ。那波が漏もらした台詞せりふとか。ちひろは目の前のクラスメートに向かって言った。


「大崎さん、さっきのことだけど……」


　しかし那波は、また動きを止めていた。ちひろの弁当箱をじっくりと見つめている。「那波さん電池が切れた」とマツリが余計なことを言っていた。


　しばらくすると、


「……そうか」


　那波が呟つぶやく。ちひろが恐おそる恐るうかがう。


「なに？」


「鈴木さんだから鈴木高校……なるほど」


「……今気づいたの!?」


　仰ぎよう天てんするちひろ。何な故ぜかマツリも「那波さんが喋った！」と一いつ緒しよになって驚おどろく。


「大学も鈴木だから鈴木大学……興味深い」


「気づくまでが長いんだけど!?」


「世間には……加か藤とう大学や田た中なか大学もありそう……」


「そこまで知らないから！」


「自分の通っている学校の秘密を知った……持つべきものは友人……」


「そんな大層なもんじゃないと思うけど。ま、友人って言ってくれたのは嬉うれしいけど」


　ちひろは疲ひ労ろう感を覚え、はあっと息を吐はいた。肝かん心じんなことは聞きそびれる上に、精神力を使い果たしてしまった。


　少しだけ残っている弁当箱を那波のもとへ動かす。


「……ミートボール、食べる？」


「もらう」


　那波は一つだけ残ったミートボールを摘つまむと、満足げに口に運んだ。





　　　その３




　ようやくちひろは食べ終わった。元々「早食い」と呼ばれていて、家でも一番先に食事を終わらせる。これは上野家での食事の後片付けを、彼女がおこなっているせいでもある。


　今日の昼食が遅おそいのは、クラスメートとの親しん睦ぼくを深めるためと、なんといってもマツリや那波に付き合っていたせいである。


　那波は物静かだが、マツリは違ちがう。台詞もいちいち過激だった。


「遊ぼう！　コルィマの金鉱掘ほり囚しゆう人じんごっこをしよう！　あたし看守の役！」


　意味は不明だが、穏おだやかな遊びでないことだけは分かる。マツリは小さい身体からだで両手をぶんぶん振り回していた。


「北海運河開かい削さくごっこでもいい。早く掘ほれば掘るほど刑けい期きが短縮されるの」


　ちひろはやんわりと拒きよ絶ぜつした。


「理解できないネタじゃなくて、もっとましな遊びがいい」


「やっぱりサラエボのスナイパー合戦？」


「カラオケはどうしたの」


「ちひろちゃん教室でカラオケするの？」


　マツリが驚いた表情を作る。


「迷めい惑わくなんじゃない？」


「あんたが言ったんでしょ！」


　マツリは「わー、ちひろちゃんが怒おこった」と言うと、笑いながら走り去っていった。


「まったく……」


　ようやく静かになる。椅い子すに座り直しながらも、唱子はよくマツリとつきあっているなと感心していた。主治医はタフでなければならないのだろうか。とんだハードボイルドだ。


　正面の那波も昼食を終えていた。目を離はなしたときとポーズがまったく一緒なのがすごい。油でも切れたのだろうか。


　彼女はゆっくりとお茶を飲みはじめた。これはちひろが注いだ茶である。


「大崎さん、もっと飲む？」


「いただく」


　ちひろは小さいコップに注いだ。


「さっきの話なんだけど」


「？」


　那波の頭上に疑ぎ問もん符ふが浮うかんだ。


「ほら、あたしのこと知っているようなこと言ったじゃない」


「ああ……」


「理由があるの？」


「……別に」


　那波はいったん言葉を切る。


「さすがに会ったばかりの上野さんのことを知ってはいない。実は上野さんが徒歩で通学できることも、本当は川西高校に転校するつもりだったことも、神社に行ったことも知らない」


「知ってるじゃん！　……神社のことも？」


　那波は本当に口をつぐんだ。しょうがないのでちひろは話題を変えた。


「このクラスってさ、変わった人が多いね」


「……上野さんはまとも」


「ありがと。でもこんなに個性的だと、もっと変な格好とかした方がいいのかって思っちゃうよ」


　彼女は苦笑いをした。担任からは「普ふ通つうにしていて。友達を作って」と言われたものの、マツリのような熱風をあてられると、アイデンティティが揺ゆらいでしまう。


「そのままでいいと思う」


　那波が呟いた。


「それが十分、個性……」


「でもあたし、こんなことで友達ができるのかなあ」


　ちひろ自身は何気ない台詞のつもりだったが、那波がふと悲しそうな表情をした。


「私は友達ではない……？」


「い、いや、そんなことないよ！」


　ちひろは慌あわてて言い続けた。


「大崎さんは綺き麗れいだし、一緒にご飯を食べてくれて凄すごく嬉しかったんだから」


「名字でさんづけなのが……」


「じゃ、じゃあ那波さん。さんづけなのは許して」


　同学年なのだが、どうもこういう落ち着いた雰ふん囲い気きの女性には「さん」と言いたくなってしまうのだ。それくらい那波はゆったりしていて、冷静沈ちん着ちやくな雰囲気を持っていた。


　那波はくすりと笑い、「ありがとう」と言った。ほっとするちひろ。


「那波さんは普通の人で助かるの。マツリちゃんなんか元傭よう兵へいだって言うんだもん」


「マツリの人生も、あれはあれで興味深いから……」


「那波さんはなにかしている？」


　ちひろはもちろん冗じよう談だんのつもりで訊きいた。長い黒くろ髪かみの女子生徒は、ゆっくり首を振ふる。


「私は……普通」


「だよねえ」


「小説を書くくらい」


「へえ。頭よさそうな趣しゆ味みだね」


　那波はまた首を振った。


「趣味というより……ちゃんと原げん稿こう料りようをもらっている」


「うわ、プロだ。すごい」


　ちひろは素直に感心した。


「ねえねえ、どんなの書いているの」


「ポルノ」


　あまりにあっさり言われたため、那波の台詞の内容を、ちひろはなかなか理解できなかった。


「……えーと」


「ごめん……。エロと言い直す」


「そういうことじゃなくて！」


　ここでようやくちひろは絶ぜつ叫きようした。


「な、なんでそんなことを……！」


「そんなこととは失礼。エロによって、日々のたつきを得ている……」


　彼女は自分のカバンから、文庫本を取り出した。本屋のカバーがかけられており、適当な箇か所しよでページを開き、朗読をはじめる。


「……彼女は男性に身を委ゆだねた。男性の指は緊きん張ちようで震ふるえる太ももを這はい、ゆっくりと付け根に移動する。しとどに濡ぬれる××に触ふれると、『あんっ』と小さな悲鳴が……」


「ちょっとー！」


　ちひろは泡あわを食って遮さえぎった。周囲に聞こえたかと慌てたが、クラスメートはこちらに注目していなかった。神経が太いのか、日常茶飯事だからなのか。


「ややややめてよ。そんなやらしい……」


「興奮してくれると、とても嬉しい……」


「困るよ！」


　那波は常に真顔だ。冗談に見えないあたりが恐ろしかった。


「那波さん、あたしと同い年だよね!?」


「十六歳……」


「エッチな本を書いていいの？」


「年ねん齢れいは明かしていない……ネットではいつの間にか十九歳大学生になっている……」


　彼女は「実に不思議なことだ」と付け加えていた。


　ちひろは机にうずくまりたくなった。


「不思議ったって……」


「ひとつお願いが」


　ちひろの疑問を横に追いやる形で、那波が言う。


「上野さんを小説に登場させたい……」


「は!?　エッチな小説に!?」


「小説だけじゃなくて、マンガやゲームにも……。知人の名前を使いたいから」


「どうして!?」


「興奮するから」


　やはり真顔で言われてしまった。反論を許さないというより、「もう決めたから」と言いたげであった。


　ちひろはなんとか気を取り直す。


「でもね、あたしはエッチなことを経験するってのがあれで」


「…………」


「そんなこと想像でしか」


「…………」


　無言がまた、不気味である。どんな抵てい抗こうも無む駄だだという気になってくる。


「……分かったわよ」


　那波が少し笑う。ちひろはじろっと睨にらみながら、付け加えた。


「でも、一つ条件をつけさせて」


「？」


「あたしのことをちひろって呼んでよ。ずっと上野さんじゃん」


「いや……」


「呼んでくれなきゃ断る」


　那波はしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて口を開いた。


「……ちひろ」


「よしよし」


「ちひろを小説に登場させる」


「……いやそれはやっぱり」


　那波はなにも返事をしなかった。ただおそらく変へん更こうが利かないことくらいは、ちひろにも理解できた。





　　　その４




「ちひろちゃん、中東で強ごう奪だつした化学兵器の現物を持ってきたから、ぜひみんなで見……はうっ」


　そろそろ帰ろうかという放課後。ちひろに物ぶつ騒そうな誘さそいをかけてきたマツリは、突とつ然ぜん前につんのめった。


「はーい。あまり法に触れることは止やめましょうねー」


　意識を失ったマツリの身体からだを、鶯谷唱子が引きずっていく。手には注射器を持っていた。


　唱子はマツリの友人で、自じ称しよう主治医である。これまた自称元傭兵であるマツリの治ち療りようをおこなっているとのこと。今日は欠席のはずだったが、いつの間にか来ていたらしい。


　静かになり、ちひろはほっとする。平へい穏おん無事な時間帯を欲ほつしていたとこであった。


　もう少し教室にいるかと思って左後ろを向く。


「那波さん……あ」


　声をかけようとして、思いとどまった。別のクラスメートと会話していたのだ。


　那波はちひろを見上げている。「用件は？」という顔をしていた。ちひろは手を振る。


「ごめん。たいした用じゃないの。話し中なら別に」


「……いや、そんなことない」


「邪じや魔ましちゃ悪いから」


「いい」


　那波は空いている椅い子すを引っ張ってきた。


　座って欲しいとの合図らしいので、ちひろは着席した。左斜ななめ前に那波、正面には小こ柄がらで色白の少女がいた。


「那波さん、えーとその、できればあたしをエッチな小説に登場させるのは……」


「…………」


「いっそ那波さんが、エッチな小説ではなく普通の小説を書くというのは」


「…………」


　やはり無理かとちひろは思った。他者の趣味を変えさせるのは尋じん常じようなことではない。そっと携けい帯たい電でん話わを確認したところ、普通カウントは増えていなかった。やはり那波も普通ではないらしい。


　ちひろは話題を変えた。


「なに話していたの？　恋こいバナ？」


「……そういうわけでも」


　那波はそれだけ答える。元より口数の多いタイプではない。まいったなとちひろは思って、視線を別方向に向けた。


　そこにいるのは、やはりクラスメートの代よ々よ木ぎ珠たま果か。これまで会話したことはない。


　目があった瞬しゆん間かん、珠果はびくっとして身をすくめた。


　驚おどろいたのはちひろであった。なにかした覚えはないのに、眼前の少女が怯おびえたのである。


「え、えと、あたしなにかした？」
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「……」


「珠果」


　那波が静かに声を発する。


「ちひろは……優しい。良くして……くれる」


　珠果はほっとしたようになって、顔も明るくなった。ちひろは目をぱちくり。


「あたしの話をしてたとか」


　那波はうなずく。


「珠果が、ちひろと……友達になりたいって……」


「なんだ。すぐに言ってくれればいいのに」


　ちひろはにこりとした。


「いいよ、代々木さん。あたしも友達たくさん欲しかったんだ。ちひろって呼んで。あたしも珠果ちゃんって呼ぶから」


「……ありがとう、ちひろさん」


　珠果がはじめて喋しやべる。まるで鈴すずが鳴ったような、透とう明めい感のある声だった。


　ちひろはぞくっとした。珠果は小さくて愛らしい。高校生よりずっと下の年に感じられる。そして美少女と呼んでさしつかえない。童話の中から現われたような存在だった。


　彼女はつい口に出した。


「珠果ちゃん、可愛かわいいね」


　照れたように下を向く珠果。


「こんな娘こがうちのクラスにいたなんて知らなかった」


「珠果は……私以外の人と、あまり話をしない……から」


　那波が説明する。なにやら保護者みたいであった。


「へー。でもこれからはあたしといっぱい話ができるね」


「そう言ってくれると、珠果も、喜ぶ……」


「こんな可愛い子と友達になれるって、嬉うれしいよ」


「珠果は……いいところが、たくさんあるから」


　と那波。


「勉強はできるし、頭もいい……」


「やー、天才の美少女って憧あこがれるなー」


「美少女……？」


　那波が疑問を言葉に含ませていた。ちひろは「そうじゃん」と言う。


「ちっちゃくて可愛いしさ。女の子から見ても美少女……」


「男だけど」


　一いつ瞬しゆん、時間が止まった気がした。


　ちひろは笑顔を貼はりつかせたまま、首を回して那波に向き直る。


「……へ？」


「珠果は男……」


　淡たん々たんと語っていた。


　ちひろは珠果に視線を向ける。若干下向きの表情は、どう見ても女のそれだ。制服の似合いっぷりといい声の質といい、男のものとは思えない。


「ええー!?　ここ女子クラスじゃなかったの!?」


「女子が多いだけで、違ちがう……」


「男子は別クラスじゃん！」


「そういう規則はない……」


「だからって男の子がいていいってことは……！」


　もう一度珠果を眺ながめた。上うわ目め遣づかいでちひろを見ていた。


　またくらっとする。ただ者ではない可愛らしさだ。ちひろは、なんとか気持ちを踏ふん張ばった。


「女の子にしか見えないんですけど!?」


「性差別はよくない」


「これはあれ？　今はやりの男の娘こってやつ!?」


　首を振ふる那波。


「単に男なだけ」


「だって女子用の制服じゃない！」


「女がデニムをはくなら、男がスカートをはいても、おかしくはない……」


「そりゃそうだけど……た、体育の着き替がえはどうするの!?」


「ここで」


　とんとんと、那波は机を叩たたいた。


「じゃああたしも、ひょっとして下着姿とか見られるの!?」


「誰だれも気にしたことないから……」


「気にしてよー！」


　とんでもない美少女だと思った人間が、まさか男だったとは。よく洋画で美しい男の子が出てくるが、あれの比ではなかった。どこから見ても女なのである。


　ふと珠果を見る。彼女（？）は瞳ひとみを潤うるませていた。


「わたしのこと、嫌きらい……？」


　ぐっと息を詰つまらせるちひろ。


「そ、そんなことは……」


「わたし、ちひろさんのこと好き……」


「あ、あたしも、珠果ちゃんのこと、好き……だから」


　抗こうしがたい魅み力りよくに、ついちひろは口にしてしまう。


　珠果は天使のような笑みを浮うかべた。那波に言う。


「よかった」


「でしょう。だから上野さんは……いい人」


　那波は珠果の頭を撫なでる。ちひろは、まるで赤子をあやす慈じ母ぼのような光景に、思わず見とれつつも、己の常識というものを疑わざるを得なかった。





　　　その５




　ちひろの長くもない人生においてすら、衝しよう撃げきを感じたことは数回ある。目の前で大型トラックが横転して積まれていた牛乳が全部流れ出したとか、逃にげ出した牛が道路を逆走したとか、水道管が破は裂れつしてマンホールの蓋ふたが屋根を越こえたとか、色々。


　中でも、女よりも可愛い男の子と友達になったというのは、一、二を争う出来事であった。


　ちひろはしみじみと珠果のことを眺めていた。可愛い。実に可愛い。女と思えないほどの可愛さだ。事実女ではないのだからとんでもない。


　珠果はその視線に、首を傾かしげていた。


「どうしたの？」


「いや……えーと、あのね、珠果ちゃん」


　ちひろは顔を赤くしながら喋った。


「どうして女の子の格好をしているの？」


　いきなり珠果が目を潤ませた。


「いけないの……？」


「いや、いけなくないよ！」


　悲しそうな瞳の前には、実際にいけないかどうかなどは、なんの意味も持たない。


「でも珠果ちゃんが女子の制服を着たがる理由が知りたいかなって」


「おかしいかな」


「お……おかしく……ない」


　ちひろは珠果の雰ふん囲い気きに呑のまれ、つい肯こう定ていしてしまった。なにせ美少女（？）で声も美しいものだから、全て正しく思えてしまうのだ。


　しかも珠果を見ていると、「細かいことはどうでもいいや」という気にもなる。性別を細かいことだと思わせる美しさがあった。


「この学校の制服に憧れていたの」


　にこりとしながら珠果は言った。


「ずっと着たかったから」


「……そうなんだ」


　ちひろは、鈴木高校の女子の制服は極きよく端たんに可愛くはないと思っているが、確かに珠果が着ると似合っていた。


　というより、これまた異様なまでに可愛く見える。ティーン雑誌の表紙を飾かざれば売上げが増えそうだ。珠果が着ることで、「可愛らしいオーラ」が発せられていた。この制服はひょっとして、有名ブランドかデザイナーの手によるものではあるまいか。


「というより、珠果が着るとなんでも可愛くなる……」


　呟つぶやいたのは那波である。


「ムシロを身体からだに巻き付けたって、きっと似合う」


「なんか、珠果ちゃんが全部可愛くしてるみたいだね」


　半分冗じよう談だんのつもりでちひろは言ったのだが、那波は真顔でうなずいていた。


「そう」


「へ？」


「珠果はなんでも可愛くすることができる。そういうオーラを持ってるから……」


　ちひろは目を丸くした。


「えーと、そういうのってひょっとしたら超ちよう能のう力りよく？」


　那波は今度は否定した。


「違う。多分珠果の、持って生まれた特とく徴ちよう……」


　それってやっぱり超能力なんじゃないかなあとちひろは考えた。なにもかも可愛くなるなんて、便利なのか便利ではないのか。


「なんでも可愛くなるって、本当になんでも？」


「うん……」


　ちひろは自分のカバンをごそごそやり出した。ちびた消しゴムを取り出す。


「珠果ちゃん、これ持って」


　性別違いの美少女は受け取った。不意に満ちる輝かがやきに、ちひろはまぶしげに目を覆おおった。


「うっ……か、可愛い。捨てようと思っていたコクヨの消しゴムが、ＮＨＫ教育に出ている美少女タレントばりの愛らしさに！」


　次に渡わたしたのはインクの切れたボールペン。これもやはり、柔やわらかなオーラを発した。


「まるで酒さか瓶びんに貼られたアニメ風イラストみたいなキュートさに！」


「ちひろは……変なところで片寄っている……」


　呆あきれたように呟く那波を尻しり目めに、ちひろは様々なものを珠果に渡していった。


　コンパス。鉛えん筆ぴつのキャップ。シャーペンの芯しん。誤って真っ二つにしたプリント。点鼻薬の蓋。携けい帯たい電でん話わの液えき晶しように貼るフィルムシートの台紙。捨て損なったままの使い切ったリップクリーム等々。


　どれも珠果が手にすると、神こう々ごうしいというかファンシーなオーラをまとってしまうのだった。


「ふわ……」


　ちひろは、珠果の手の中にある、溶とけて変な形で固まったチョコレートを見ながら、感かん嘆たんの声を漏もらしていた。


「可愛いなあ。溶けたチョコだけど」


「前に珠果がガードレールに抱だきついたら、それも可愛くなった」


　淡々と述べる那波。


「二のゐって色んな人がいるけど、珠果ちゃんだけは特別だわ……」


　とちひろが言うと、また珠果は瞳を潤ませた。


「ちひろさん、嫌いにならないで」


「ならないよ！　だからあたしは可愛いのが好きで……」


「それ、わたしが可愛いってこと？」


「うん。そう言ってるじゃん」


「可愛いの？」


「可愛いよ」


「嬉うれしい」


　珠果はとろけるような笑みを浮かべた。


「誰よりも、ちひろさんに言われるのが嬉しい」


　彼女（？）は、すっとちひろの腕うでに、自分の腕を絡からめた。


　そのさりげない仕草と愛らしさに、ちひろの頭は熱を持ったようになっていく。


（あー……男の人に触さわられたのって、ひょっとしたらこれがはじめてかなあ……）


　ふと考える。ひょっとしたらこれは、珠果のはかりごとではないだろうか。自分の力を自覚して、可愛い自分を売り込んでいるのでは。そうして心の中でハーレム完成と喜んでいるのでは。だいたい女ばかりの教室に男がいることがおかしくないか。


　じっと珠果を見る。人形のような顔立ちだ。ふと浮かんだ疑問など、瞬しゆん時じに溶け去ってしまう。


（……ま、いいか）


　やはりこの可愛らしさには勝てないと、ちひろはぼんやり思った。





　　　その６




「話が落ち着いたところで……」


　なにが落ち着いたのか不明だが、とにかく那波はそう言った。


「さきほどのお願いが」


「さっきってなんだっけ」


　ちひろが聞き返す。珠果の衝撃のせいですっかり忘れていた。


「私の小説に……登場……」


「あーあれね……って、エッチな小説じゃん！」


　那波はこくりとうなずく。ちひろはまた慌あわてる。


「あ、あたしがそんな小説に出るって……そんな……経験もないのに」


「大だい丈じよう夫ぶ……経験は関係ないから」


　私もない、と那波は呟くと、ノートにシャープペンシルで、さらさらと名前を書き出した。


「ちひろ×珠果」と記されている。ちひろには意味が分からない。


「これ、どういう……」


　那波は無表情に解説をした。


「ちひろと珠果が……エッチなことをする……」


「ひい！」


　思わず悲鳴を上げるちひろ。


「な、なんであたしがそんな……！」


「エンタメとはそういうもの……。きっと盛り上がる……」


「だって女同士……あ、男と女か。でもやっぱり！」


　世紀の美少女（ただし男）の珠果と、どんなことをするのだろう。経験のないちひろには未知の世界だ。小説上とはいえ、どのような淫いん靡びな空間に送り込まれるのやら。


　くいくいと袖そでが引っ張られる。珠果であった。


「嫌いや？」


「嫌……っていうか、あのね珠果ちゃん」


　ちひろは深呼吸をした。もっぱら自分が落ち着くため。


「エッチなこと書かれちゃうんだよ？　なんていうか、那波さんの毒どく牙がにかかるっていうか」


「ちひろさんとならいいけど」


　珠果は顔を赤くしてうつむいた。思わずたじろぐくらい可愛い。童話から出てきた少女だって、こうはいかないだろう。


　抱だきしめたくなり、かろうじてちひろは自重した。


「あ、あたしは……」


「駄だ目めなの？」


「駄目……じゃない……ええと……女同士は……そうか男女だった……でもねあのね」


　動どう揺ようするちひろ。返答に窮きゆうした。珠果は子こ猫ねこのような瞳ひとみでじっと見つめている。


「えー……」


　その様子を観察していた那波が、無表情にうなずく。


「承しよう諾だくということで」


「ちょっと！」


「前に書いてもいいって言った……」


「クラスメートと一いつ緒しよなんて聞いてないわよ！」


「今聞いたはず……」


　那波はノートに素早くペンを動かす。「ちひろ」「珠果」と項こう目もくを書き、その下に色々書き連ねていた。


「珠果はエッチなことに興きよう味み津しん々しんで、ちひろはいつも欲よつ求きゆう不ふ満まんを抱かかえている設定……」


「なんで!?　あたし欲求不満なんかじゃない！」


　慌てて口を押さえる。つい叫さけんでしまった。


「凄すごくエッチが好きみたいじゃん……！」


「嫌きらいな人はいない……」


「そういうことじゃなくて」


　また那波がペンを走らせる。


「不満なら、珠果が全身から触しよく手しゆを出して、ちひろに襲おそいかかることにしてもいい……」


「ちょっと！」


　黒くろ髪かみ少女は首を傾かたむけた。


「触手は嫌い……？」


「そういう問題じゃなくてね」


　焦あせりまくるちひろに、珠果が言った。


「ちひろさんのためなら、触手出してもいい」


「え、珠果ちゃん触手あるの!?」


「ない。けど、出す。鶯谷さんの実家が病院なの。裏で改造治ち療りようを受け持っているから、そこで触手を」


「わー！」


　ちひろは両手をばたばたさせた。


「しなくていい。しなくていいから！」


　するとまた、珠果が瞳を潤うるませる。


「……わたしのこと嫌いなの？」


「嫌いじゃないよ。だけど触手はちょっと。タコもイカも生なまは苦手だし。そのままの方が」


「じゃあそのままでいる」


「うん……」


　珠果は涙なみだを引っ込ませた。ひょっとしたらこれは作戦なのではとちひろは思うが、可愛かわいらしさの前には疑問も無力だ。


　そして隣となりでは、那波がせっせとペンを走らせる。


「ちひろと珠果はそのままの姿で登場、と……」


「それなんかやらしい」


「やらしい小説だから。生まれたままの姿……」


「……止めても無む駄だなんだよね」


「出版したら、見本をちひろに送る……」


　ちひろは絶望感に襲われた。両親に見られたらどんな顔をされるのだろうか。家族会議が開かれて、小こ遣づかいが減らされるかもしれない。郵便物と宅配便は、全て自分がチェックしなければ。


　珠果の表情は明るい。やはりちひろの側そばにいることが嬉しいようだ。


（……ひょっとして）


　こっそり携帯電話の「ファイナルラグナロクアタックＩ型」を確認。やはり友達カウントは増えていない。


（……ということは、珠果ちゃんはちゃんと男の格好にしないと駄目ってことかあ）


　それに那波のことも、ポルノを書かせないようにしないといけないのかもしれない。しかし、そんなこと可能なのだろうか。


　悩なやむちひろのことを珠果は微笑ほほえみながら見上げていた。







　　　上野ちひろの普ふ通つうカウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　３




　　　（＋１　代々木珠果）


　　　（＋１　大崎那波）









　　　渋谷いづみの手下カウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　１




　　　（なし）
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　　　その１




　渋しぶ谷やいづみは世界の支配者になると決心している。そのために必要なのは一に資金、二に手下である。


　しかしこのクラスでは、手下のことを友達というらしい。しかも増やして普通に戻もどさないと、死ぬらしい。


（し、支配者が脅きよう迫はくされるとは……）


　いきなり計画がつまずきそうだが、支配者たるものこれくらいで挫ざ折せつしてはいけない。仮面ライダーのショッカーだってタイムボカンシリーズの三悪だって、どれだけ倒たおされても立ち上がったからこそ名を残したのだ。


（私はやるのよ……手下を増やして覇はを唱えてやるの！）


　となるとやはり手下が重要なわけだが、これがまた厄やつ介かいである。


（元傭よう兵へいとか……本当かな）


　友達になろうと言ってきた神かん田だマツリは、自じ称しよう元傭兵である。実際に銃じゆうを片手に野山を駆かけ回っていたのだろうか。ただのハイテンション娘むすめにしか見えない。


（銃とか使う人でなんか怖こわ……いやいや、怖がってないで操らないと）


　しかし、だ。


「いづみちゃん！　行こう行こう、計画練ろう！」


　彼女はマツリに引っ張られた。頭の中で独り言を繰くり返かえし、世界を制しようという計画は初しよっぱなから崩くずれつつあった。


　いづみは弁当箱と箸はしを持ったまま引きずられていた。その向こうでちひろがすまなそうに見つめている。おのれ、世界を掌しよう中ちゆうに収めた暁あかつきには、清せい掃そう係としてこき使ってやる。


　廊ろう下かまで連れて行かれ、ようやく解放された。


　マツリが楽しそうに言う。


「ねえねえ、いづみちゃんは学校を征せい服ふくするんだよね」


　無む邪じや気きな顔で訊きいてくる。


「ええ」


「さっそくやろう」


「……どうやってやるんですか」


「あれ、いづみちゃん考えてないの？」


「一応考えてあります。まず私がみんなに勉強を教えることによって学力の底上げを図り、校内での発言力を増すことによって校長に取り入り……」


「もっと手っ取り早くいこうよ」


「はい？」


　きょとんとしていづみは聞き返した。マツリは相変わらずの笑顔だ。


「武力だよ武力。校内を血の海にしよう！」


「え。それは……」


「武力革命！　あたし南米での軍事クーデターにも参加したことがあるから、任せて！」


「それですか……」


　いづみはぼやいた。マツリはすぐ血なまぐさい方に傾くのである。最初に話をしたときもそうだったが、物事が派手になるようになるように動こうとする。校内を戦場にするとはただごとではないが、当人は砂場で遊ぶくらいにしか思っていないに違ちがいない。


「でも武力って、そもそも武器がないですよ」


「そんなときにこの人！」


　マツリはいきなり教室に入ると、女子生徒を二人引っ張ってきた。


　連れられてきたうちの一人は、どこかおっとりとした雰ふん囲い気きのある生徒であった。タレ目でふわふわしていて、年中頭の上に花が舞まっているような印象がある。育ちは良さそう。


　そしてもう一人は、驚おどろいたことにメイド服であった。眼鏡めがねをかけているが、視線が定まらなくてどうも危なっかしい。


　マツリは何な故ぜか胸を張った。


「こっちのお嬢じよう様さまが駒こま込ごめ佐さ苗なえさんで、メイド姿が五ご反たん田だこず恵えちゃんでーす。あたしたちの武力支配に協力してくれることになりました」


「駒込です。よろしくお願いします」


　タレ目のお嬢様が頭を下げる。いづみは「ご親切にどうも」と礼をした。


「自己紹しよう介かいのときに渋谷さんのお姿を拝見しましたが、立ったまま食事をなさるとは変わった方ですのね」


「……放っておいてください」


　いづみは弁当箱のご飯を口に入れる。


　佐苗は可愛らしいメモ帳を取り出して喋しやべり出した。


「ええと、武力による学校支配と聞きましたが、つまりは校内を制圧するだけの武器でよろしいでしょうか」


「うん」


　マツリがうなずく。


「でしたら、ＡＫ－47自動小しよう銃じゆう三十丁に弾だん丸がん一万五千発。Ｃ４爆ばく薬やくが二十キロにＲＰＧ－７が十本、五六式分隊機き関かん銃じゆうが五丁でいかがでしょう」


　いづみは目をぱちくりさせる。あきらかに自分とマツリに向かって話しかけているこの女子生徒は、一体なにを言っているのだろうか。


　マツリは少し考える仕草。


「んー、ちょっと火力が強すぎないかなあ。学校制圧でいいんだよ？」


「ですが、警察が装そう甲こう車両を繰り出してくることを想定すると、車両破は壊かいも視野に入れませんと。これくらい割引しますから」


　佐苗が電でん卓たくを叩たたいて、マツリに見せる。


「お、いいねいいね」


「ではさっそく。こず恵さん？」


「は、はいっ」


　メイド服の少女が携けい帯たい電でん話わを取り出してどこかにかけていた。しばらく茫ぼう然ぜんとしていたいづみは、恐おそる恐るマツリに訊く。


「な……なんですかこれ」


「ん？　佐苗さんのこと？　この人ねえ、武器のブローカーなんだよ。死の商人」


　佐苗は「そんな大層なものではありません」と微笑んでいる。いづみはそれどころではない。


「ほほほほほ本当なんですか!?」


「もちろん。こず恵ちゃんは佐苗さんのメイドで、どじっ娘こメイドなんだけど、十二か国語喋れるから交こう渉しよう担当で……」


　不意に、こず恵が携帯電話から顔を上げた。


「はうう……。お、お嬢様……セルビアの密売人が自動小銃を値上げするって言ってますう……」


「まあ、ダニグリッチさんね。以前の値に戻さないと、クロアチアの秘密警察に居場所を通報するって言っちゃいなさい。アドリア海はいつまでも暖かくありませんよって」


「はい」


　会話の内容に、いづみは泡あわを食った。


「ええええ、本気なんですか!?」


「駒込商会に噓うそはございませんわ」


「でもそんな……！」


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。どーんといこう」


　マツリははっはと笑っている。


「いずれ、いづみちゃんを独裁者にしてあげるよ」


「わわわわわ私……！」


「まずこの学校を……」


　不意にマツリは話を止める。かくんと首をうつむかせた。


　倒れそうになる。そこを背後にいた女子生徒が受け止めた。


「ごめんねー」


　鶯うぐいす谷だに唱しよう子こであった。手には注射器を持っている。いないとのことだったが、いつのまにか登校していたようだ。


「しばらく眠ねむらせておくから。この娘、いづみちゃんとちひろちゃんが気に入ったみたい。主治医も楽じゃないわね」


「は、はあ」


「起きたらこのことは忘れてると思うから」


　唱子は佐苗たちにも言った。
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「というわけで、武器の件はキャンセル」


「あら。もう注文してしまいましたわ」


　にこやかに佐苗が返事をする。隣となりのこず恵も首しゆ肯こうしていた。


　唱子は「ありゃま」という表情をしていた。


「ま、いいか。どこかでマツリが使うと思うから保管しておいて」


「かしこまりました」


　佐苗とこず恵は一礼して去っていく。どきどきしながら、いづみは質問した。


「あの……どこかで使うって、ひょっとしたら……」


「あー、いづみの名前で勝手に使うかもねー」


「ええええっ！　そそそそんな……！」


「大丈夫大丈夫。たかが武器だから」


「武器じゃないですか……！」


　唱子は「問題ないわよ」と去っていく。いづみはへなへなと崩れ落ちそうになるのを、懸けん命めいにこらえていた。





　　　その２




　某ぼう日じつ。鈴すず木き高校二年ゐ組。


「いえーい、いづみちゃん！」


「はい……うわきゃー！」


　どんがらがっしゃん。いづみは座っていた椅い子すと共に転てん倒とうした。机もひっくり返っており、ちょっとした惨さん事じである。こんなことになった理由は、神田マツリが教室に入るや否や、ダイビングしてきたから。


　いづみはマツリの身体からだの下でうめいていた。


「なにするんですかー！」


　マツリは全身をばたばたさせていた。


「いづみちゃん聞いて聞いて。ついにロシアのマフィアから小型核かく兵へい器きを奪だつ取しゆすることに成功したよ！」


「……はい？」


「これをそのままロシアに買かい戻もどさせれば、当分困らないだけのお金が入るの。今はベルギー人の傭よう兵へいと一いつ緒しよにラトヴィアの倉庫に保管……きゅう」


　得意げに喋り続けていた口が、いきなり閉じられた。マツリは目を回し、いつの間にか後方に忍しのび寄よっていた鶯谷唱子によって連れ去られていく。


「ごめんねー、迷めい惑わくかけて」


「い、いえ」


　たじろぎながらいづみは答える。唱子はマツリをいずこかへ連れ去っていった。噂うわさによると、特とく殊しゆな治ち療りようによって戦争癖へきを直している最中らしい。


　はあ、といづみはため息をついた。せっかく世界征せい服ふくの第一歩として鈴木高校を選んだのに、こんな濃こいクラスメートがいては、征服事業がいつになるか分からない。このままでは普ふ通つうの高校生として二年間過ごすことになってしまう。


　それよりなにより、クラスメートを普通にしなければ死んでしまうのだ。なんとも重い条件を課せられたものだ。というかこんな試練、征服者にふさわしいのだろうか。


　どうするべきかと哲てつ学がく的な思考に浸ひたるいづみ。と、その身体が引き上げられた。


「あれ……？」


「邪じや魔ま」


　振ふり返かえると、長身の女子生徒がいづみを引き上げていた。髪かみは短く、目元が涼すずやかで年上にも見える美女だ。男装させたらさぞかし似合うことだろう。


　たまたま、暴れるマツリととばっちりを受けたいづみに遭そう遇ぐうしたと見える。名前は確か、目め白じろ弓ゆみ夜や。


「いつまでも寝ねてないで」


「ごめんなさい。でもマツリさんが」


「神田のことは知ってるし見てた。だからって寝てる理由にはならない。それに神田はああいう娘こなんだから、自分で気をつけるようにしないと、怪け我がをする」


「はい……」


　まったくの正論に、いづみはうなだれるしかない。


　弓夜はいづみをきちんと立たせると、スカートの埃ほこりを払はらってくれた。きつそうな口調とは裏腹に、手つきはとても優しかった。


　彼女は「怪我をしないように」と告げると、自分の席に戻っていった。その隙すきのない仕草に、いづみは思わず見とれる。


「ふわ……」


「あらあら、弓夜さんは相変らず格好いいですわ」


「きゃっ」


　いづみの隣には佐苗がいた。彼女もまた、いつの間にか接近している。どうもこのクラスには忍び歩きを得意にしている女子が多い。


「いつもクールできりっとしていて、一年の女子に人気があるのもうなずけますわね」


「そうなんですか？」


「はい。宝たから塚づかに行けばよかったのにという娘も多いです」


　いづみは感心すると同時に納得した。とにかくスタイルがよくて大人びているから、人気があるのも当然だろう。


「でも正体は、裏世界で暗あん躍やくする殺し屋なのですが」


「……本当ですか？」


　佐苗は返事をしなかった。代わりに訊きく。


「ところでいづみさん、黒猫を見ませんでしたか？」


「は？　猫？　見てませんけど」


「セルビアの武器商人が、取引のお礼に送ってくれたのです。ありがたいのですが、ひょっとしたら盗とう聴ちよう器きでも仕し掛かけられているのではないかと不安で」


「はあ」


「あと、いづみさんが注文した武器が、倉庫に眠りそうです。早く引き取ってくれないと、わたくしとしてもアフリカあたりに転売せざるをえなく……」


「聞こえません聞こえません」


　佐苗は裏で武器取引をしているブローカーである。敵も多いのだろう。とはいえ、いづみとしてはそんな生なま臭ぐさい話ばかり聞かされていてはたまらない。耳を塞ふさいで話題を終わらせた。





　この日、いづみはゴミの当番であった。大学だと業者がやってくれるものだが、高校では自分たちで片付けることが義務となっている。


（なんで支配者がゴミなんか……いえ、こういうところをきちんとしないと、下のものはついてこないわ）


　ゴミ箱の中身を所定の場所に空ける。紙くずが多いとはいえ、空からになると軽くなって安心だ。


「……あれ？」


　いづみは首を伸のばした。草むらでごそごそ動く人ひと影かげが見えたのだ。


　恐おそる恐る近づいてみると、その人影はしゃがみ込んで、草むらの奥に手を伸ばしている。


「ほらほら、こっちおいでー。怖こわくないからねー」


　聞き覚えのある声だ。ハスキーで透すき通とおった声こわ音ね。その人物は四つんばいになって草むらに頭を突つっ込こむ。


「怖くないよー。お姉ちゃんのところにこようね……よし、ほーら」


　両手に黒い猫を抱かかえながら出てくる。恐らく佐苗の話にあった猫だろう。子猫であり、取引の礼にはあまり見えない。


　猫を草むらから救い出した人物は、自らの顔をこすりつけていた。


「んー、すべすべして可愛かわいいねー。猫ちゃんは迷まい子ごなんでしゅかー？　お姉ちゃんの子になっちゃいましゅかー？」


　いづみはたじろいだ。とてつもなく甘い声だったからだ。口調も赤ちゃん言葉もいいところだ。顔も目め尻じりが垂れていて崩くずれており、いつもの様子とは似ても似つかない。


　思わず呟つぶやいた。


「目白さん……」


　弓夜が猫を抱だいたまま、ぱっと振り返った。しばらくきょとんとする。


「……見た？」


　うなずくいづみ。弓夜は瞬しゆん時じに表情を変化させると、黒猫を抱いたまま詰つめ寄ってくる。


「見たのね」


「は……はい」


　いづみはたじろいだ。美女が目尻を吊つり上げているのはセクシーだが、迫力に圧倒された。


「そう……残念ね」


　弓夜は子猫を抱いたまま、懐ふところからなにかを取り出そうとする。


　いづみは驚おどろいた。そういえば、佐苗が彼女の本職についてなにか語っていた。確か物ぶつ騒そうなこと。


「待ってください。なにをする気ですか!?」


「イメージが大事なのよ。いつも冷静沈ちん着ちやくをモットーにしている私が、キャラに反するところを見られてしまっては」


「誰だれにも言いませんから」


「本当に？」


「……ええと」


　弓夜はまた懐から取り出そうとする。いづみは慌あわてて手を振った。


「言いません。言いませんってば」


「信用できないわ。不確定要素の芽は摘つまないと」


「だから言いませんって」


　いづみは必死になった。学園の支配者がなんでこんなことをと思わないでもないが、命がかかっているので大変だ。


　彼女の言葉というよりは、壊こわれた扇せん風ぷう機きのような身み振ぶり手振りを見て、弓夜は懐から手を離はなし、子猫を抱えなおした。


「分かった」


「分かってもらえましたか」


「うん。友達になろう」


「……は？」


　頭頂に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるいづみ。しかし弓夜は真しん剣けんであった。


「いつ私のことを他に喋しやべるか分かったものじゃない。だったら友人になっていつも側そばにいた方がいい」


「それ、友達じゃなくて監かん視しじゃ……」


「友達」


　断言されると反論に窮きゆうする。


「あのー……拒きよ否ひする権利は」


　弓夜は無言で懐に手を入れる。いづみは反射的に答える。


「なんでもないです。私たちは友達です」


　ぎくしゃくしながら返答した。弓夜は満足げにうなずき、子猫は甲かん高だかい声でにゃあと鳴いた。





　　　その３




　そして翌日。登校途と中ちゆう。


　いづみは両手両足を交こう互ごに規則正しく前後させて歩いていた。ロボットじゃあるまいし、こんな歩行をする必要もないのだが、緊きん張ちようからかそのようになってしまう。時々、同じく登校する生徒たちが、ちらちらとこちらを見ては笑っていた。動きがおかしいのだろう。


　笑った人間どもよ、支配者になった暁あかつきにはヒエラルキーの一番下に落としてやるぞ、といづみは思った。死ぬまで詰め込み教育をさせ、泣こうが喚わめこうがゆとり教育には戻もどしてやらないのだ。夏休みなんて三日しかあげない。いづみ帝てい国こくは厳しいのである。


　それはそれとして、歩みを止めるわけにはいかなかった。機械的な歩行が改まる気配もない。それにはちゃんと理由があった。


「あの」


「なに」


「どうして私の真後ろにいるんですか」


「友達だから」


「友達なら横に来るとか」


「それじゃあ不ふ審しんな動きが察知できない」


「やっぱり監視じゃないですか」


「友達」


　ハスキーな声だけが背後から届いている。相手は弓夜であった。


　姿は見えない。今朝自宅を出たときは誰もいなかったのに、いつの間にか背後を取られていたのだ。「どうして自宅が分かったんですか」との問いには「調べた」と返答された。もしかしたら、ずっと近所に潜ひそんでいたのだろうか。ほとんどストーカーである。


　忍び寄るものstalkerの本来的な意味からすれば、弓夜がしていることは、まさにストーカーだ。そうなると、いづみは獲え物ものということになる。


「目白さん」


「弓夜にして。名字にさんづけは友達らしくない」


「弓夜さん。ひょっとしてずっとこのままでいるんですか？」


　うなずいたのが、空気の動きで分かった。


「もちろん。私たちは友達だから」


　背中に奇き妙みような汗あせが流れる関係は友達と言えるのだろうか。


　周囲の生徒たちがまたこっちを見ている。どちらかというと、いづみよりは弓夜に注目しているようだ。弓夜は背が高くて美人で、宝塚の男役みたいだから当然だろう。してみると、さっき笑っていたというのも気のせいかもしれない。冷静になってみると、投げかけられる視線には嫉しつ視しみたいな感情まで込められていた。


「なんかみんなに見られてます」


「気にしないで。危害は加えてこない」


「そりゃそうでしょうけど」


「殺し屋をやっていると、これくらいなら平へい穏おんな部類」


「今、殺し屋って言いませんでした？」


「言ってない」


　本人が言うのだから言ってないのだろうと、いづみは思い込むことにした。


　校門をくぐり、教室に入る。その間もずっと、弓夜は背後にいた。


「いづみちゃん、おっはよー！」


　さっそく声をかけてきたのはマツリである。彼女はいつも明るいというか、無む駄だにテンションが高い。


「およ、弓夜さんと一いつ緒しよ？」


「ええまあ」


「友達だから」


　背後の弓夜が答える。マツリは感心していた。


「おー、弓夜さんと友達かー。いづみちゃんすごいねー、学校中の女子が悔くやしがるよ」


　いづみはぼそりと呟く。


「友達よりは、監視なんですけど」


「ん？　なに？」


「なんでもないです」


　いづみは首を振ふった。マツリは気にせず喋り続けていた。


「そういえばね、いづみちゃんが注文した武器、有効活用させてもらってるよ」


「武器ってなんですか」


「佐苗さんに注文したじゃん。あれで傭よう兵へい隊を編制することにした。これで南米のマフィア相手にも負けないよ」


「はあ……」


「感謝の気持を込めて、名前を渋谷いづみ隊ってことにしたから。マフィアを拷ごう問もんするときも、『渋谷いづみの名を忘れるな』って言い聞かせるから」


「なんですそれ……」


　そんなことをして、復ふく讐しゆうに燃えた組織が、ヒットマンを日本まで派は遣けんしたらどうするのだろう。渋谷いづみを探して徘はい徊かいするに違ちがいない。


　マツリは「有名人だね」などと言っている。各国の公安にマークされそうな有名人であった。


　弓夜はどことなく感心していた。


「ああ、それで仲ちゆう介かい屋から仕事の依い頼らいが来たのね」


「え……？」


「日本の女子高生を一人、葬ほうむって欲しいって言われたわ」


　いづみは「ひい」と悲鳴を上げた。


「まままままさか、私を」


「誰かは訊かなかったわよ。それに、友人を手にかけたりしないから。友人の間はね」


　胸むねを撫なで下おろすいづみ。余計なことは訊かないようにする。


「でもなんで武器の注文をしたの？」


　いづみは「してないです」と言おうとしたが、マツリが口を出した。


「いづみちゃんのね、世界征せい服ふく事業に必要だから」


「ああ」


「違います！　勝手に……」


　彼女は必死に否定しようとしたが、二人は耳を貸そうとしなかった。


「武力革命は必要だものねえ。まず学校から征服ってことかしら」


「うん。警察に火力で負けられないからさ」


「いい案ね。さすがいづみだわ」


「私の案じゃないです……」


　弱々しく反論しても、当然のように二人は聞いていなかった。


　ここではじめて、弓夜がいづみの正面に回った。


「私も協力しましょうか？」


「……はい？」


「公安や、それこそマフィアのヒットマンからいづみを守ってあげるわよ。世界征服の指導者には、優ゆう秀しゆうな護衛がつきもの」


「いやそんな極きよく端たんな」


「友人として当然でしょう」


「……監視じゃなくて？」


「ヒットマンの襲しゆう撃げきを利用して、いづみを葬ろうなんて考えてないから」


　それが狙ねらいかと思ういづみ。マツリは「いいね、いいね」と喜んでいる。


「また一歩、いづみちゃんの世界征服が接近してきた」


「全力で遠ざかっているような……」


「よーし、三人で世界征服の作戦会議だ」


　いづみはマツリによって、強引に着席させられた。横には弓夜。なんか尋じん問もんされているみたいだなあと、いづみはぼんやり考えていた。





　　　その４




「やっぱり武器だね！」


「きゃっ！」


　突とつ然ぜん耳元で叫さけばれて、いづみは飛び上がった。相手は言うまでもなくマツリである。


　今は彼女とマツリ、弓夜の三人で会議の最中である。といっても、マツリとしては拉ら致ちされて言うことを聞かされているようにしか思えてならない。


　いづみは腰こしが抜ぬけそうになるのを、懸けん命めいに堪こらえていた。


「い、いちいち叫ばないでくれませんか」


「こうしないと、いづみちゃんに印象づけられないから」


　マツリは笑う。ひょっとしたら、彼女は彼女で寂さみしがりなのかもしれないと、いづみは思った。気のせいかもしれないが。


「それにショーコの薬ってダウナー系だから、テンション自分で上げないと落ち込んじゃうんだよね」


「また打たれたんですか」


「うん。でも効くときと効かないときがあるから。非合法品を密輸してるから、混ぜものがあるんじゃない」


　マツリは笑っている。ただでさえ素人しろうとに注射をさせているのに、その上混ぜものとは、怖こわくないのだろうかといづみは思った。


　もちろんマツリはけろっとしている。


「でさ、武器も密輸してもらったしさ、これから革命だよね！」


「革命ですか……」


「女の夢って武力クーデターじゃない？」


「聞いたことないです……」


　いづみは十七年しか女をやっていないが、武力クーデターを夢見たことは一度もなかった。


　マツリはどこか不満そうだ。


「えー、でも世界征服が目標なんでしょう？」


「ええ。ですから武器よりは、全員の学力が上がるような参考書がいいんですけど」


「つまんないよ、みんな倒たおそう！」


「人が死ぬより勉強です」


　いづみはそう言い切った。


　彼女が勉強にこだわるのは、そもそも性格が真ま面じ目めということもあるが、クラスメートを普通にしないと死ぬとの事情もあった。武器でドンパチやられるより、机に向かっていた方が一いつ般ぱん的には普通である。


「勉強というと」


　弓夜が口を開く。


「やはり遠えん距きよ離り狙そ撃げきやナイフで心臓をえぐる方法の習得？」


「なんですかそれ」


「暗殺の勉強でしょう」


「違います。方程式の習得や英単語の暗記です」


「それは暗殺に役立つの？」


「受験に必要なんです！」


　いづみの口調は強かったが、弓夜は眉まゆを顰ひそめた。


「弾だん道どう計算に数学は確かに必要だけど、私たちは暗殺者であって砲ほう兵へいじゃないわ」


「私たちって、私も含ふくめないでもらえますか」


「友達でしょう」


　真顔で言う弓夜。いづみはたじろぐ。


「私的には手下なんですが……」


「それでもいいわよ。だからまずイメージトレーニングね」


「勉強する前に、深呼吸して姿勢を整えたりするあれですか」


「違う。肝かん心じんなときに臆おくさないように血を見ておくのよ。たとえば」


　弓夜は小ぶりのナイフを取り出した。さらに袖そでをまくる。


　そしておもむろに、刃はを手首に滑すべらせた。


「きゃああああ！」


　いづみが叫ぶ。弓夜の手首からは真っ赤な血が流れ出していた。


「血が血が、血が出てる！」


「人を撃うったらこんなもんじゃすまないわよ。動転しないように慣れておくことが必要だわ」


「絆ばん創そう膏こう！　包帯！　縫ぬい針ばり！」


「慌あわてないで。こういうことはよくあるから」


　あはははとマツリが笑う。彼女も弓夜と同様、取り乱していなかった。


「弓夜さんは場数踏ふんでるもんね」


「他にも同じような傷があるでしょう。おかげでリストカットのためらい傷とよく間ま違ちがえられるの」


「病院連れて行かれちゃうね」


「宗教も寄ってくるわよ。心の平へい穏おんを得ませんかって。私は落ち着いているわ」


「あはは」


「そんなことより止血ー！」


　騒さわいでいるのはいづみだけであり、弓夜の傷は少し手当てするだけで塞ふさがった。見かけほどたいしたことはなかったようだ。


　いづみはぜいぜいと息を切らしていた。


「ゆ、弓夜さん。そういうのは他人が引きますから……」


「それに慣れてもらうという話なのだけれど」


「イラストにできないシーンは意味がありません」


　マツリが「いづみちゃん編集者みたーい」と言っているが、彼女は聞こえていないふりをした。


「それより勉強です。私たちは高校二年。来年になったら三年。すぐに受験なんですよ」


「受験？」


　マツリがきょとんとする。


「なにそれ」


　いづみはじろりと睨にらんだ。


「『受験ってなに。おいしいの？』という食べ物と勘かん違ちがいネタは私には通用しません。昭和のころですら古く感じたものです」


「いづみちゃん怖い」


「高校生が受験と言ったら大学受験です。油断してるとあっという間にやってきますよ。加速装置のスイッチを押したサイボーグ００９より速いのです」


「微び妙みように古いね」


「勉強の一つもできないようでは、下々のものに舐なめられます。『なんだかんだで知能は高い』のが支配層のキャラ設定でもあるのですから」


　いづみは腕うで組ぐみをする。頭がよくなければ支配できないというのは、彼女の持論でもあった。


「確かに武器は必要。ただしそれは受験のための武器でなければなりません。神田さん」


「なに」


「得意科目はなんですか」


　マツリは少しだけ考える仕草。


「えーっとね、部隊指揮」


「なんですかそれは」


「あと宣伝工作」


「そうではなくて、受験に必要な得意科目です！」


　いづみの台詞せりふにマツリは口を尖とがらせた。


「そんなの知らないよー」


「知らなくてどうするんです。それでも高校生ですか」


「だってアフリカのサバンナじゃ必要なかったもん」


「ここは日本で高校の敷しき地ちです。では弓夜さんはどんなのが得意ですか」


　弓夜は即そく座ざに返答した。


「射しや撃げきと潜せん伏ぷく」


「…………」


「あと同じ姿勢のまま長時間動かないでいられる」


「あれって意外と難しいんだよねー。筋肉ってすぐ強こわ張ばっちゃうし」


　陽気にマツリが口出しをする。いづみは頭が痛くなってきた。


「……無む駄だだと思いつつ聞きますが、他には」


「銃じゆうの分解や整備。装薬ガンパウダーの調合もできるわ」


「やっぱり……」


　予想通りの言葉が返ってきて、彼女は嘆いた。


「ああ……こんなことじゃ、一から勉強について教えなきゃならないかも……せめて外国語でも……」


「言葉？　できるわよ」


　いかにも簡単そうに答える弓夜。いづみは顔を上げる。


「本当ですか……？」


「ええ。ドイツ語とフランス語とポルトガル語とスペイン語ならかなりいけるけど」


「そんなに!?」


　驚おどろくいづみ。彼女の予想よりも、はるかに多種の言語であった。


「だって暗殺のために他国に行く必要があるでしょう。あとオランダ語とロシア語、中国語も少しなら」


「はいはーい。あたしも喋しやべれる！」


　マツリが勢いよく手を上げた。


「ラトビア語とハンガリー語とブルガリア語とセルボ＝クロアチア語ができるよ！　あとねあとね、カザン＝タタール語とかのキプチャク語群やチェチェン語やレズギ語も！」


　いづみは仰ぎよう天てんした。


「な、なんで北東コーカサス語族まで……！」


「いづみちゃんよく知ってるね」


「どうして喋れるんですか……！」


「弓夜さんも言ってたじゃん。あたしたち世界中の紛ふん争そう地帯に行くんだもん。覚えちゃうよ」


　マツリは弓夜を見て「ね」と言った。


　いづみは目をしきりとしばたたかせた。物ぶつ騒そうなスキルしか持っていないと思われたクラスメートが、数か国語を操る秀しゆう才さいでもあったのだ。


　マツリは「どうだ」と胸を張っていた。


「あとね、クラスに魔ま界かいの言葉が喋れる娘こがいるよ」


「なんでそんな変なのまで……でもそれなら、勉強科目が一つ減って……」


　ここでいづみははっとした。


「あの……英語は？」


　マツリと弓夜が顔を見合わせる。


「あたしはショナ語を」


「私はイタリア語が」


「ですから英語は？」


「…………」


「…………」


「ひょっとして……喋れ、ない」


　心底胡う散さん臭くさい目をするいづみ。マツリが腕を振ふり回して反論した。


「だってだって、これからの狙ねらい目めはインド語派だもん！」


「英語なんて通訳を雇やとえばいい」


「……受験で通訳雇うわけにはいきません！」


　いづみはばんばんと机を叩たたいた。


「それだけ多国語が喋れて英語が無理なんてあり得ません！　インド＝ヨーロッパ語族ゲルマン諸派も習得してるじゃないですか！」


「いづみちゃんほんと詳くわしいね」


「英語を勉強します！　英語だけではなく、国語も数学も全部です！　受験に必ひつ須すの常識を身につけてください！」


「えー」


　マツリがいかにも嫌いやそうな顔をする。弓夜も渋しぶい表情をしていた。


「しかし、いづみに強制する権限があるのか？」


「下のものを導くのは支配者の義務です」


「現段階では友人、すなわち同格だと思う」


「……でしたら、すぐに、皆みなさんよりも上になってみせます。なにか地位を手に入れましょう」


「おお、凄すごい意気込みだ」


　マツリは拍はく手しゆをした。いづみはじろっと彼女を見て、


「そうなったらクラス全員で居残り勉強やりますから」


「えー」


「えー、じゃありません！」


　再び文句を言い出したマツリの言葉に蓋ふたをする。いづみは「なんとかしてクラスの人たちを勉強させないと」との意気込みを、胸に深く刻み込んだ。





　　　その５




　いづみは基本的に真ま面じ目めである。そうでなければ「征せい服ふく事業」に精を出すことはできない。しかも今はここに「普ふ通つうにすること」が加わっている。


　なにせクラスメートを普通に矯きよう正せいしないと死んでしまうのである。これはもう「征服のための普通。普通のための勉強」しかないではないか。


（野望のためにも、クラスのみんなを勉強漬づけにする必要があるわ）


　勉強が好きかどうかは関係ない。進学し、社会に出てこのときの経験が役に立つのだ。そうすれば支配者である自分を崇すう拝はいするようになると、いづみは固く信じていた。


（でも……）


　奇きっ怪かいな性格をしている人たちが相手では、疲ひ労ろう感を覚えるのも致いたし方かたない。おもわず彼女は机に突つっ伏ぷした。


「いづみちゃーん」


　よく通った声が飛んでくる。相手は新しん橋ばし朋とも希きというクラスメートだった。


　朋希はボーイッシュな女の子で、着き崩くずした制服がよく似合っていた。どうかすると少年に間ま違ちがえられそうな顔立ちだ。


　いづみは若干警けい戒かいする。


「なんでしょう」


「いや元気なさそうだったから、つい」


　屈くつ託たくのない笑顔だ。どうもぼんやりしているいづみを見て心配してくれたらしい。ちょっと申し訳ない気分になる。


「大だい丈じよう夫ぶです。疲つかれているのは本当ですけど」


　ずっとマツリや弓夜と共に、征服事業の計画を練らされていたのである。最後はいづみの一方的な説教になってしまったが。


　朋希はにこにこしている。


「ヒマだったらさ、保健室に行かない？」


「はい？」


「保健室」


　さすがに疑ぎ問もん符ふが浮うかんだ。


「私、怪け我がとかしてないですけど」


「いいから、いいから」


　強引に引っ張られた。どうもこのクラスには、せっかちな人間が多い気がする。


　保健室は、やや離はなれたところにあった。朋希が元気よく扉とびらを開ける。


「失礼しまーす」


　中にはカーテンで仕切られたベッドがあり、壁かべ際ぎわに薬品棚だながある。これはまあ普通。


　いづみの目には、それよりも中央にある、四角く大きな木製テーブルが気になった。椅い子すが四脚取り囲んでおり、中央にナプキンが置いてある。そして何故か、二つ折りのアルバムみたいな本もあった。


「座ろう座ろう」


　うながされていづみは着席した。目の前に本が突き出される。


「なに飲む？」


「えっ？」


「だからなに飲む？」


　朋希から受け取った薄うすいアルバムみたいな本を開く。そこには「コーヒー百五十円」「紅茶二百円」「オレンジジュース二百円」などと記き載さいされていた。


「……カフェみたいですね」


　渡わたされたのはアルバムではなくメニューであった。


「みたいじゃなくて、カフェだけどね。ボクはアップルジュースにすっか」


「でも保健室でしょう」


「保健室みたいなものだね」


「普通は逆だと思うんですけど……」


　朋希がテーブルの上にある小さなベルを鳴らす。すると白衣を着た女性が現われた。


　養護教きよう諭ゆなのだろう。髪かみを短くして眠ねむそうな目をしている。くわえタバコだが、火は点ついていない。


「んー、客？」


　いづみは「客って……」と呟つぶやいた。


「先生、また寝ねてたの？」


　朋希が面白そうに訊きく。


「やることねーんだもん。どいつもこいつも無駄に健康だし。たまには授業サボって飲みに来いよなあ」


　あくびを嚙かみ殺ころしているこの女性、日につ暮ぽ里り聖せい良らという。もちろん養護教諭なのだが、とてもそうは見えない。


「あ、先生。ボクちょっと出かけてくるから、ジュースは置いておいてね」


「あいよ」


　朋希は何故か保健室の奥、仕切り代わりのカーテンの向こうへと消えた。


　聖良も引っ込んだ。やがてトレーに飲み物を載のせて戻もどってくる。


「ほら」


　いづみは注文した紅茶に恐おそる恐る口をつける。まずくはない。というか、おいしい。


「あの……なんで先生は、保健室をカフェにしたんですか……？」


「別にいいじゃねえか」


　聖良が面めん倒どうくさそうに答える。


「お前、カフェ嫌きらいなの？」


「いえ、そんなことは」


　聖良は客用の椅子に座る。


「あたしは保健室を生徒の社交場にしたいんだよ。寝ね不ぶ足そくや低血圧の生徒ばかりくるようじゃ意味ねえだろ。いつでも気軽に顔を出せればいいんだ。でないと、死んだおふくろに申し訳がたたねえ」


「ひょっとして、亡くなったお母さんも保健室の先生だったんですか？」


「いや。スーパーのレジ打ちだけど？」


「……」


　いづみの呆あきれ顔がおを無視して、聖良は喋しやべり続けていた。


「それよりお前、なんか世界征服とかたくらんでいるんだって？　京きよう子こから聞いたぞ」


　京子とは、担当教師の東あずま京子のことである。生徒からは「あずせんせー」だが、彼女は京子らしい。


「ええまあ。先生にも言いました。そのためには、クラスの学力向上からと考えています」


「小せえなおい」


「足下を固めることが重要なんです。独裁者となるには、他人の学力向上に手を貸し、十分慕したわれてからクラスの顔となり、そこでも誠心誠意尽つくしてから生徒会長となって、やがては鈴木高校を関東一の優ゆう秀しゆう校へと……」


「うんよく分かった。それは独裁者じゃなくてただのいい人だ」


　聖良がタバコをくわえたまま納得する。いづみは若干の不満顔。


「そうですか？　完かん璧ぺきな計画なのですが」


「まあ、確かに完璧だわな」


　そこに、保健室の奥から朋希が戻ってきた。


「ただいまー。あー、大変だった」


　明るい声で椅子に座る。手がどす黒く汚よごれていた。


「おー、ご苦労。ほら、ジュース」


「いただきまーす」


　聖良が差し出すアップルジュースを朋希は喜んで飲んだ。いづみは質問する。


「なにしてきたんです？」


「アルバイト。最近、ちょっと次元断層の幅はばが広がっちゃったんで」


「は？」


「新橋はバイトで魔ま物もの退治を請うけ負おってんだよ。ここの奥に次元断層へのトンネルがあって、こっち側にやってきそうな化物を追い返している」


　聖良の台詞せりふに、いづみは「信じがたい」という顔をした。


「冗じよう談だんですよね」


「ああ、もちろん冗談だとも」


　聖良はうなずく。


「以前次元断層が広がりすぎて、街中に魔物が出現したなんてのもあったけどね。あれは大変だったなー。初動制圧を失敗して、被ひ害がい者しやが出る出る」


　しみじみと話す朋希。いづみは心の中に、不安が広がるのを感じた。


「……冗談ですよね」


「うん。冗談だよ」


　朋希はそう答えると、紙ナプキンで手についた得体の知れない汁しるを拭ふき取っていた。


　[image: ]





　　　その６




　保健室から帰ってきたいづみを、マツリと弓夜が出で迎むかえた。


「おかえりー」


「お帰り」


　いづみは返事をする気力もない。のろのろと椅子に座る。


「おや、いづみちゃんげっそりしてる」


「げっそりしてません。自分の目を疑っているんです」


　いづみはマツリに返事をした。


「なんでなんでー？」


「信じてもらえないかも知れませんけど、新橋さんが得体の知れない化物と戦っているらしくて……いえもちろん私は信じていませんけど」


「あー、あれ。次元の裂さけ目めが保カ健フ室エにあるんだよね」


「……知ってるんですか？」


「うん」


　マツリは勢いよくうなずく。いづみは聞き返した。


「あれ、冗談なんですよね」


「対外的にはそうね」


　と答えたのは弓夜であった。


「次元の裂け目があるなんて外聞がいいものじゃないから」


「外聞ですむ問題なんですか……」


「新橋がいるからなんとかなっているのよ」


　と話す弓夜。そこに明るい声がする。


「なになに、ボクのこと？」


　朋希がやって来た。ボーイッシュで活発な物もの腰ごしだから、少年ぽさが強く出ている。


「保健室のあれのことよ」


　弓夜が返事をする。


「あれか。今日の仕事は楽だったよ。体液が噴ふき出すタイプだから臭においが参ったけど」


「いづみに教えるなんて、よっぽど気に入ったのね」


「だってほら、いづみちゃん可愛かわいいから」


　あははと朋希は笑っていた。何故かいづみは赤面してしまう。


「親友になりたいなって」


「それはいいけれど、いづみの真の親友は私よ」


「えー、あたしも親友だよ」


　弓夜だけではなく、マツリも言った。いづみは妙みようにどぎまぎした。恐る恐る口を挟はさむ。


「えーと、友達になってくれるのはありがたいんですけど、ご存じの通り、私は世界征せい服ふくの途と中ちゆうでして」


「ボクも協力するから。友達に手を貸すのは当然じゃない」


　朋希が自分の胸を叩たたく。また妙なのが増えたといづみは思った。


「なんでも言ってよ」


「なんでも……」


「いづみちゃん、朋希君にも頼たのんだ方がいいよ」


　これはマツリである。どういうわけか君づけだ。


「あたしたちには手が出せない、魔ま界かいとも繫つながりが深いから」


　そんなものが日本にあるわけがないから積極的に忘れるとして、果たしてどんなお願いができるのだろうか。世界征服のための前提として学校征服、さらにその前提としてクラス征服があるが、なにをしたらよいのやら。やはり勉強合宿でも開いたらいいのか。


　いづみはしばらく考える。


「……やっぱり、征服のためには手下を増やすべきだと思うんです」


「定石だね」


　朋希がうなずく。


「手下の中でも、私の手足に……つまり一いつ緒しよになってクラスメートの勉強を見たり、相談事の相手になってくれれば。人格もよければ最高です」


「いづみちゃんって、なんか真ま面じ目めだよねえ」


「こう、誰だれにも迷めい惑わくがかからなくて、だけど使命感があって人権に引っかからないような手下がいればいいんですけど」


「人権なの？」


「もしかしたら、寝ずに働いてもらうことがあるかもしれませんので」


　自分で言いながら、いづみはそんなのが存在するのかと考えていた。人権が存在しないような原始時代でも無理ではなかろうか。


　だが朋希があっさりと答えた。


「いるよ」


「え!?」


「次元の向こう側にさ、魔物がいるから。二、三匹びき捕つかまえてくるよ」


「は……」


　いづみには一いつ瞬しゆん、彼女がなにを言っているのか分からなかった。だがマツリと弓夜は感心している。


「いい案だねー」


「それなら問題は一挙に解決するわ」


　慌あわてたのはいづみである。


「そ、そんなことできるんですか!?」


「できるって。ちょっと行って捕まえてくればいいんだから。知能は妥だ協きようしてもらうけど、力は数百人分くらいあるよ。人間が対たい抗こうするのは難しいんじゃないかな」


「なんですかそれ……」


「公こう爵しやくクラスになるとボクにも難しいけど、連中の下したっ端ぱならすぐ捕まえられるから」


　あははと朋希は笑っている。いづみは慎しん重ちように聞き返した。


「それも、冗談ですよね……」


「うん。冗談だよ。だけど連れてくるから。大だい丈じよう夫ぶ、嚙かまれても手を引きちぎられるくらいだよ」


「冗談じゃないんじゃ……」


「いづみちゃんは心配性だなあ。冗談だと思っていた方が精神衛生にもいいのに」


　朋希は笑顔なので、真しん剣けんかどうか判別しづらい。しかし噓うそとも思えなかった。


「いつ連れてくるの？」


　とマツリ。


「すぐがいいかな。保カ健フ室エはまだ開いてるし」


「じゃああたしも行く」


「私も」


　マツリと弓夜が言う。


「じゃあ三人で行こうか。いづみちゃん、先に帰っていて。明日あしたになってから成果を見せるから」


　朋希は教室を出た。マツリと弓夜もあとについていく。


　取り残されたいづみは、なにやら不安な気持になった。恐おそる恐る携けい帯たい電でん話わを確認する。


　変友カウントは増加していた。だが手下カウントはというと。


（……ない）


　増えた気配すらなかった。こんなことが続いては、いくらもたたないうちに死ぬのではと、いづみは心配になってくるのであった。







　　　上野ちひろの普ふ通つうカウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　３


　　　（なし）









　　　渋谷いづみの手下カウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　３




　　　（＋１　目白弓夜）


　　　（＋１　新橋朋希）
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　　　その１




　上うえ野のちひろと渋しぶ谷やいづみは、ちょうど校門で出会った。この二人は転校初日にも同じシチュエーションで遭そう遇ぐうしている。運命じみたものを感じなくもない。


　そのころのちひろはどこか緊きん張ちようしていたが、今はリラックスしている。もっとも二年ゐ組のことを考えると腹の奥底が鉄アレイを飲み込んだようになるが、これは常識的な反応と言うべきだろう。


　とはいえ彼女の性格は明るい。なので非常識を煮に染しめたようなクラスメートとも、友人として接するつもりだった。


「おはよう、いづみちゃん」


「……おはようございます」


　ちひろの挨あい拶さつに、いづみは小声で頭を下げた。少し戸と惑まどうちひろ。


「元気ないね。どうしたの」


「支配者は常に元気がないものです。不必要に騒さわいでいたら、威い厳げんを損ないます」


「あ、ごめん」


「いえ、いいのです。支配者はやはり理解されないものですから」


　いつもの彼女かとも思えるが、ちひろにはやはり沈しずみ込んでいるように感じられた。元々それほど明るいキャラではないのだが。


　ちひろは言葉を選んだ。


「えーと、心配事があったら相談に乗るけど」


「それはありがとうございます」


　といづみ。


「ですがやはり、支配者がカウンセリングを受けていたら、体面に関わりますので」


「新しい支配者像じゃない？　うけるかも」


「……それは確かに」


　いづみはゆっくりとちひろの顔を見た。


「お訊ききしますが、上野さんは世界征服について悩なやんだことがありますか？」


「あたし？」


　彼女は思わず自分自身を指さした。


「はい」


「ない……けど。あまり征服とか考えたことないし。ていうか、征服って単語、久しぶりに喋しやべった」


　普ふ段だん生きていく上で、「征せい服ふく」なんて単語の必要順位は相当下になる。「制服」の方が圧あつ倒とう的に上だ。


「私はよく悩みます」


「どんな」


「世界を支配するためには、何億の人間を食わせなければならないのかとか、どれだけの地方行政官を派は遣けんしなければならないのかとか、不自由なく暮らせるにはどうしたらいいかとか、税率はどこまで下げるのが可能かとか」


「本当に真面目だね」


「そのための前段階として学校支配、手下を募ぼ集しゆうしていたのですが……」


　はあ、とため息をついている。


「集まった手下にちょっと問題がありまして」


「どんな」


「傭よう兵へいとか殺し屋とか魔ま物ものハンターとか」


「ごめん、意味分からないんだけど」


　いったん遮さえぎってから、ちひろは頭の中で言葉を整理した。


「傭兵ってのはマツリだよね。殺し屋とハンター？」


「いるんです」


　いづみは真顔であった。


「ちょっとなんと言いますか、インパクトがあるというか手に余るというか」


「でも支配者なら、それくらいお手のものなんじゃない？　部下に殺し屋がいるって、なんかそれっぽい」


「それっぽければいいというものでもないです」


「楽しそうじゃない」


「上野さん……私の手下になります？」


　訊かれたので、ちひろは考えた。どんな突とつ拍ぴよう子しのない提案でも、彼女は考こう慮りよだけはする。


「んー……無理かな。あんまり征服とかそういうの興味薄うすいから」


「欲よくがないですね。上野さんならすぐに幹部になれます。私が世界を手に入れた暁あかつきには、オーストラリア大陸の行政官にしますのに」


「お。カンガルーの支配者に」


「でも初日のことがあるから、いいとこ清せい掃そう係です」


「……そりゃどうも」


　いづみは再びため息をついた。


「ああ……私はあの人たちの重圧を一身に受けることになります」


「プレッシャーなんだ」


「貴重な経験ではあります」


「そういえばあたしも、エッチな小説家とか女の子みたいな男の子とかと友達になったけどね。エッチなシーンにあたしの名前が使われるみたいだし」


「軽い暴力ですね」


「まあでも楽しいよ。いいことありそうだから」


「エッチな小説でもですか」


「うん」


「単にエッチだけではなく、変な薬を打たれたり女の子同士の淫いん猥わいな絡からみに使われたり、動物の相手をさせられたりしてもですか」


「……うん」


　ちひろは曖あい昧まいな返事をした。


　それは噓ではない。担任の東あずま京きよう子こから、「クラスを普通にして欲しい」と無理難題を押しつけられた格好になっているが、不本意ながらも充じゆう実じつしている。そもそも友達を作るのだと固く決心して転校したのだ。自分の考えていた青春とはまったく別方向だとしても。


　心を立て直そうとしているちひろとは対照的に、いづみは深く落ち込んでいた。


「ああ……私も上野さんのように振ふる舞まえたら……」


「簡単だって」


「深海のナマコとか岩の隙すき間まのダンゴムシみたいになにも考えずにいられたら」


「……なんか失礼なのは理解できた」


「でも私は支配者なのです。支配者は常に苦く悩のうするものなのですよ」


　ちひろは、いづみがオペラ歌手のように両手を広げるかと思ったが、さすがに自重していた。その代わりくるくる回っている。


　ダンサーというよりは電気ドリルみたいに回転してから、いづみはまたうめく。


「支配者とはつらいものなのですね」


「どこも支配してないみたいだけど」


「そこも悩みの種です。手下だけは増えていきます。仕事もないのに先走って人を雇やとった零れい細さい企き業ぎようの経営者みたいです」


「うわー、生々しい」


　ちひろはそう呟つぶやいてから、ふと思い出した。


「そういえば、先生が今日、クラス委員を決めるって言ってた」


　いづみが怪け訝げんな瞳ひとみを向ける。


「なんですか、いきなり」


「委員長が決まってないのって、うちのクラスだけなんだって。だから早く決めなきゃいけないって先生が」


「世界の支配に比べれば、どうってことないでしょう」


「スケール感だけならそうだけどさ。渋谷さん学校を支配するんでしょ。だったらクラスも支配した方がいいんじゃない」


「……そのために、委員長に立候補しろと？」


「そこまでは言ってないけど」


　元よりただの思いつきである。いづみが落ち込み気味だったので、なにか目先を変えた方がいいと考えたのだ。


　いづみは何度か首を傾かしげると、わずかにうなずいた。


「……確かに、それもありかもしれません。なんらかの役職が必要だと考えていました」


「でしょう」


「無む知ち蒙もう昧まいなのに馬力だけはある愚ぐ民みんを率いるには、足下を固めるしかありません」


「それ、立候補のときは口にしない方がいいよ」


「上野さんは、立候補しないのですか？」


「あたし？　あたしはしないよ」


　やだなあと、ちひろは笑った。


「ああいうのって、それ向きの人がいるじゃない」


「それが私だと？」


「うん」


　これも断言する。少なくとも自分が委員長をやるよりはまともであろうと、ちひろは考えていた。たとえ口くち癖ぐせが世界征服だとしても、熱意がないよりはマシだ。


　いづみは納得したようであった。


「なら、立候補してみますか」


「そうしなよ」


「受かった暁には、授業の量を今の倍にします」


「……うん」


　クラス全員に勉強を押しつけるとはほとんど悪あく魔まの所業だが、やる気が出たのはいいことだと、ちひろは思っていた。





　　　その２




　ホームルームの時間。


　今日は一時限目を潰つぶしておこなわれる。こういうときはクラス委員長が司会進行をするものだが、現在のところ不在であった。そしてまさにそれを決めるため、担任の京子が教きよう壇だんに立っていた。


　京子はタレ目で気弱そうで、しかもガチガチに緊きん張ちようしており、今も赤面していた。


「ええと……あの……担任の東です……」


　知ってるよー、とのヤジは飛ばない。そんなことをしたら泣き出すとみんな分かっているからだ。


「ええと、そ、それでは……ホームルームをはじめます。クラス委員長を決めます……。そもそも最初の委員長が、南極にあるナチスの秘密基地探たん索さくに乗り出さなければ、こんなことにはならなかったんです。担任の指導不足というよりは、発想が飛びすぎだと思います。前委員長からは、南極大陸の下から秘密基地ではなく宇宙人の死し骸がいが出たとの連れん絡らくがありましたけど、メールが届かなかったことにしているところです……」


　京子はいったん深呼吸をした。


「ふう……。で、では立候補者は」


　はい、といづみが手を上げようとした瞬しゆん間かん、別の声が飛んだ。


「はいはいはい。ボクじゃないんですけど、話があるんで」


　手を振り回しているのは新しん橋ばし朋とも希きだった。彼女はちらっといづみを見る。


「いづみちゃんの立候補は異存ありません。その前にちょっとだけ。連れてきた人がいます」


「連れて……きた？」


　京子が不ふ審しんな顔をする。朋希は大きく首しゆ肯こうした。


「はい。まず紹しよう介かいした方がいいかなって」


「紹介……」


「待っててください」


　朋希は教室から飛び出した。しばらく廊ろう下かでごとごと物音がする。


　なにか重いものでも引きずっているのかと思っていた。しかし、なにやら悲鳴のようなものが聞こえる。「ような」と感じてしまうのは、悲鳴にしては金属音に近かったからだ。


　朋希が教室の扉とびらから顔を出した。


「お待たせ。紹介しまーす」


　ごろん、と転がるようになにか入ってきた。


　それは、ぬめぬめとしたなにかであった。プリンを皿にあけたような形をしており、全体が緑がかった青色で、複数ある目（らしきもの）が、ひたすらまばたきしている。数え切れない触しよく手しゆが宙を舞まっていた。


　どう形容しても、これは化物であった。


「なっ、なにこれ！」


　叫さけんだのはちひろだった。京子はというと、とっくに目を回している。


「どっから連れてきたの!?」


「これはね、次元の向こうにいた、発音できないなにかさん」


　朋希がにこやかに説明する。


「いづみちゃんが手下が必要だって言ってたから、捕つかまえたんだ」


　そのいづみは目を丸くして、ぐにょぐにょ動く物体を凝ぎよう視ししていた。気絶しないだけ京子よりまだマシ。


「なっ……な……え……!?」


　朋希は嬉うれしそうにした。


「いやー、よかった。いづみちゃんも喜んでくれたみたいだね」


「どうやったらそんな感想が出るの？」


　呆あきれるちひろ。朋希はまったく気にしていない。


「まだいるよ」


　彼女は廊下から、得体の知れない化物を次から次へと呼び込んだ。


　いるわいるわ。球形だったり立方体だったり不定形だったり。触手ばかりと思いきや全体が口だったり、トゲに覆おおわれていたり。生き物だか鉱物だか分からないものもいる。


　これら「発音できないなにかさん」たちのおかげで、二年ゐ組はこの世に二つとない動物園となっていた。


　悲鳴と咆ほう哮こうが教室内に満ちあふれる。無理矢理連れてこられたので、怒おこっているのか悲しんでいるのか。


「きゃー!!」


　クラス内で驚きよう愕がくしているのはちひろといづみの二人だった。あとは驚おどろいているものの、比ひ較かく的冷静だ。このあたりは変人の特権である。担任の京子は化物の下に埋うもれていて姿が見えない。


　時々伸のびてくる触手にたじろぎながら、ちひろが叫んだ。


「たくさんいすぎじゃない!?」


「マツリちゃんと弓ゆみ夜やさんに手伝ってもらったから、これだけ捕まえられたんだ」


　胸を張る朋希。ちひろが怒ど鳴なる。


「返してきてよ！」


「えー、みんな貴重だよ？」


「これじゃ授業にならないじゃない！」


「上野さん、委員長みたいだね。立候補するの？」


「立候補とかじゃなくて！」


　こっちの命が危ないのである。特にさっきから一つ目で睨にらんでいる円えん錐すい物体が怪あやしい。今日の昼食としてちひろに狙ねらいを定さだめた気配があった。


「でもこれ、いづみちゃんの手下なんだけど」


　ちひろはいづみの方を向く。将来の支配者は、急いで首を振っていた。


「い……いらないです」


「もったいないよ」


　と朋希が言う。


「あの、もっと、穏おだやかな手下がいいです……。勉強ができて優しくて人の苦しみが分かるような」


「欲よくがないなー。これならいっぺんに二、三人、頭から丸まる呑のみできるのに」


「いらないですから」


「ちぇ。じゃあ戻もどしてくるか」


　朋希は不満そうであったが、化物を摑つかんでは廊下に押し返していた。それから気がついたように顔を上げる。


「あ、もう一人いたんだ」


　彼女は廊下に出てから、すぐに戻ってきた。


　朋希は手を繫つないでいた。相手は背の低い少女である。どこかむすっとしている。


「この人にいづみちゃんの世界征せい服ふくの話をしたところ、快く手伝ってくれることになりました」


「快くもないし、手伝うとも言っておらん」


　少女が返答する。あまり機き嫌げんがよさそうではない。


「忙いそがしいというのに、無理矢理引っ張ってこられた。しかも余の深淵魔術テホムを全て防ぎおった。これだから人間というのは油断がならない」


　ちひろはしみじみと、少女の姿を眺ながめた。背は低く小学生並。恐おそらく珠たま果かと同じくらい。人種はよく分からないが、病気なのではと思うくらい真っ白な上に碧へき眼がんだから、日本人ではないだろう。そして髪かみの色が、青みのかかった銀色だった。


「新橋さん、この方、どなた？」


「浜はま松まつプラスコヴィーヤちゃんです」


「変な名前をつけるな！」


　少女が叫ぶ。


「浜松なんてのは知らん。プラスコヴィーヤも本当はもっと複雑な発音だ。まあ、お前たちに発音できるとは思えんが」


　憮ぶ然ぜんとして腕うでを組む少女。その態度が実に偉えらそうだった。


　ちひろは首を傾げる。


「その、浜松さんは……」


「よくぞ訊いた。余のことが知りたいか」


「いえまあ、それほど」


「……ならなんで訊く」


「話が続けにくいから」


「まあよい。ではよく頭に刻み込んでおけ」


　彼女の言葉に、少女はここぞとばかり胸を張る。


「余は異界の公族。深しん淵えんにうごめく千と八の氏族を束ねる領主。プラスコヴィーヤ侯こう爵しやくだ」


　同時に何故か、窓の外で落らく雷らいが発生した。





　　　その３




　少女プラスコヴィーヤは腕うで組ぐみをしたまま憮然としている。ただその表情には、「どうだまいったか」との感情が浮うかんでいた。


「ええー！」


　彼女の宣言に驚いたのはマツリ。ちひろと隣となりのいづみはきょとんとしている。


「侯爵……？」


　ちひろは聞き慣れない単語を口の中で反はん芻すうした。


「最近の人間どもは爵しやく位いも知らんのか」


　プラスコヴィーヤが渋しぶい表情を浮かべる。


「人生ではじめて喋しやべった単語だもん」


「知ち識しき欲よくもないとは嘆なげかわしい。それに比べ、こっちの娘むすめは知っているようだが」


　視線を向けられたマツリは、はっはと笑う。


「やー、驚いた方がいいのかなって。実は知らない」


「くっ……まったく……。余はとにかく偉い。そう覚えておけ」


「その偉い人がなにしに？」


　ちひろの質問に、プラスコヴィーヤは大声を出した。


「だから連れてこられたのだ！　そっちの新橋というのが、このところずっと余の送り出す魔ま物ものを追おい払はらっている。容易ならざる敵と思い余が出向いたところ、人手不足とか訳の分からんことを言われ、深淵魔術テホムを防がれたあげく拉ら致ちされたのだ。とんだ失態だ」


　彼女は天てん井じようを仰あおぎ見みていた。げんなりしたようにも感じられる。


「おまけに帰ろうとしても、もう少し待てと言われた。なんだいったい。侯爵である余を待たせるようなことがあるのか」


「それはね、いづみちゃんの手下になってもらおうと思って」


　朋希が言う。プラスコヴィーヤは怪け訝げんな顔。


「手下……？」


「うん。いづみちゃんが世界を征服するための手下」


「……ふざけるな！」


　プラスコヴィーヤは口を大きく開けて怒鳴った。


「何な故ぜ十二侯爵家の筆頭である余が人間の手下にならねばならぬ。そのいづみとやらはどこだ！」


　いづみが恐る恐る手を挙げる。


「はい」


「お前か」


　プラスコヴィーヤはつかつかと歩み寄った。ただ、背が低くて可愛かわいらしい顔立ちなものだから、迫はく力りよくが感じられない。


「余に手下になれと言う以上、なにか能力ちからがあるのだろうな。深淵に漂ただよう亡もう者じやの怨おん念ねんを集めた余の魔ま術じゆつを上回るものが」


「と、言われても……」


　少女は怪訝な表情を作る。


「ない……のか？」


「いづみちゃん勉強ができるよ」


　朋希が言った。


「転校のときに学力テストがあったんだけど、満点取ったんだって」


「へー、凄すごい」


　ちひろは素直に感心した。彼女自身も受けたが、そこまでできた自信もなかった。


「なんかいづみちゃん、支配者になるっていうだけのことはあるね」


「だよねえ」


「それはどうでもいい！」


　プラスコヴィーヤが舌足らずな声で叫さけんだ。


「もっと魔物を統率できる才能とか、敵軍を一いつ瞬しゆんで殲せん滅めつできる魔術とかあるだろう!?」


「ないですけど」


　いづみが首をふる。


「私、高校生です」


「な、なんと……」


　プラスコヴィーヤは貧血のように頭をふらふらさせた。ひょっとしたら、本当に貧血になったのかもしれない。


「こ、こ、こんな娘の手下になれというのか……」


　朋希がやれやれといった様相。


「そういう約束じゃん」


「そんな約束しとらん！」


　また少女が叫ぶ。


「勝手に連れ出したあげく、次元の扉とびらに鍵かぎをかけただろうが！　余はそのために帰れなくなったのだぞ！」


「保健室のあそこって、知らない人が迷い込んだら困るから、ボクと日につ暮ぽ里り先生で、毎日鍵かけられるようにしたんだ」


「開けろ！」


「やだよ」


　朋希は口を尖とがらせる。


「いづみちゃんの手下になったら考える」


「余は侯爵だぞ!?」


「でも今はちっちゃい女の子だよねー」


「お前たちは他人を外見だけで判断するのか!?　どういう価値基準をしてるんだ。まったく愚おろかしい……こんなことなら、余が支配者になった方がマシではないか」


　プラスコヴィーヤは頭を抱かかえてうずくまった。どうやら我が身の不幸を嘆いているようであった。


　そんな姿を、ちひろは気の毒な目で見つめていた。当人は侯爵だと騒さわいでいるが、確かに今の姿はただの小学生っぽい女子にしか見えない。ケーキ屋の店先で買って買ってと騒いでいる方が、よほど似合いそうだ。朋希はなにやら別の場所から連れてきたようだが（ちひろは朋希のことをよく知らない）、帰れないとは気の毒である。


　ぴん、ときた。


「提案が」


　ちひろの台詞せりふに、注目が集まる。


「浜松さんがいづみちゃんの手下になるのが嫌いやなら、いっそ選挙したら」


　彼女は黒板を指さした。そこには京子の字が書かれたままになっている。


「二人ともクラス委員長の選挙に立候補してもらって、そこで決めるのはどうだろう」


　プラスコヴィーヤは顔を上げる。


「クラス委員長というのはなんだ」


「んー、偉い人？」


　実際は雑用が主であり、面めん倒どうくさいことこの上なかった。だが、そこまで教える必要はあるまい。地位をほのめかせばいいのである。


　案の定プラスコヴィーヤは表情を明るくさせた。


「ほう……そのクラス委員長とやらになればいいのだな。いいだろう」


　にやりとしている。これもなんだか可愛い。


「支配者というのがどのようなものか、余が領主としてどのような施し政せいをおこなっているか知らしめてやろう」


「そういうのは勝ってからね」


　ちひろはいづみの方を見る。


「委員長選挙に出るんでしょ」


「ええ……元々そのつもりでした」


　いづみはうなずいている。


「じゃあ問題ないね。えーと……先生は」


　京子は教きよう卓たくの陰かげで倒たおれていた。朋希が魔物を全部追い出し、京子を引っ張り出す。


「先生。せーんせい」


　朋希が揺ゆさぶったが、目覚める気配がなかった。


「あとで説明するしかないね」


　ちひろは肩かたをすくめる。


「しょうがない。じゃあこの二人で選挙しよう。どっちが勝っても恨うらみっこなしね」


「分かりました」


　といづみ。プラスコヴィーヤは高こう慢まんそうに返事。


「よかろう。侯爵がいかなる存在か、見せてくれる」


「小さい子だってのは分かるよ」


「黙だまれ。……しかし、お前は場を収拾するのが上手だな。ひょっとしたら委員長というのに相応ふさわしいのではないか？」


「あたしはいい」


　ちひろは拒きよ絶ぜつする。実は中学生のとき、そうやって押しつけられたことがあるのだ。


「ふむ。そこまで嫌がるものでもないと思うが……あとから実は委員長になりたいなどと言うなよ。権力は常に余のものだ」


「委員長になったら全部任せるから、自由にどうぞ」


　そう答えながら、ちひろは「あたしってどうして、こうやって雑用ばかりやっちゃうんだろうなあ」と考えていた。





　　　その４




　現状、クラス委員長への立候補は二人となった。いづみとプラスコヴィーヤである。


　立候補者が二人なのだから選挙になる。委員長にしたい人を紙に書いて投票。話の成り行き上、選挙管理はちひろがおこなうことになった。やはり自分は雑用向きなのかと彼女は思っていた。


「えーと、立候補者はこの二人ね」


　ちひろは黒板に名前を書く。


「では、いづみちゃんと浜松さんに、意気込みを語っていただきたいと思います」


「分かりました」


　いづみが立ち上がる。これまでの経けい緯いはどうであれ、瞳ひとみはやる気に満ちていた。教きよう壇だんまで歩いていく。


「渋谷いづみです。このたび委員長に立候補しました」


　彼女はぺこりと頭を下げた。


「私の目標は……このクラスを明るく楽しいものにすることです」


　聞いていたちひろは一瞬、「おお、まともだ」と思ったが、もちろん違ちがっていた。


「世界征せい服ふくのための第一歩として、二のゐを改革します。朝は誰だれも遅ち刻こくをしないよう、皆かい勤きん賞には報ほう奨しようを出し、遅刻者には罰ばつ則そくを設けます。さらに、全員が授業中静かにして予習復習をきちんとすることで学力の向上を図ります。課題などのペーパーは私が作成しますから、クラス全員が自主的にこなすことによって校内トップの成績を維い持じし……」


　いづみの演説はなおも続いた。


　全ぜん般ぱん的に「真ま面じ目めな人の真面目な公約」であった。世界征服という単語だけはしばしば出てくるものの、あとは極めて常識的なもの。まさに「高校の委員長」に相応しいことばかりであった。


　彼女は最後を「みんなでこのクラスを盛り上げていきましょう」との言葉で締しめくくった。


　ちひろはいづみに、まだ教壇付近にいるよう告げてから、教室内に向かって言った。


「では、なにか渋谷さんに質問のある方」


「はーい」


　手を挙げたのは当然というかマツリであった。目をキラキラさせている。


「委員長になったら、人を何人殺しますか？」


「え!?」


　仰ぎよう天てんするいづみ。もちろんちひろも。


「世界征服の第一歩として気に入らない人間を血祭りに上げるのがいいと思いまーす」


「そ、そういうのは……」


「はいはいはい、ボクもボクも」


　朋希が両手を振ふり回した。


「女子供を化物の生いけ贄にえにするのがいいと思います！」


「自分だって女の子……」


「あのー、それよりも」


　にこやかに挙手したのは駒こま込ごめ佐さ苗なえである。


「スターリン時代のソ連みたいに、強制収容所を作って重労働させるべきですわ。気に入らない人は家族もろとも逮たい捕ほしましょう」


「逮捕……」


「意味もなく巨きよ大だいな運河を開かい削さくさせるのです。渋谷さんの偉い大だいさを世界に知らしめましょう」


「……なんで」


「それが征服者というものです」


　妙みような説得力に、ぐっと息を詰つまらせるいづみ。だが彼女は力を込めて頭を振った。


「そ、そういうことはしません」


　そしてクラス中に宣言する。


「私は学力を向上させ、支配者としての器量を示すんです！」


　全員が「ほう」という顔をしていた。ちひろは、呆あきれたような感心したような気持ちで言う。


「渋谷さんは本当に真面目だねえ」


「支配者ですから」


「えーと、渋谷さんは着席してください。それでは……」


　ちひろが今日会ったばかりの少女に声をかける。


「浜松プラスコヴィーヤさん」


「そんな名前ではないというに」


　むすっとしたまま少女は返答する。


「なんで浜松なの？」


「余の領地は辺土リンボにある。発音が似てるからつけられた」


「全然違うと思うけど」


「それは人間の発想だ。……余になにをさせる気なのだ？」


「なにかこう、委員長になったらやりたいことを」


「よかろう」


　扉とびら付近にいたプラスコヴィーヤは、大おお股またで教壇に歩み寄ると、生徒たちに向き直った。


　が、背が低いので教卓に隠かくれてしまう。


　ちひろは椅い子すを一脚きやく引っ張ってきた。


「ここに立っていいよ」


「すまぬな……あー、愚かな人間どもよ。余がプラスコヴィーヤである」


「愛あい称しようはパラーシャなんだって」


　と朋希。ちひろは感心。


「へー、可愛かわいい」


「やかましい。なにを言おうとしたか忘れたではないか。そうだな……余が支配者となった暁あかつきには……人間どもを殺さつ戮りくする！」


　げっ、という顔をしたのはちひろといづみだけで、あとは全員「おおー」と感心していた。


「半分を殺して保存食にし、残りは食用家か畜ちくにする！　十二侯こう爵しやく家け筆頭の余と出会ったことを嘆なげくがよい。人間どもは我々魔ま族ぞくの支配下にあるのだ！」


　また「おおー」と歓かん声せい。


「人間どもは泣き、わめくべきだ。それこそが我らの心をいやし、血を清める糧かてとなるのだ。死すら生ぬるい暗黒の日々を、存分に味わうがよい！」


　人形のように可愛らしい少女が、椅子の上に立って宣言している。クラス中の視線が集中していた。


「無論、ひざまずき、慈じ悲ひを請こうなら人間として生かしておいてもよい。余は寛かん大だいだ。亡者の排はい泄せつ物ぶつを喰くらって生き延びる特権を与あたえよう。涙を流しながら苦しみ抜く特権を与えよう。これが余の考えた決めごとである」


　プラスコヴィーヤは、どうだとばかりに胸を張る。ちひろはさすがにおののきながらも司会を続けた。


「で、ではクラスから質問などは」


「はーい」


　またマツリが手を挙げた。


「人間はどうやって殺すんですか」


「そうだな。この世界の……どれだけいるんだ？」


　こっちを向かれたので、ちひろは答えた。


「六十億人くらいかな」


「ずいぶん多いな。十億人は炎ほのおで焼くとして、あとは……水にでも沈しずめるか」


　そこにマツリが口を出した。


「もうすぐ流出した核かく兵へい器きが手に入る予定なんだけど、それ使う？」


「核とはなんだ」


「人がたくさん死ぬよ」


「便利なものだな。お前に使わせてやってもいいぞ」


「やった！」


　マツリは飛び上がって喜んだ。ちひろには、マツリもプラスコヴィーヤも核兵器を理解して喋しやべっているようには聞こえない。


　続いて朋希が挙手。


「女子供を生かすってことは」


　プラスコヴィーヤは即そく答とうした。


「するはずがないだろう。女子供老人から殺す。男も殺す。繁はん殖しよくするのに最低限だけいればいい」


「生け贄にもしようよ」


「千六百公転ほど前の等族会議で、生け贄の無む駄だ遣づかいはやめようということになった。最近はそのあたりも厳しい」


「エコなんだねえ」


「殺したのは放置しておいてもいいが、贄は様子を見に行く必要があるのだ」


「それでしたら」


　ここでも佐苗が発言した。


「やはり収容所に押し込むのがよろしいのでは。シベリアで木でも数えさせましょう」


「お前はそういうの好きだな」


「女のロマンです」


「ならば、五億人ほど与えるから自由にするといい」


「素敵です。新武器の実験台にしましょう。生き残った人は収容所から出す空から約やく束そくで」


　なおもプラスコヴィーヤは、あちこちから出てくる質問に全て「殺す。殺す。生かしたのちに家畜にして殺す」と答えていた。


　そしてこれらの台詞せりふに、クラスは拍はく手しゆと歓声で応こたえていた。


　あちこちから「パラーシャちゃん素敵ー！」「侯爵様最高！」と言葉が飛ぶ。プラスコヴィーヤもまんざらではない表情。


「余を支持したものはもれなく辺土への追放でとどめてやろう」


「きゃー！」


「亡者の下僕となるがよい」


「きゃー！」


　まるでコンサートの会場のような有様だった。どうかすると紙テープまで飛んできそうな雰ふん囲い気きだ。


　ちひろは静かにしてくださいとばかりに手を振る。


「では、パラーシャちゃんは席に戻もどってください」


「軽々しく呼ぶな。余の席はどこにある。玉座は」


「そういやないか……ごめん、立ったままでいいかな」


「……余が委員長とやらになった暁には、お前を真っ先に消し炭にしてやろう」


「聞こえないってことで」


　そう言うと、ちひろは投票用紙の配付をはじめた。





　　　その５




　ちひろは教室内をぐるっと見み渡わたした。


「じゃあ、名前を一人だけ書いてから、二つ折りにしてあたしに渡してくださーい」


　続々と投票用紙が回収される。投票用紙といっても紙を小さく切ったものであり、国政選挙で使われるようなものではないが、学校で使うには十分だった。


　ちひろは自分の前にまとめると、チョークを手にした。


「では、一つずつ確認していきます。まずは……いづみちゃん」


　渋谷いづみの名の下に、横棒を引いた。正の字で票数を書き込んでいくつもりだ。


「次は……いづみちゃん。次もいづみちゃん」


　次々に開票していった。それらには全部いづみの名が書かれてあった。


「いづみちゃんいづみちゃんいづみちゃんいづみちゃんいづみちゃん……これもいづみちゃん、と」


　いづみにばかり票が入れられていた。正の字がどんどん増えていく。


「最後の一つもいづみちゃん……ありゃま」


　ちひろは改めて黒板を見直す。正の字はいづみの名の下にびっしりと並んでいる。クラスの票、全てがいづみに投じられており、プラスコヴィーヤはゼロ票。


「では二年ゐ組の委員長はいづみちゃんに決定……」


「ちょっと待て！」


　プラスコヴィーヤが大声を上げた。


「なんでこうなる！　こんな小こ娘むすめに全票入り、余が皆かい無むなのか!?」


「そうなるね。なんでだろ」


「こっちが訊きたい！　余の演説はあんなに支持されたではないか！」


　少女は椅子の上に立ち、クラス内を指し示す。確かにあのときの盛り上がりとは、対照的な投票結果であった。


　マツリが発言する。


「だって、いづみちゃんの方が、もっと過激にやりそうだったから」


　プラスコヴィーヤが目を吊つり上げた。


「毎日予習復習とやらをこなすことの、どこが過激だ！」


「その中で人が死ぬかもしれないじゃん」


「それに委員長になるってことは、これから過激行動に目覚めるかもしれないし」


　これは朋希だった。


「勉強好きないづみちゃんが独裁体制を学べば、きっと派手なことをすると思うよ」


「わたくしたちとしても、育てる楽しみがありますわね」


　佐苗がうなずいていた。


「委員長は学び、クラスの生徒が支し援えんする。これこそｗｉｎ－ｗｉｎの関係というものです」


「……でたらめを言うな！」


　プラスコヴィーヤが顔中を口にしてわめく。


「ｗｉｎ－ｗｉｎとか適当言いおって！　余をごまかそうとしても、そうはいくか！」


「細かいことを気になさるのですね。十二侯爵家の筆頭なら、もう少し寛かん容ようになられてもよろしいのでは」


「寛容と鈍どん感かんは別だ！　余は再投票と再選出を要求する！」


　台詞の最後の部分はちひろに向けられたものだった。


　彼女はちょっと眉まゆを顰ひそめる。


「でも不正があったわけじゃないから」


「不正みたいなものだろう！」


　台詞を聞いていたマツリが口を挟はさんだ。


「パラーシャちゃん、クラスメートを悪く言うのはよくないよ。仲がいいのが二のゐの誇ほこりなんだから」


「余はこのクラスとやらの一員ではない！」


「委員長選挙に立候補したんだから、クラスに入ったんじゃない？」


　マツリの視線がちひろに向く。彼女は確認しようと京子を探したが、まだ教室の隅すみで目を回していた。


「まあ……転校してきたことになるんじゃないかな」


「おい待て。余は辺土最大の領主、十二侯爵家筆頭だぞ。なのに貴様らと同格なのか!?」


「同格っていうか、友達？」


「と……友達？」


「うん、友達」


　その言葉に、何故かプラスコヴィーヤの顔が赤くなった。


「なんだ友達とは……あ、いや、意味は知っている。そうではなくて、余は辺土最大の領主で、屋や敷しきが広くて言葉も通じぬ魔ま物ものしかいなくて、だから孤こ独どくだとかそんなことは……嬉うれしいとかまったく……いや……」


　頰ほおを押さえながらうつむき、プラスコヴィーヤは沈ちん没ぼつしていく。口元が笑っているようにも感じられた。


「納得してくれたようなので、委員長の渋谷いづみさん。なにか一言お願いします」


「はい」


　いづみがやってくる。プラスコヴィーヤはまだにやにやしていた。


「このたび委員長になった渋谷です。さっき申し上げたとおり、私の目標は世界征せい服ふく、そのためにはクラスの学力向上です」


　彼女は眼鏡めがねをくいっと持ち上げた。。
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「まずクラスを掌しよう握あくするために、私の手足となる人間を副委員長として任命したいと思います。上野さん」


「へ？」


　ちひろは思わず変な声を上げる。いづみが続けて言った。


「副委員長です」


「あたし？」


「嫌いやですか」


「えー……ま、別にいいけど」


「ではもう一人、浜松さんも副委員長です」


「余に友達……なに？　副委員長？」


　はっとして顔を上げるプラスコヴィーヤ。


「なんだそれは」


「私の部下です」


「部下……余が人間の部下!?」


「はい」


「あり得ないだろう!?」


「委員長が決めたことですよ」


　いづみが言い切る。プラスコヴィーヤはへなへなと崩くずれ落ちた。


「う……よ、余が人間の……手下。うう……友達という言葉に騙だまされ……た」


　そのままひっくり返る。同時にキンコンカンコンと、チャイムが鳴った。


　ちひろはちらりと、黒板の上にある時計を見た。


「休み時間になりましたので、これで委員長選挙はおしまいです。どーも」


　弛し緩かんしたような空気が教室に流れ、皆みんな、思い思いに休み時間を過ごそうとする。ちひろは気絶したプラスコヴィーヤをどうしようか考え、目が覚めるまで京子の隣となりで寝ねかしておくことにした。







　　　上野ちひろの普ふ通つうカウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　４




　　　（＋１　浜松プラスコヴィーヤ）









　　　渋谷いづみの手下カウント　１


　　　（なし）


　　　変友カウント　４




　　　（＋１　浜松プラスコヴィーヤ）
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　　　その１




　二年ゐ組の昼休み。


　上うえ野のちひろは、弁当箱を片手に、教室内をきょろきょろとした。目的の人物を探し出すと、声を上げて手を振ふる。


「パラーシャちゃん！」


　浜はま松まつプラスコヴィーヤは最初、ちひろの呼びかけに振り向かなかったものの、何度か繰くり返かえすと渋しぶ々しぶと言った面おも持もちでこちらを向いた。


「なんだ」


「お昼ご飯、一いつ緒しよに食べない？」


「余が人間と食事……」


「友達なんだから」


　多少強引に、西洋人形のような少女を、席まで連れてきた。


　そこには代よ々よ木ぎ珠たま果かと大おお崎さき那な波なみもいた。ちひろは昼休みになると、この二人と一緒にいることが多い。


「パラーシャちゃんと、あとは……いづみちゃん！」


　一人で席に座っている渋しぶ谷やいづみにも声をかける。


「ご飯食べようよ」


「支配者が市民と一緒に食事は……」


「パラーシャちゃんみたいなこと言うんだね。いいからいいから」


　ちひろはいづみを引っ張った。


「上野さん、どこかに行くんですか」


「屋上でご飯食べよう。今日は天気がいいよ」


　五人で、校舎の屋上に向かうことになった。


　鈴すず木き高校の校舎は屋上が開放されている。柵さくはあるが極きよく端たんに高くはない。一見危険とも取れるが、「ここから飛び降りるようなやわな生徒はいないはず」という曖あい昧まいな根こん拠きよによって見み逃のがされていた。


　全員、適当な場所で車座になる。ちひろがこほんと咳せき払ばらい。


「えー、パラーシャちゃんが転校してきたということで、簡単な食事会を開かい催さいしたいと思います」


　那波が軽く拍はく手しゆをする。肝かん心じんのプラスコヴィーヤはむすっとしているが、軽くスルーされた。


「我が二年ゐ組に新しい友達が増えるのは嬉しいことです。これで全員普通になってくれれば、あたしもいづみちゃんも死ぬだなんだで悩なやまずにすむわけで……ま、それはともかく」


　彼女はいづみをうながした。


「委員長もなにか一言」


「無茶ぶりですか副委員長のくせに。では手下の皆みなさんが今後一生私にこき使われることを祈いのって、いただきます」


「いただきます」


　よく分からない台詞せりふと共に、食事がはじまった。


　この昼食会はちひろのアイディアである。魔界からやってきて孤こ立りつしている（と思われる）プラスコヴィーヤを励はげますためにおこなったのであった。


　ちひろは木製の箸はしを出しながら、ふと視線を動かした。


「……あれ、パラーシャちゃん食事は？」


　全員、目の前に弁当箱を置いているが、プラスコヴィーヤだけはなにもなかった。


　少女はぶすっとして返答する。


「ない」


「……えーと、ひょっとしたら」


　ゆっくりと那波が口を開く。


「家が貧びん乏ぼう……」


「そっかー、侯こう爵しやく様でも家の内情は火の車なんだね」


「勝手なことを言うな！　我が家に保管されている聖人の魂たましいは、並み居る侯爵家の中で一番多いのだぞ。人間の言う貧困とは縁えんがない」


　プラスコヴィーヤが文句を言った。


「単に人間と同じような食事を摂せつ取しゆする必要がないだけだ。気にせず食え」


「家に帰って食べたりしないの」


「どうやって帰るのだ！　お前たちが出入り口を封ふう鎖さしたのだぞ！」


「あたしじゃないけどなあ。新橋さんでしょ」


「似たようなものだ！」


　騒さわいでいるプラスコヴィーヤだったが、ちひろはむしろ「なんか可愛かわいいなあ」と感じていた。小学生がわがまま言ってる雰ふん囲い気きに近い。


「いづみちゃん、パラーシャちゃんを食べさせてあげれば」


「はい？」


　いづみが首を傾かしげる。


「手下が飢うえるのを放置するのは、支配者の落ち度だと思うけど」


「それは確かにそうですね」


　いづみはうなずいた。


「食事の供給は優れた人心掌握手段です。みなさん、よろしければここにおかずを」


　いづみが弁当箱の蓋ふたを裏返して中央に置いた。そこにちひろ、那波、珠果らがおかずを入れていった。


　瞬またたく間まにいっぱいになった弁当箱の蓋を、いづみはプラスコヴィーヤに差し出す。


「どうぞ」


「いらんと言うに！」


「将来世界を制するものとして、現在の部下に悲しい思いはさせません。我ながらできた上司です」


「だから食べなくても平気なのだ！　人間と一緒にしなくていい！」


「でも、友達なんだから。やっぱりなにもしないのは悪いじゃん」


　と、ちひろが言うと、プラスコヴィーヤは騒いでいたのをぴたりと止やめた。


「まあ……そこまで言うなら」


「食べきれないなら残していいよ」


「食べられないわけではないのだ」


　プラスコヴィーヤはフォークを渡わたされ、どこかにこにこしながらおかずを眺ながめる。それからはっとして言った。


「おい、勘かん違ちがいするな。別に喜んでいるわけではないのだからな」


「そうだね」


「人間どもの食べ物を味わうのもよい経験になると思ったから……」


「お茶を……」


　那波が紙コップにペットボトルのお茶を注ぐ。


「ああすまん……ともかく余は十二侯爵家筆頭としてだ」


「さあ食べよう食べよう。もう一度いただきまーす」


　ちひろが言い、皆みんな箸をつける。プラスコヴィーヤもなんだかんだで食べはじめた。


　魔界の少女は、皆から分けてもらったおかずを物もの珍めずらしそうに眺めると、フォークで口に運んでいった。


　ちひろは自分でも食事をしつつ、その仕草を見る。


「パラーシャちゃん、おいしい？」


「衣でくるまれた海産物がなかなか……溶といた鶏けい卵らんを丸めたような食べ物もいいな」


「幸せそうだね」


　その言葉に、プラスコヴィーヤははっとした。


「ばっ、馬ば鹿かを言うな。知識が増えていくのに喜びを見いだしているだけだ。いわばデータ蓄ちく積せきの量に楽しみがあるだけで」


「いつもはなに食べてるの？」


「ワインしか飲まぬ。焦しよう熱ねつの湖近辺で作られる鮮せん血けつのワインのみだ。それも百公転くらい、飲まなくてもどうということはない……それよりも」


「なに？」


「さっきからそこの人間が、余を睨にらんでいるのだが」


　プラスコヴィーヤの視線の先には、珠果がいた。


　珠果はプラスコヴィーヤと同じような背せ丈たけで、顔立ちも近い。ただプラスコヴィーヤは偉えらそうにしているのに対し、珠果はもっとはかなげだった。


　なのに、今はじっと睨んでいる。


「侯爵である余を凝ぎよう視しするとは、辺土の領地でも狙ねらっているのか」


「…………」


「余を倒たおせるとでも考えているのか。いや確かに、あの新橋というものは尋じん常じようではない強さだったが、そこらの人間なら余の身体からだに指一本……」


「…………」


「……その、黙だまられると余も困るのだが……」


　プラスコヴィーヤは「どうしよう」といった様相でちひろに顔を向けた。しかしちひろにも分からない。珠果のこのような反応を見るのは、はじめてだった。


　隣となりの那波がぽつりと呟つぶやいた。


「ちひろが……パラーシャと仲よくしてるから……」


「へ？」


「珠果はあまり、面おも白しろくない……」


　珠果は分かるか分からないかくらいの、微かすかな仕草でうなずいた。


　ちひろはきょとんとする。


「えーでも、パラーシャちゃん可愛いし、あたしは友達を」


　作らないと死ぬし、という単語は飲み込んだ。


「別にいいんじゃ」


　しかし珠果はうつむいていた。どことなく不安そうな、心配そうな表情でもある。


「そういうものでもない……」


　と那波。


「珠果は繊せん細さい……私の小説でも、繊細故ゆえに身体の関係を求めがちなキャラになっている……」


「パラーシャちゃん、ずるい」


　かすれるような声で珠果が言う。


「自分ばっかり、ちひろさんと……」


「なんだかよく分からないが、余は憎にくまれていると解かい釈しやくすればいいのか」


　那波が言う。


「そんな感じ……」


　明らかに適当な台詞だった。そもそも彼女は表情の変化に乏とぼしいので、真ま面じ目めなのか冗じよう談だんなのか区別のつかないことが多い。


　プラスコヴィーヤは大きくうなずいていた。


「よかろう、その挑ちよう戦せんを受けよう」


「は？」という顔をするちひろ。


「辺土最大の領主たるもの、たとえどのような相手であろうと挑戦を拒こばむことはできない。余の友達が欲しくば、余から奪うばうとよい」


　ちひろは首を傾げる。


「なんか話が変じゃない？」


「余のことを友達と言ったのはお前だろう」


「友達ってそういうものだっけ」


「魔界の貴族には、戦いの義務もあるのだ」


「……いいよ」


　珠果が呟く。


「パラーシャちゃんとは、キャラもかぶってる」


「いい度胸だ」


　やにわに黒雲が（心象風景として）立ちこめる。雷らい鳴めいが轟とどろきそうな雰囲気すらあった。


　そこにいづみが、やおら口を挟はさんだ。


「待ってください。クラスの支配者、委員長として、部下の争いを見過ごすことはできません」


「余はやはりお前の手下なのか」


「ここは戦いを一時預かりにします。人死には出したくありません」


「それでは余の力が発揮できん」


「委員長の命です」


「……分かった」


　プラスコヴィーヤは従った。妙みように物分かりがいいが、ちひろがあとで聞いたところによると、「人間と違ちがって、正式に決まった上下関係にはとりあえず従う」とのこと。


「だが代々木とやら、余は負けぬぞ。いずれ十二侯こう爵しやく家け筆頭の力を思い知らせることになるであろう」


「負けないもん」


　珠果はつつつとちひろに近づくと、ぺたりと寄より添そった。


「ちひろさんにはわたしがいる」


「ならば余はこっちだ」


　反対側にプラスコヴィーヤがくっついた。ぐいぐいと身体を押しつけてくる。


　[image: ]


「くくく、魔界の侯爵が人間に寄り添うのだ。随ずい喜きの涙なみだを流すがいい」


「あたしにとってはちっちゃい女の子なんだけど……」


「む……」


　珠果が無言でちひろの腕うでにしがみつく。那波がぽつりと言った。


「まさに両手に花……」


「珠果ちゃん男の子だよね」


「似たようなもの……」


　那波は手帳を取り出すと、新たなポルノ小説のネタとして、三人の関係を書き込んでいた。





　　　その２




　放課後。


「クラス会議を開きます」


　厳かにいづみは宣言した。出席者はちひろとプラスコヴィーヤである。つまり全体会ではなく、役職のある人間だけが集められた。


　ただしちひろの真後ろには珠果がいて、制服の裾すそを握にぎっていた。その後ろには那波までいて、惑わく星せい直列に見えないこともない。


「私は選挙によって二年ゐ組を任されました。これは全権を委任されたも同様であり、いわばドイツ第二帝てい政せい宰さい相しようビスマルク以上の権限を手にしたと言えるでしょう」


「そんなにたいしたものなの？」


　ちひろの疑問にいづみは軽く首を振ふる。


「分かっていませんね。あれだけの票が集まったのですから、民衆はそれだけの期待をしていると言えましょう。ついに中学時代になしえなかった野望がここに成就します」


「あー……ひょっとしていづみちゃん、中学のときは人望がなかっ」


「そんなことはいいです！」


「もしかしたら友達も」


「昔のことは関係ありません！　そうやってバブル景気を懐なつかしがる年金受給世代みたいなことを言うから、いつまでたっても日本の景気はよくならないのです。未来に目を向けるんです！」


　いづみのただならぬ迫はく力りよくに、ちひろは何度もうなずいて賛意を示した。


「分かってくれましたか」


「ていうかびっくりした」


「会議を続けます。今回の目的は」


　いづみはチョークを手に取ると、黒板に字を書き連ねた。


「世界征せい服ふくのために『各クラス委員を決定すること』です」


　そう言うと胸を張る。


「どうですか上野さん、驚おどろきましたか」


「普ふ通つうじゃん」


「普通ではないです。学力によって校内を支配するのです！」


　彼女はどん、と黒板を叩たたいた。ちひろはなんとなく返事。


「急激に学力が伸のびれば、そりゃ先生たちは感心するかもねえ」


「そうです。そのためにも私と一いつ緒しよに小テストの作成や予習復習を共にする同志が必要なのです」


「あたし勉強好きじゃない」


「好きになってください。副委員長としての使命です」


　いづみが言い切る。


「で、各クラス委員をこれから紹しよう介かいします」


「あ、もう決まってるんだ……」


「支配者ですから」


　彼女は眼鏡めがねをくいっと上げると、教室の扉とびらに向かっていった。


「ではまず、会計からです。どうぞ」


「いえーい！」


　扉ががらっと開いて、小こ柄がらな人ひと影かげがジャンプ。そのままいづみに向かってダイブした。


「きゃー！」


　どんがらどんがら。飛び込んできた人物、神かん田だマツリはいづみと共に机の中に埋うもれていく。


「二年ゐ組の会計になったマツリだよー！」


　ばたばた手足を動かす少女の向こうから、また別の人物がやってくる。


「そしてわたしはその主治医！」


「……いつものメンバーじゃん」


「唱しよう子こさんには、会計補ほ佐さをやってもらいます」


　といづみ。ちひろは首を傾かしげる。


「その役職、必要あるのかな。クラスの経理なんてたいしたことしないでしょ」


「します。全世界から税を徴ちよう収しゆうするのですから、膨ぼう大だいな額が動くことになるのです。財務省との折せつ衝しようも必要になるでしょう」


「国家規模だね」


「目標は常に国家です」


　マツリは椅い子すに座った。鶯うぐいす谷だに唱子はその斜ななめ後ろに着席しており、手には注射器を持っている。中身は鎮ちん痛つう剤ざいであろう。


　いづみが咳せき払ばらいをする。


「そして次が書記です。この人」


　扉から入ってきたのは、目め白じろ弓ゆみ夜やと新しん橋ばし朋とも希きであった。


「弓夜さんが書記。新橋さんは書記見習いです」


　ちひろはやってきた二人を見ながら、なんとなく思いついたことを口にする。


「目白さん、なんか書記ってがらじゃないなあ。ファッションモデルみたいじゃん」


「書記を馬ば鹿かにしてはいけません。弓夜さん曰いわく、書記はカムフラージュとして都合がいいのだそうです」


「なにそれ」


「これ以上説明すると、私の命が危なくなります」


　いづみは多くを語ろうとしなかった。ちなみに朋希の場合は「拷ごう問もん係がいいというのを丸め込んで見習いにした」とのこと。


「とりあえず現段階ではこれだけです。他にも人員が必要なのですが」


「多くない？」


「多くありません。官かん僚りよう組織とライトノベル作家というものは自然と肥大するものなのです。あまり憶おぼえていませんがドラッカーも官僚組織での栄達はモチベーションになると言ってました。昔の日本では高等文官試験に受かった人は神様と同義語です」


「よく知らないけどドラッカーさんは出世にしか興味がなかったの？」


「では他に必要な役職があれば受け付けます」


「いづみちゃん、あたしの話聞いてる？」


「あの」


　見物していた珠果がいきなり挙手をする。


「お姫ひめ様さま係が必要だと思います」


「なにそれ？」


　思わず言ってしまったのはちひろ。珠果は続けた。


「お姫様みたいに綺き麗れいな人がいるといいです」


「意味分かんない」


「興味深い提案だ」


　そう言ったのは、プラスコヴィーヤであった。


「魔界の侯爵だった余でも、お姫様係の重大さは分かる」


「いやパラーシャちゃん今でも侯爵だろうし」


「よし、お姫様係には余がなろう」


「だからパラーシャちゃん侯爵で副委員長でしょう」


「ええい、うるさい！」


　くわっと口を開き、プラスコヴィーヤはちひろに叫さけんだ。


「そんなに余にお姫様をやらせたくないのか！」


「……パラーシャちゃん、ひょっとしてお姫様に憧あこがれてるの？　千といくつだかの氏族の長で、十二侯爵家筆頭なのに？」


　ちひろは怪け訝げんな風になり、言った。プラスコヴィーヤの顔が瞬しゆん時じに赤くなる。


「悪いか！　辺土リンボには亡もう者じやとか喋しやべるイチジクの実とか歌い続ける墓石ばかりで、余をたたえてくれる人材に欠けているのだぞ！　少しくらい姫気分を味わってもいいではないか！」


「イチジクって喋るんだ」


「むしろ喋らない方が驚きだ。というわけで余がお姫様係を」


「駄だ目め」


　真しん剣けんな顔つきで珠果が反論。


「お姫様は珠果がやるの」


「なに。余に対たい抗こうする気か」


「珠果が考えたの。珠果はちひろさんのお姫様になる」


　珠果は細い腕で、ちひろにしがみつく。ちひろはその可愛らしさにくらっとするが、相手は男。


「いい度胸だ。血筋ブルー・ブラツドでは余の方が上。貴族に勝つつもりか」


「ちひろさんは珠果のことだけを見てくれるもん」


　あー、可愛かわいいなとぼんやりしていたちひろは、ここで我に返った。


「いやいや、お姫様係ってやっぱり変じゃない!?」


「お姫様係……と」


　弓夜が黒板に役職名を書く。


「ちょっと目白さん、勝手なことしないで！」


「書記なのだから、当然のことよ」


　そして役職名の真下に自分の名を書き入れていた。ちひろは目を見開く。


「なんで目白さんが!?」


「お姫様には私も憧れていた」


「キャラに合ってないわよ！」


「ふりふりの服も好きよ。つい書いちゃったけど、他で喋ったらただじゃすまないから」


「あたし脅きよう迫はくされてるんだ!?」


　たじろぐちひろ。彼女の中で弓夜はクール系に分類されていたのだ。いづみは動じていないが、これはすでに経験済みのため。


「はい」


　すかさず那波が手を挙げる。


「お姫様係があるなら、オスメス交こう尾び係は……」


「なによそれは!?」


「名前が似てる……」


「『お』しか合ってないから」


「オスメス交尾係、と……」


「目白さんは書かないで！」


　ちひろは消そうとするが、弓夜は素早く黒板消しを持ち、窓の外に投げてしまう。


「ああー、なんてことを」


「あとで取りに行けばいい」


　頭を抱かかえるちひろ。見ていたいづみが冷静に発言する。


「それで、オスメス交尾係はなにをするんですか？」


「いづみちゃんって時々凄すごいね」


「支配者ですから。で、その役職はなにを」


　那波は具体的に役目の説明をおこなった。詳くわしいことは省略するが、男女が裸はだかになってどうのこうの。


　ともかくちひろは真っ赤になった。力の限り叫ぶ。


「そんなの駄目に決まってるじゃない！」


「役職は、ちひろさんが適任……」


「自分でやってよ」


「私は常に人々の営みを記録する女……」


「逃にげようったってそうはいかないわよ！」


「オスメス交尾係は上野ちひろさん、と」


「だから目白さんは書かないで！」


　抗こう議ぎをしても、弓夜はまるで耳を貸さずに黒板に記き載さいした。マツリが勢いよく両手を挙げる。


「会計係から提案があるよ！」


「今度はなによ」


「辞任する！」


「えー!!」


「だってみんな変な役職で楽しそうなんだもん。あたしもそっちがいい」


　マツリは口を尖とがらせてぶーぶー文句を言っていた。ちひろは敢かん然ぜんと否定する。


「もう役職は残ってないから」


「はいはいはい！」


　朋希が元気よく発言を求め、ちひろがなにか言う前に喋り出した。


「拷問係を作ろう！」


「そのネタ生きてたの!?」


「じゃあオスメス拷問係」


「物ぶつ騒そうすぎるわよ」


　マツリがぐっと拳こぶしを固める。


「あたしがやる」


「やんないの！」


　ちひろの制止が耳に入っているのかいないのか、マツリの目は輝かがやいていた。


「ついにトルコ人から教えてもらった拷ごう問もんテクニックが生きるんだね」


「やめなさい！」


「ちひろちゃんがやりたいの？　オスメス拷問係」


「そうじゃなくて……」


「オスメス拷問係、と」


「だから目白さんはいちいち書かないで！　おまけになにそれ、オスメス交尾拷問係になってるじゃない」


　弓夜は黒板から目を離はなさない。


「この方が面めん倒どうがないから」


「面倒あるわよ！　書かき換かえて！」


「黒板消しがいつの間にかなくなったのよ」


「目白さんが捨てたんでしょうが！　ああもう、なんで委員を決めるだけでこんなに変なことになるの！」


　ちひろは机に頭をぶつけたくなってきた。誰だれも見ていなかったら本当にやったかもしれない。こんなに叫んだのも久しぶりだった。


　いったん大きく深呼吸をして、なんとか精神を整えようとした。それから気づく。


「……唱子ちゃんはなにかないの？」


「んー？」


　唱子が注射器を構えながら返事。ちひろは繰くり返かえした。


「なにか変なことを言うなら早くして。苦しみはさっさと終わらせるに限るわ」


「ネガティブね。じゃあオス……」


「オスメス交尾係も拷問係ももういいわよ」


「オススメ拷問係」


「字じ面づらは似てるけどなにやらせるつもりよ！」


「全世界の秘密警察に、地域に合った拷問をアドバイスするのよ」


「やっぱり変なこと言わないでもらえる」


「いいなー、やりたい」


「マツリちゃんも！」


　注意されて、不満そうに足をばたばたさせるマツリ。ちひろはもう、見ることもしなくなった。


「拷問も交尾もなしだから！」


「拷問も交尾もなし係、と」


「目白さんはあたしに嫌いやがらせをしてるわけ!?」


　弓夜は高校生らしからぬクールな雰ふん囲い気きを放ちながら答える。


「書記として全力を尽つくしているのだけれど」


「絶対分かっててボケてるでしょう……」


　ちひろはぜいぜいと声をからせた。どう考えても、今後数年分くらいの突つっ込こみを入れている。芸人でもないのに、どうしてここまでする必要があるのか自分でも疑問なくらいだ。


「あー、喉のど渇かわいた……」


「会議を続けます」


「いづみちゃん鬼おにね……」


　ちひろの嘆なげきも、いづみは考こう慮りよしていない。このあたりは支配者の貫かん禄ろくであろう。


「役職も大たい抵てい決まったようなので」


「なにか決まったっけ」


「上野さんの役職が」


「……あー！」


　黒板には弓夜の手によって、今まで提案された役職が書き連ねられていた。お姫様係はともかく、オスメスやオススメ、交尾に拷問と全部書かれている。しかもそれらは二重線で消された上に書き直されているので、「オススメ交尾係」となっていた。その下に燦さん然ぜんと輝かがやくちひろの名前。


「なんであたしが！」


「やりたいのではなかったかしら」


　と弓夜。


「やりたくない！　お、オススメの交尾って……」


　プラスコヴィーヤが眉まゆを顰ひそめた。


「はしたないな。人間というやつはこれだから。どうだ代々木とやら。お前はこんな女のお姫様になろうとしているのだぞ」


「珠果は平気……」


「あたしが平気じゃなーい!!　経験なんてないのに、こんな役職……」


　ここまで叫さけぶと、不意に彼女はうなだれた。どさっと音がして、糸の切れた人形のように床ゆかに倒たおれる。


「これで落ち着いたかしら」


　唱子は、針が他に刺ささらないよう慎しん重ちように注射器をしまった。意識のないちひろを床に座らせる。


「で、肝かん心じんの役職はどうするの？」


　彼女の疑問に、皆みんなの視線が一いつ斉せいにいづみへと集中した。


「……様々な提案が出ましたが、保留とさせてください」


「ありゃま。どうして」


「支配者たるもの下の人間の意見を取り入れるのは必要なのですが、私の片かた腕うでが反対するのを強行したくありません」


「片腕って、ちひろのこと？」


「ええ。この学校で、最初にできた友人ですから」


　眼鏡めがねのクラス委員長は、ほんの少しだが柔やわらかい視線を向けた。


「清掃係にするつもりでしたが」


「仲がいいんだか悪いんだか……。じゃあ会議は結局、なにも決まらなかったってわけ」


「いえ、それは。この会議内容は最大限尊重するつもりです。今の副委員長の役職に加えて、オススメをくわえるのはどうでしょう。オススメ副委員長」


「なんかラーメン屋のメニューみたい」


「二年ゐ組がオススメする女子生徒です。上野さんにふさわしいかと」


「ちひろちゃんっぽいね」


　マツリが笑う。


「以上、委員長権限で決定です」


　いづみは言い切った。一同から、賛成の印に軽い拍はく手しゆが起こる。ちひろは、夢うつつの状態でそのことを聞いているのだった。





　　　その３




　次の日。また放課後。


「クラス会議をおこなう」


　厳かにプラスコヴィーヤが言った。


「辺土の領主、十二侯こう爵しやく家筆頭の余はここに、会議開かい催さいを宣言するものである。当会議で決定した事じ項こうは魔界にあまねく布告され、十二侯爵家は元より、七公こう爵しやく家、九辺へん境きよう伯はく家、十八伯はく爵しやく家、三十六子し爵しやく家、八十二男だん爵しやく家にも黒きフクロウによって布告状が運ばれ、知しれ渡わたるであろう。四大公を除く魔界の貴族は当会議の決定を尊重せねばならず、くつがえすには月の墓石から伸のびる影かげが二度消えるまでに申し立てねばならない。会議の進行が滞とどこおりなく過ぎ、人間界へ深しん淵えんの浸しん食しよくを願いつつ、ここに開催する」


　オペラ歌手のように朗々と歌い上げたプラスコヴィーヤは、自じ慢まんげな顔をしながら着席した。ちひろはうんざりした表情。


「えー、今日も会議なの？」


「……お前は我が慢まんというものを知らんのか！」


　威い厳げんある態度は吹ふき飛とび、プラスコヴィーヤは両手を振ふり回す。


「余が二百六十公転ぶりに会議開催を宣言したというのに、なんだそのやる気のなさは。闇霊レムールの方が、まだ行ぎよう儀ぎがいいぞ」


「だって昨日もやったじゃん」


「余も副委員長だ。開催の権限はある」


　憤ふん然ぜんとして、銀色の髪かみを持つ少女は言い放った。


　昨日、やたらと長引いた会議のせいもあり、今日のちひろは早く帰ろうとしていた。ところがプラスコヴィーヤが「同じ副委員長として帰宅は許されない」などと言い出し、捕つかまえてきたのである。


　そしてまた会議となった。出席者は前回と同じ。


　プラスコヴィーヤは憤然としてちひろを眺ながめていた。


「だいたいお前も副委員長なのだろう」


「知らない間にオススメ副委員長になってんだけど」


「人徳だと思うべきだ」


「会議が好きな女子高生っていないと思うんだけどなあ」


「重要なことだ。副委員長としての責務を果たせ」


「はいはい。で、今日はどんなこと決めるの？」


「余がいかにして魔界に帰き還かんできるか……」


「反対」


　朋希が挙手し、即そく座ざに不賛成を表明する。プラスコヴィーヤは一いち瞥べつし、


「……は抵てい抗こうが大きいので諦あきらめ、どこに住むべきかを決定したい」


「あれ？　パラーシャちゃん家はないの？」


「だから帰れないのだ！」


　ばん、と少女は机を叩たたく。


「それはやっぱり」


「貧びん乏ぼうだから……」


　ちひろの台詞せりふを那波が引き取った。


「公共交通機関すら乗れないのなら、役所に相談するレベル」


「そうではない。前にも魂たましいの数を説明したはずだ」


「貧困のあまり泣く泣く身体からだを売る設定なら、小説の題材にも」


「違ちがうというに！　お前たちが帰り道を閉ざしたからだろう。あれだけ広大な領土を持ちながら、指先で触ふれることすらできん。せいぜい思念波を届けるくらいなのだぞ」


「じゃあご家族と連れん絡らくは取れるんだね」


　ちひろの言葉に、プラスコヴィーヤは首を振って否定した。


「家族？　そんなものは存在しないぞ」


「……え？」


「魔界の貴族とはそういうものだ。領土と魂が全てで、守るものは他にない。縁えん者じやとも無む縁えんの生活を送っている」


　淡たん々たんと語る少女。そこに感情は込められておらず、事実だけが述べられていた。聞いていたちひろがしゅんとなる。


「ごめん……辛つらいことを思い出させたね」


「なに？」


「まさか死別していたなんて……あ、あたし、そういうことに無神経だから……ごめん」


　そっと目め頭がしらを押さえる。すぐ横にいた珠果が、ひっしと抱だきついた。


「ちひろさん、元気出して」


「ありがとう珠果ちゃん。あたしが悪いのに……」


「こらこら、ちょっと待て。そもそも余に家族など存在しないのだぞ？　人間と違って死の概がい念ねんもなく、ただ眠ねむるだけで」


「眠るように亡くなったんだ……」


「だから元々いない」


「いないって思い込むなんて、健気けなげ……」


「おい誰だれか止めろ。際限なく勘かん違ちがいし続けるぞ」


　プラスコヴィーヤの言葉もあり、しょんぼりしたままのちひろは珠果や那波と共に、一時会議から外された。といっても輪から離はなれているだけで、参加していることにはなっている。


　まともと思われた副委員長の、まさかの連続ボケのため、進行役がいなくなった。なのでいづみがあとを引ひき継つぐ。


「話を戻もどしますが、つまりプラスコヴィーヤさんは住むところを探していると」


「端たん的てきに言えばそうなる」


「しかし、今はどこで寝ね泊とまりしているのですか」


「寝てない」


「え？」


　これにはいづみだけではなく、他の出席者も疑ぎ問もん符ふを浮うかべていた。プラスコヴィーヤは面おも白しろくなさそうな口調で言う。


「寝なくてもどうということはないから、深夜の校内を彷徨さまよっている。最初は興味深かったが、今はさすがに退たい屈くつだ」


「暗いの怖こわくないですか」


「何な故ぜ余が闇やみを恐おそれねばならん。それよりも住居だ。いくら寝なくてもいいとはいえ、いつまでも彷徨うわけにはいかない」


　もっともな理り屈くつであった。強引に連れてきて転校生扱あつかいしてしまったのは二年ゐ組である。面めん倒どうを見るのが筋であったし、侯爵様を家なしで放っておくのも、少々寝ね覚ざめが悪い。


「はい。提案があるよ」


　朋希が挙手をする。いづみがうながした。


「どうぞ」


「日につ暮ぽ里り先生にお願いするのはどうだろう。あの人なら、パラーシャちゃんにも理解あるし、実家がお金持ちなんだって」


　憮ぶ然ぜんとしたままプラスコヴィーヤが言う。


「理解がなくては困る。余が帰れない元げん凶きようの一人だ」


「さっそく行こうよ」


　いづみたちは保健室に移動することになった。ちひろはまだ落ち込んでおり、珠果、那波と共に留守番。


　保健室に日暮里聖せい良らは在室していた。ただしいつものカフェは営業が終わったらしく、「ＣＬＯＳＥ」の札がかかっている。


　構わず入った二年ゐ組の面々に、聖良は鬱うつ陶とうしそうに応対した。


「あ？　パラーシャの家？」


　聖良は丸い椅い子すに座って足を組んでいた。


「ねえだろ、そんなもん」


「なんとかお世話してもらえないかという話で」


　いづみが頼たのむが、聖良は口をへの字にしていた。


「ねえよ。いや、意地悪じゃなくてな。あたしの実家が金持ってるっていっても、こっちは喧けん嘩かして勘かん当どう同然なんだ。なにもできねえぞ」


「金持ちだと思いきや、実はニートの属性ですか」


「お前キツいな。でもまあ、あたしもパラーシャの一件では責任を感じているから、住むところは気にかけていたんだ」


　聖良は立ち上がると、戸と棚だなの陰かげに移動してなにやらごそごそやりはじめた。


「魔界の侯爵だろ。だったらそれに相応ふさわしい住居ってもんがあるから、色々と手を回して作ったんだ……ほれ」


　どさっという音と共に、聖良は両手で抱かかえたものを床ゆかにおいた。いづみたちは思わず「わあっ」と声を上げる。


　それは「温うん州しゆうみかん」と書かれたダンボール箱であった。


「京きよう子この実家がみかんを送ってきてな。箱ごとくれたから改造してみた。中には毛布を敷しいて呼吸用の穴を開けて、寒くならないように湯たんぽを」


「待て待て、こら待て！」


　プラスコヴィーヤが声を張り上げる。


「なんだこの箱は！」


「ん？　侯爵は偉えらいからダンボールを知らないのか？」


「そうではない！　これのどこが余に相応しい住居なのだ!?　まるで子こ猫ねこの住処だ！」


「さすがに侯爵様をそこまで貶おとしめたりはしねえよ。毛布は二枚用意した」


「数の問題ではない！」


「猫ねこ砂すなもある」


「やはり猫扱あつかいではないか！」


　ぴょんぴょん跳とび上がって、銀ぎん髪ぱつの少女は抗こう議ぎを続ける。その仕草が可愛かわいらしく、誰もが「猫みたいなものだよなあ」と思っていた。


「わりと頑がん丈じようなのですね」


　いづみが「温州」の部分を触さわりながら言う。我が意を得たりと聖良がうなずく。


「だろ。これだけしっかりしていれば、ペットボトル運ぶのにだって使えるぜ」


「猫の次はペットボトルか！」


　とプラスコヴィーヤ。


「お前、みかんの重さを知らないな。がっしりしていないと、すぐに底が抜ぬけるぞ」


「余はみかんではないわ！」


「好き嫌きらい言わずに食べろ」


「みかんから離れろ！　余の住居の話だ！」


「だから、これはどうよ」


　聖良がダンボールの蓋ふたを叩いた。


「いらん！　辺土リンボにある余の屋や敷しきは端はしから端まで歩くのに三日かかるのだ。なのに人間の世界ではみかん箱か！」


「入ってみるか？」


「余の話を聞いているのか？」


「いや、試しに入ってみろって。案外悪くねえかもしれねえぞ」


　そう言われ、プラスコヴィーヤは口をつぐんだ。しみじみとダンボールを観察する。


「……しかし、どうみても住居には見えぬ」


「そりゃみかん箱だからな」


「知ってて勧すすめるな！　……だが、まあ、なんというか、ただの箱のわりには魅み力りよくがあるようにも……」


　プラスコヴィーヤはそっと近づく。そしてすぐ、首を大きく振ふった。


「いやいや、こんなのは人間が片手間に作ったもので、腕うでが六本ある巨きよ人じんの建造した屋敷に比べれば、児じ戯ぎにも等しく……」


「ほれ」


　聖良が蓋を大きく開けた。少女はふらふらと近寄り、頭からダンボール箱の中に落ちた。


「わっ」


　蓋が閉められた。しばらく無言が続く。


「プラスコヴィーヤさん？」


　いづみが外から呼びかける。


「…………」


「プラスコヴィーヤさん、どうしました？」


「…………出られない」


「はい？」


「出られないのだ！　見かけより内部が広かったのはよかったのだが、蓋が開かない。これはどうなっているのだ!?」


「そういう蓋なんだ。ある程度時間が経たてば開くよ」


　聖良が答える。彼女は椅子に座り直していた。いづみ以下、二年ゐ組の生徒たちに話をはじめた。


「実は最近、深夜に校内を徘はい徊かいするやつがいるらしくて」


「…………」


「懐かい中ちゆう電灯もなしにうろついているようで、警察からも連れん絡らくが来たくらいなんだ。そいつを捕つかまえようと思って作ったのが、このみかん箱型トラップってわけ」


「ええと、先生。実は夜に徘徊しているというのは」


　いづみがみかん箱を指さす。聖良は「ほお」と口を開けた。


「そりゃちょうどいい」


「いいわけあるか！」


　みかん箱内部から、くぐもった声が伝わってくる。


「これでは本当に猫扱いではないか！」


「そんなに住み心ごこ地ちも悪くないはずだぞ。広いだろう」


　聖良は外から中に呼びかける。しばらく間があってから、返事がきた。


「それは……確かに。外観からは想像もつかない広さなのだが……」


「ちょいと異世界まで行ってきてな、資材をパクって中に貼はりつけた。空間が妙みような曲がり方をしているから広いんだよ」


「落ち着きすら感じる」


「辺土に建っていたでっかい家から持ってきた」


「余の屋敷ではないか！　落ち着くのは当たり前だ！　出せ！」


「徘徊者を捕まえるつもりだったから、蓋にタイマーがついてるんだよな。朝にならないと開かない」


「こらー!!」


　叩たたく音はするものの、開く気配がない。見かけよりも相当頑丈に出来ているようであった。


　いづみが呟つぶやいた。


「これは、とりあえず落着ということでいいのでしょうか」


「余はみかん箱の中か!?」


「広いのでしょう」


　聖良が首しゆ肯こうする。


「香か川がわ県けんくらいだな」


「ずいぶんありますね。うどん食べ放題です」


「なんだそれは！　まあ、広いは広いのだが……」


「ではまた明日あした。迎むかえに来ます」


「待て。それとこれとは別だ！」


「別宅を手に入れたからといって、副委員長の職務をさぼらないようお願いします」


「今度遊びに行くねー」


　見えないと分かっていながらも、マツリが手を振る。一同とついでに聖良は、「よかったよかった」などと会話しながら、保健室を出ていった。


　みかん箱はしばらくごとごと音を立てていたが、やがて全てを諦あきらめたかのように静かになった。


　なお、この少し後に事情を聞いたちひろがやってきて、「ダンボールなんて、やっぱりパラーシャちゃん貧しいんだね」と落らく涙るいしたのだが、とりあえず関係はない。





　　　その４




　さらに翌日。放課後の二年ゐ組。


「クラス会議をするの」


　珠果が小さい声ながらもはっきりと言った。


「今日は大事なお話があります。だから集まってもらったの」


「このネタ、もう三回目じゃない」


　さすがに呆あきれたちひろが言う。今度もメンバーは、前回までとまったく同じであった。


　彼女はいくらなんでも面めん倒どうだという気分だったが、委員長のいづみはそんな素そ振ぶりも見せなかった。


「回数は問題ではありません。重要なのは内容です」


「でもこれ、珠果ちゃんが招集したのよ。委員長と副委員長がやるものじゃなかったっけ」


「できます。彼女はお姫ひめ様さま係ですから」


「そのネタも生きてたんだ……」


「お姫様は偉いから、会議をしていいって言ってた」


　珠果が説明をした。念のため、ちひろは質問する。


「誰だれが言ってたの？」


「パラーシャちゃん」


　ちひろはちらりと視線をやったが、プラスコヴィーヤはふんと鼻を鳴らしていた。昨日、貧困者扱あつかいしてからというもの、どうも態度が冷ややかだ。


「姫って字だけを見れば、そりゃ偉いかもねえ」


「パンがなければお菓か子しを食べればいいと思う」


「どっかで聞いた話を……ま、あの人もお姫様か」


　オーストリア大公マリア・テレジアの娘むすめマリー・アントワネットも、こんなところで出てくるとは夢にも思わなかっただろう。


「今日の議題はなに？」


「今日は」


　ここで何故か珠果は、顔を赤らめた。


「どうすれば珠果とちひろさんの仲が進展するかを話し合うの」


「……ええー！」


　ちひろはつい叫さけんだ。すかさず弓夜が黒板上でチョークを動かす。


「上野・代々木の恋れん愛あい事情、と」


「なんで書くの!?」


「書記だから。誇ほこり高たかき役職よ。苦情は受け付けないわ」


「くっ……こんなときばかり……。でもなんで、本人を目の前にして第三者までいるのに恋こいバナなんてすんの」


「みんなにも知ってもらいたいから……」


　珠果は恥はずかしげにうつむいた。その様子は確かに可愛らしく、抱だきしめたい衝しよう動どうに駆かられる。


　しかし珠果は男であった。生物学上、そして恐おそらく戸こ籍せき上も男なのである。あまりに愛らしいためしばしば忘れそうになるが、厳然たる事実であった。


　美少女（？）の上うわ目め遣づかいの視線が、ちひろをとらえる。


「ちひろさん、珠果のこと嫌いなの……？」


「嫌いじゃない、けど……」


「上野ちひろは代々木珠果のことが好き、と」


「目白さん、そんなことまで書かないで」


　ちひろの注意をあっさりスルーし、弓夜のチョークは黒板を走る。


「ときおり心から湧わき起こる欲よく望ぼうを抑おさえきれないこともある、と」


「言ってないわよ！」


　ぽつりと那波が呟いた。


「そこは『欲望を抑えきれず、毎夜ベッドで一人、快楽の到とう来らいに身を任せている』とした方が淫いん靡びになっていい……」


「さすがプロね」


「どうしてそっち方面に行くの!?」


　那波の手にかかると、すぐにエロへと話がシフトする。弓夜が訂てい正せいする気ゼロなのも厄やつ介かいだった。


「はーい」


　マツリが手を挙げた。


「ちひろちゃんは、もっと珠果ちゃんに積極的になった方がいいと思います」


「なんであたし？」


「だって珠果ちゃんはお姫様係だから、行動するのは王子様の方じゃない」


「あたしって王子様係になったの!?」


「王子様係……と」


　弓夜は板書しながら喋しやべっていた。


「オススメ副委員長といい、上野は肩かた書がきにこだわるのね」


「あたしが求めてるわけじゃないから。あと目白さんが呼び捨てで呼んでくれた。なんだか嬉うれしい」


「それはどうも。肩書きをこのまま書くのも芸がないから、なにかネタが必要ね」


「そういうのって、弓夜さんのキャラに合ってない気がする」


「王子に点を一個増やして玉子にするのはよくある手だから、ここは横棒を一本減らすのはどうかしら」


　ちひろは黒板消しが動くのを見つめていた。


「土子様係って江え戸ど時代に出てくる妖よう怪かいみたいね」


「王おう了りよう様係にもできる」


「台たい湾わん出身者になった気分よ」


「じゃあやっぱり王子様係ね」


　何故か決定してしまった。「王子様　上野ちひろ」とはなんとも宝たから塚づかチックなイメージである。


　ちひろはぶつぶつ呟いた。


「こういうのこそ目白さんがやるべきだと思うんだけど」


「お姫様係とのバランスも大事。肩書きもついて、これで二人の仲は進展したことになるんじゃない？」


　王子様とお姫様だから、確かにそれらしくはある。さっそく珠果が、ちひろの腕うでにしがみついた。


「わーい。王子様の隣となり」


　二人を見ながら、いづみは目を細め、手で額にひさしを作っていた。


「上野さんがやけに輝いて見えます」


「あれは珠果の力……。彼女が摑つかむとなんでも可愛かわいくなる……」


　那波が呟いた。


「そして珠果を引き寄せたのはちひろの魅力……」


「さすが王子様ですね」


「係なんだってば。役職と本質は別よ」


「でも珠果は、ちひろさんと、また仲よくなれたと思う」


　汚けがれのない笑顔を浮うかべているものだから、どうしても邪じや険けんに扱うことができなかった。拒きよ絶ぜつしたら罪悪感に悩なやまされそうな予感がするのだ。これこそが珠果最大の武器であり、「美少女」たらしめている特とく徴ちようである。


「弱ったな……そうだ、ねえ珠果ちゃん」


「なあに」


「あたしたちの役目を交こう換かんしない？　あたしがお姫様係で、珠果ちゃんが王子様係」


「……？」


「その方が性別にぴったり合ってると思うんだけど……」


　だがちひろの台詞せりふはそこで中止を余よ儀ぎなくされた。珠果が涙なみだを浮かべていたためである。


「王子様になってくれないの……？」


「いやそうじゃなくて。あたし女だから」


「珠果は男だよ……」


「だから交換」


　どうしてもそこで止まってしまう。どう考えても筋は通っているはずなのに、なにも言えなくなってしまうのだ。


　おまけに他者からは非難がましい視線が飛んでくる。いづみなどは境きよう遇ぐうが同じなのに「珠果ちゃんを傷つけるなんて、我が片かた腕うでとは思えぬ行こう為いです」と説教までしていた。


「……で、王子様係ってなにすんの」


「オススメ副委員長兼けん王子様係です。言葉は正確に」


「だからなにすんのよ」


　ちひろはいづみの台詞を遮さえぎるように言う。将来の世界支配者は、他の人間と顔を見合わせた。


「なにをすると思いますか」


「あたしだって知りたいわよ」


「王子様係は珠果とね、ずっとこうしてるの」


　ちひろの腕にしがみつきながら、珠果が嬉うれしそうに言う。


「二人は幸せになるの」


「おとぎ話みたいね」


「そして夜中、王子様とお姫様は官能と淫いん靡びにまみれた営みへと……」


　那波がメモ帳にペンを走らせる。はっとしてちひろは振り返った。


「ちょっと、また小説の題材にすんの？」


「器具を使って責めるシーンを書いたら、好評で……」


「どうして極端なやらしいとこにもっていくのよ!?」


「器具くらい、極端じゃないから……。本当に極端というのは、犬が出たり豚ぶたが出たり××が出たり×××が増えたり……」


　表現しづらい単語と行為を連発する那波。無表情で喋るものだから、余計にいかがわしい。


「女の子が口にする言葉じゃないでしょー！」


「上野は×××が好き、と」


「目白さんは書かないで！」


　ちひろはげっそりしながら、そっと「ファイナルラグナロクアタックＩ型」をチェックした。普ふ通つうカウントに変化は全く見られない。


（駄だ目めか……）


　せめて珠果に男であることの自覚を取とり戻もどさせれば、カウントが増えると思ったのだがそうもいかないらしい。いや、男であることは分かっているのだから余計に厄介だ。


　と、反対側からプラスコヴィーヤが、液えき晶しよう画面を覗のぞき込んでいた。


　[image: ]


「お前、時々その機械を眺ながめているが、いったいなんなのだ？」


「これ？　あたしの人生に関わること」


　ちひろは携けい帯たい電でん話わを閉じた。


「説明しても分かりづらいと思うけど」


「侯こう爵しやくをあなどるな。それは遠えん隔かく地ちにいる人間と交信をする機械だろう」


「そうなんだけど……まあ簡単に言って、あることをしないと、あたしといづみちゃんは死んじゃうのよ」


「ふむ」


「生きるためには日々努力をし続ける必要があると」


「ほお」


　プラスコヴィーヤは腕うで組ぐみをすると、しばらく黙もつ考こうした。


「……知っての通り、余は異界の侯爵だ。魂たましいを多数所持しているため、死については人間よりも詳くわしいと自負している」


「うん……？」


「昔から死については非常に多く見てきた。侯爵ともなると、戦争で一気に万単位が死んでも、一つ一つを把は握あくしなければならぬ」


「ほとんど役所の戸籍係だね」


「どうもお前の言葉には、余をおとしめるなにかがある気がする。……まあいい。お前のその件、余に預ける気はないか」


「……え？」


「だから、死のことを余に任せろというのだ」


　ちひろは我知らず、プラスコヴィーヤの顔を凝ぎよう視ししていた。







　　　上野ちひろの普通カウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　４


　　　（なし）









　　　渋谷いづみの手下カウント　１




　　　（なし）




　　　変友カウント　４




　　　（なし）
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　あとがき







　築つき地じです。新シリーズ「変・ざ・くらする～む」略して「変くら」の開始です。富士見書房では「ライトセイバーズ」「まぶらほ」に続いて三シリーズ目となります。ご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。


　この作品はドラゴンマガジン誌において「略してにのゐ！」という名称で短編が連載されているのですが、どうせならもっと分かりやすいものにしたいということで、このような形になりました。これは「変な連中がいるから変」という、恐るべき思想に基づいています。わあ。





　他社での作品も含め、今までのシリーズでは個人か少人数のグループを中心に話を進めることが多かったのですが、本作品では、ずばりクラスそのものに焦点を当ててみました。


　ずばりとか言っても、ゆるい学園生活です。女の子と少数の男がふわふわしている作品だったりします。ふわふわすぎてたまに摑み所がなくなってますが、きっと仕様です。どうか生暖かい目で見守ってくださいませ。


　で、主人公というか語り部が二人ほどいます。どちらも女の子であり、普通です。当初はこの二人に実況レポートをしてもらおうという形を考えていたのですが……。結果はご存じの通り。


　レポート役の二人は、開始早々巻き込まれ型のキャラクターとなり、出だしからしてえらい目に遭います。そして学校に着いてからも、ろくな目に遭いません。


　そもそも当初はどこにでもいるような人たちが、どこにでもあるようなことしかしないストーリーだったのです。ところが蓋ふたを開けてみれば変人に輪をかけた属性ばかりを持つキャラクターが続々出てきて止まりません。基本的に濃い人間ばかりで一か所に止まってくれないので、あちこちに顔を出そうとしています。おかげで書く方もわりと大変です。


　主人公のちひろといづみはまともです。ですが他は変です。性格も特技も変です。変ついでに、人間外のキャラクターまで出てきます。しかもそのキャラは迷子も同然です。迷子なのに大歓迎されるというわけの分からなさ。書き手ながら同情します。そしてこういうキャラクターは、今後も多く登場する予定です。





　さて、新シリーズなのでなにか新しいことをしたい、ということでフォーマットに手を加えてみました。基本は「まぶらほ」の短編集のように短いストーリーの連続ですが、その内部をさらに区切ってあります。なるべく読みやすく、どこで読み終えてもいいようにしたつもりです。理想はどこからでも読みはじめてもいいつもりでしたが、さすがにキャラ紹介をしなければならないので大変でした。続刊ではなるべく、予備知識なしに読んでも分かるような作りにするつもりです。


　そしてドラゴンマガジン誌には、挿さし絵えを担当してもらっている異識さんの手による、素晴らしい特集イラストも掲載されています。よろしければ、そちらも併せてお読みになってください。





　それではこれからしばらく、「変くら」におつきあいください。もしあとがきを先に読まれているようでしたら、個性溢れるキャラクターが集う二年ゐ組の世界を、存分にお楽しみください。





二〇一一年三月十一日




築地　俊彦







追記


　このあとがきを執筆後に、東日本を中心に地震と津波があり、多くの方が被災されました。心よりお見舞い申し上げます。




　この作品は、ドラゴンマガジンに掲載された『略してにのゐ！』を、大幅かつダイナミックに改稿したものです。




変・ざ・くらする～む





築つき地じ俊とし彦ひこ
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